
静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第231集

富士山・愛鷹山麓の古墳群

第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

富士市 4 

船津 L-第171号墳(第二東名NO.39地点)

須津古墳群 (第二東名NO.45地点)

問門松沢第 1号墳(第二京名NO.5臼2長比地ιι，点長

鵜無 ケ淵 .問門 E一第 6号墳 (ゆ第二求名NO.5臼2比点恥j 

不動棚遺跡、 (第二泉名NO.52地点)

松坂遺跡、 (第二求名NO.53地点)

2 0 1 0 

中日本高速道路株式会社東京支社

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所



船津L-第171号墳巻頭図版 1

1.船津L第171号墳全景(南から)

2. 船津L-第171号墳横穴式石室(西から)



巻頭図版2 須津古墳群

1.須津」ー第6・118号墳遠景(北から)

2.須津J-第6・118号墳全景 (北から)



須津古墳群 巻頭図版3

1.須津J-第118号境横穴式石室(南東から)

2 須津J-第6号墳横穴式石室(南から)



巻頭図版4 須津古墳群
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須津J-第6号演出土遺物



須津古墳群 巻頭図版5

1 須津J-第159号墳遠景(南東から)

2.須津J第159号墳横穴式石室(南東から)



巻頭図版6 須津古墳群

須津J-第159号墳出土遺物



間門松沢第 1号墳 巻頭図版7

1.間門松沢第 1号墳全景(南西から)

2 間門松沢第 1 号墳第 1~3埋葬施設(東から) 左から第3・第 1・第2埋葬施設



巻頭図版8 鵜無ヶ淵・間門E-第6号墳，不動棚遺跡

1.鵜無ヶ淵・間門E-第6号墳横穴式石室(南東から)

2.不動棚遺跡出土主な縄文土器
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序

富士市は船津古墳群や須津古墳群など、全県的にも非常に多くの古墳が確認される

地域です。このうち第二東名の対象地となった船津古墳群、須津古墳群、鵜無ヶ淵・

間門古墳群で、古墳時代後期から終末期の計5基の横穴式石室を埋葬施設とする古墳

の調査を行しミました。それぞれが小規模な円墳で、埋葬施設では駿河東部地域に特徴

的な段構造の無袖形石室が確認されました。副葬品としては馬具が3基の古墳から出

土したこと、全国的に見ても副葬されることが少ない針が出土した点が注目できます。

間門松沢第 l号墳は、東駿河地域では古墳の築造が停滞する古墳時代中期前半の古

墳であることがわかり、東駿河の古墳時代の様子を知るために非常に重要な発見とな

りました。また、今後さらなる検討を行わなければなりませんが、前方後円墳や前方

後方墳を意識した地形改変を行っている可能性があることも注意する必要があります。

さらに埋葬施設からは刃関双孔という孔が開けられた珍しい鉄剣が出土したことが注

目されます。

不動棚遺跡、松坂遺跡では、遺構は少なかったのですが、縄文時代早期~晩期にE

る土器・石器が多く出土しました。特にこれまで富士市域ではほとんど遺跡が確認さ

れず様相が不明確であった縄文時代後期の堀之内式土器や加曽利B式土器が出土した

点が注目できます。

今後は、調査担当者が調査成果およびそれを基礎に分析した考察に対して批評を願

うとともに、本資料を活用したさまざまな視点での議論が行われることを期待します。

なお、本書は第二東名富士工区の最後の報告書となりました。現地調査および整理

作業、本書の作成にあたり、中日本高速道路株式会社(旧日本道路公団)、静岡県教育

委員会、富士市教育委員会、富士市博物館、地元自治会をはじめとする多くの関係諸

機関・各位にご援助、ご理解をいただ、きました。この場を借りて深くお礼申しあげま

す。また、現地での発掘作業、地道な整理作業に従事された方々に、厚くお礼申し上

げます。

平成22年II月

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長石田 彰



例目

しずおかけんふじし ふなつエル すど ジェイ

l 本書は、静岡県富士市内に所在する船津L-第171号墳、須津古墳群(須津 J-第 6・118・159号墳)、
まかどまっぎわ うないがふち まかどイー ふどうだな まっきか

間門松沢第 l号墳、鵜無ヶ淵・間門 E-第 6号墳、不動棚遺跡、松坂遺跡の報告書である。

所在地は下記の通りである。

船津L-第171号墳

須津古墳群(1-第6・118・159号墳)

間門松沢第 l号墳

鵜無ヶ淵・関門E-第 6号墳

不動棚遺跡
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松坂遺跡 富士市神戸字松坂60トト 695ほか

2 第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の作成は、地区(旧市町村)単位にて実施して

いる。富士地区では本書が4冊目であるため、「第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

富士市-4 J とした。

3 発掘調査は第二東名高速道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査として、中日本高速道路株式会社(平

成17年度途中までは日本道路公団静岡建設局)の委託を受けて、静岡県教育委員会文化課(平成21年

度まで)、文化財保護課(平成22年度)の指導のもと、富士市教育委員会、富士市立博物館の協力を得

て、 財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

4 現地調査・資料整理の期間と担当者は調査体制で記載する。

5 本書の挿図・図版の作成は主に田村隆太郎が平成20年度に編集・作成し、大谷宏治が平成22年度に

一部を編集・ 作成した。また、報告書の執筆は、調査担当者の調査所見をもとに大谷宏治のほか、 第

4・5・7'"'-'9章の縄文時代の石器を柴田亮平、第10章第 l節 2を杉山和徳が行った。

6 現地の写真撮影は、各担当者が、遺物の写真撮影は田村隆太郎、大谷宏治のほか当研究所写真室が

行った。

7 金属製品の保存処理は、当研究所保存処理室(西尾太加二，大森信宏)が実施した。

8 本書の作成にあたり、須津古墳群の人骨鑑定について、京都大学名誉教授 片山一道氏の指導を受

けた。また、間門松沢第 l号墳出土の鉄剣について、 文化庁文化財部美術工芸課 豊島直博氏に指導

を受けた。

なお、人骨鑑定の報告については、片山氏の鑑定を大谷が執筆し、片山氏が加除修正を行った。

9 石器石材の同定については、静岡大学名誉教授 伊藤通玄氏の指導を受けた上で、当研究所職員 と

の検討を経て、柴田亮平、森島富士夫が行った。

10 調査の概要については、当研究所や他の刊行になる出版物で一部公表されているが、本書と内容が

異なる場合は本報告をもって訂正する。

11 本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所(担当 大谷宏治)が行った。

12 発掘調査における指導・助言および協力者は第11章末に記した。

日



例

本書で用いる国土座標は、原則として日本測地系(旧測地系)である。なお、調査地点等の緯度経

度は、国土地理院ホームページにおいて世界測地系におけるおおよその緯度経度を確認し、記載して

いる箇所もある。世界測地系の緯度経度を用いる場合にはその旨を本文中に明記した。

凡

土色は小山正忠・竹原秀雄編、農林水産省農林水産技術会議事務局監修1999r新版標準土色帖.!l(22 

版)に基づいて分類したが、一部確認調査に引き続いて本発掘調査を実施した遺跡についてはこれに

準拠していないものもある。

2 

本書で使用した遺構の表記は次のとおりである。

土坑

3 

だえん付い

石室などの形状に合わせ主軸側が長い楕円形墳、やや不整形な円墳を含む。

横穴系埋葬施設において墳丘を段階的に造成する場合、埋葬施設を覆う墳丘の

中核 となる盛土。
ょこあなけいまいそうし せっ

横穴系埋葬施設において第一次墳丘を覆う盛土。これをもって墳丘は完成する。

墳丘の斜面部を礁で、覆った施設。
λんtt.-jすそふんすそ だんちく せ君れつ

古墳墳丘裾(墳裾)あるいは段築がある場合、各段の裾に積載された石列で、

一段から数段積載されるもの。

墳丘の構築段階で積載された石列で、墳丘完成時には墳丘内に全部あるいは一

部が取り込まれたもの。

墳丘を区画するために掘削された溝。

斜面を削り出して成形することにより、古墳と周囲を区画するもの。

SK 

本書で用いる古墳および、埋葬施設の名称については下記のとおり定義し、部位および計測位置につ

いては、第 I図に示した。

( 1 )古墳
えん ぷん

墳形円 墳
だいいちじ，!、んき・ぅ

墳丘第一次墳丘

周溝
けず だ

削 り 出し

だいに じ占、ん曹ゅう

第二次墳丘
ふき いし

葺 石
がいとれっせ曹

外 護 列石

ふんきゅうないせきれつ

墳丘内石列

4 

古墳の内部に構築された墓墳に木棺を直接埋葬するもの。
ょこあなしきせき しつ ひっf

横穴式石室内に板石を用いて棺を造りつけるもの(造付箱形石棺)。

なお、沼津市長塚古墳のように箱形石棺を埋葬施設とするものについては箱形石棺

直葬と表記する。

古墳の内部に掘削された墓墳に、石材を用いて玄室などを構築するもの。
まいそうしせっ

埋葬施設へ至る通路部分。

横穴式石室を構築する際、または木棺を墓境内に据える際、石材・木材と墓墳との聞

に充填された土砂。
だんZうぞうかまちいし ぜんてい

段構造(橿石) 前庭あるいは墓道から l段下がって玄室に入る横穴式石室の、この段の部分。特に

( 2 )埋葬施設
もつかん じきそう

木棺直葬
はこがたせっかん

箱形石棺
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石材を用いている場合は権石と呼称する。
ぜんへJ(まえかベ}

東駿河地域では 「前壁」と呼称される場合があるが、横穴式石室研究で意味する
ぜんへさ

ところの前壁とは異なることから、本書では「前壁」は使用しない。
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墓墳の形態
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5 

6 

7 

8 

9 

10 

横穴式石室を構築するにあたり最下段に据えられた石材。
曹 ていせき

基底石
むそでがたせ曹しつ

無袖形石室 袖が形成されないもの。無袖形は、系譜関係の判断が難しく、 「型式」 として区分でき

ないため、袖がないものを一括して 「無袖形J とする。
おくへき げんもんがわ

なお、本報告では、横穴式石室の場合、奥壁側から玄門側(入口) をみて、右側を
みfそくへ曹 ひだりそくへき

右側壁、左側を左側壁とする。
ゅうそでがたせきしつ

有袖形石室 羨道が形成され、玄室と羨道との聞に明瞭な屈曲や石材の突出があるもの。
かたそでがた りょうそでがた 曹 じりょうそでがた

片袖形、両袖形、疑似両袖形がある。

片袖形袖が片側のみ内側に折れ、羨道はその幅のまま、あるいはやや広がるもの。

両 袖形袖の両側が内側に折れ、羨道はその幅のまま、あるいはやや広がるもの。

疑似両袖形 玄門を有するが、玄門が内側に突出するもの。
たであなけいよこぐちし曹せ曹しっ たてあなけいまいそうしせつ よこ〈ち

堅穴系横口式石室 横穴式石室の影響を受けて、竪穴系埋葬施設に横口が取り付けられたもの。

玄室の平面形長方形 玄門側、中央部、奥壁側の幅がほぼ等しいもの。

胴張形 玄門側、奥壁側に比べて中央の幅が広く、側壁が弓なりを呈するもの。

横穴式石室の本発掘調査においては、大部分の古墳で二面の床面が確認されたため、調査時にはじ

めに確認された面を第 I面、次に確認された面を第2面とする場合と、築造当初の面を第 l面、追葬

面を第2面としている場合があった。本書では混乱を避けるため、第 1• 2面とし寸表記は用いず、

上面・下面として区分した。

す え古 じようもんどきやよいどき は じ さ とうじ

出土遺物については、須恵器は断面を黒塗、縄文土器・弥生土器・土師器は白抜き、陶磁器につい

ては灰色の網掛とした。

石器の表記については、次のとおりである。

府減 ←-→(問J[二コ 敵打 ト一一一寸 E三ヨ
間師匠<;:21 自然面 亡二コ 被熱仁二コ

参考文献は、第 1"'9章については第9章末 (153・154頁)に記載した。第10章については、各項

で記載した。

註は、第 1"'9章については各章末にまとめて掲載した。第10章については、各項で記載した。

遺物の番号は、各古墳(群)・遺跡ごとに l番から順に番号を付加した。
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図版18 J-第6号釣出土巡物③

図版19 J-第6号江i出土巡物④

図版20 J第6号証If出土治物⑤

図版21 J-第6号噴出土造物⑥

図版22 1. J-第118号墳(南から)

2. J第118号墳石室検出状況はじから)

図版23 1. Jー第118号墳 石室完掘状況(南から)

2. J-第118号墳石室完掘状況はじから)

図版24 1. J第118号墳 石室段構造(枢石)除去後関口部の

状況(南西から)

2. J-第118号墳石室西側壁(東から)

|玄|版25 1. J第118号墳石室段梢造(椎石)浅存状況

(北から)

2. J-第118号墳 石室段構造(程石)残存状況

(北西から)

3. J-第118号噴石室南半床面(東から)

4. Jー第118号磁 石室北半床面(東から)

5. J-第118号墳石室基底石(南から)

6. J-第118号噴出土iE物

図版26 1. 2区全景(北から)

2. J第159号墳(南から)

図版27 1. J第159号墳石室検出状況 (南から)



図版27 2. Jー第159号墳 石室上面検出状況 (南から) 図版47 I.墳丘検出状況(東から)

図版28 I. J第159号墳石室下面検出状況 (南から) 2 . 第 1~3 埋葬施設(北東か ら)

2. J-第159号墳石室下菌検出状況 はじから) 図版48 I.第 l埋葬施設(南西から)

図版29 1. J-第159号墳石室東側壁(南西から) 2.第 l埋葬施設の断面土層(南西から)

2. J第159号噴石室西側壁(南東から) 3.第2埋葬施設(南西から)

図版30 I. J第159号墳石室下面と基底石(南から) 4.第2埋葬施設(北東から)

2. J第159号墳石室基底石(南から) 図版49 1.第3埋葬施設(南西から)

図版31 1. J第159号墳石室墓墳(北から) 2.第3埋葬施設(東から)

2. J第159号墳石室屍床仕切石 (西から) 3.第3埋葬施設鉄剣・白玉出土状況(北西から)

3. J-第159号墳石室奥壁(南から) 図版50 I.第3埋葬施設(南西から)

4. Jー第159号墳 石室奥壁の裏込め①(北から) 2.出土遺物

5. J-第159号墳石室奥壁の裏込め②(東から)

6. J-第159号境石室奥壁下部(西から) 【第7章鵜無ヶ淵・間門古墳群1
図版32 1. J-第159号境 石室段構造(権石)と閉釜石(北カ〉ら) 図版51 I. E-第6号墳石室検出状況(南東から)

2. J第159号墳 石室段構造(権石)と閉塞石(東から) 2. E-第6号墳石室北隅の磁込め(北西から)

3. J-第159号墳石室段構造(権石)の上部裏込め 3. E-第6号墳 石室北隅の袈込め(上部石材除去後，

(東から) 北東から)

4. J-第159号噴 石室段構造(権石)残存状況(北から) 図版52 1. E-第6号横石室内遺物出土状況(南東から)

5. J-第159号墳 石室段構造(権石)下部の上面と墓道 2. E-第6号境 石室基底石および疲込め残存状況

(南から) (南東から)

6. J第159号墳 石室段構造(権石)の基底石・墓境 3. E第6号墳石室基底石(南東から)

と墓道(西から) 4. E第6号墳出土遺物①

図版33 1. J第159号噴石室北半人骨等出土状況(南から) 図版53 E-第6号墳出土遺物②

2. J第159号墳 石室北半南西部人骨等出土状況(東から)

3. J-第159号墳 石室北半南縁部耳環出土状況(北から) 【第8章不動棚遺跡】

図版34 I. J第159号墳 石室奥壁・屍床仕切石と南半人骨 図版54 1.調査区東半部(南西から)

および漬物出土状況(南から) 2.調査区西半部(南から)

2. J-第159号墳 石室北半北西部土器出土状況(北から) 図版55 I.調査区西部(K28・29グリッド付近)遺物集中(南から)

3. Jー第159号墳、石室南半北西部玉類・万子出土状況 2.調査区東部(日lグリッ ド付近)遺物集中(南東から)

(北から) 図版56 I.磯群01(南から)

図版35 I. J第159号墳 石室南半北西部人骨出土状況(南から) 2. SK02・03(南から)

2. J第159号墳 石室南半東部副葬品出土状況(西から) 3.調査以前の発見逃物(個人所蔵)

図版36 I. J第159号墳 石室南半北東部土器出土状況(西から) 4.出土遺物①(縄文土器)

2. J第159号墳 石室南半南西部土穏出土状況(東から) 図版57 出土遺物②(縄文土器)

3. J-第159号墳石室内副葬品出土状況(南から) 図版58 出土遺物③(縄文土器)

図版37 J-第159号墳出土遺物① 図版59 出土遺物④(縄文土器，古墳時代以降の遺物)

図版38 J-第159号墳出土遺物② 図版60 出土遺物⑤(石器)

図版39 J第159号墳出土造物③

図版40 J-第159号境出土遺物④ 【第9章松坂遺跡1
図版41Jー第159号墳出土遺物⑤ 図版61 I. 2区北西半部(南東から)

図版42 Jー第159号墳出土遺物⑥ 2. 2区北西部(北東から)

図版43 J-第159号噴出土遺物⑦ 図版62 I.縄文土器出土状況(遺物番号 Iの下半)

図版44 Jー第159号墳出土遺物⑧ 2.縄文土器出土状況(遺物番号8) 

図版45 I. J-第159号墳出土遺物@ 3. SKOl炭化材検出状況は防当ら)

2.古墳以外の出土遺物 4. SKOI (北から)

5. SK02炭化材・焼土検出状況(南から)

I第6章間門松沢第 1号墳1 6. SK03 (南から)

図版46 1.調査前の古境(北西から) 図版63 出土遺物①(縄文土器)

2.墳丘検出状況(調査区全祭) (南東から) 図版64 出土遺物②(縄文土器，石総)

XlV 



第 l章調査に至る経緯

東名高速道路は昭和44年の開通以来、日本の大動脈として大きな役割を果たしている。しかし、経済

発展に伴って交通量が激増し混雑が激しくなり、高速性・定時性を伴う交通需要に対応することが困難

になると予想されるようになった。この問題に対する抜本対策として第二東名高速道路が計画された。

このうち静岡県内においては、東西に貫く形で、延長約170kmの路線が策定された。

この計画に伴い、静岡県教育委員会は日本道路公団から埋蔵文佑財分布調査の手続きの依頼、埋蔵文

化財包蔵地の所在の有無についての照会を受けた。埋蔵文化財の所在の有無についての解答は、関係市

町村教育委員会へ照会した結果を基に協議し、静岡県教育委員会が取りまとめて行った。調査対象とな

る地点は、周知の埋蔵文化財包蔵地を中心に県内130箇所以上に及ぶこととなった。

その後、日本道路公団に第二東名建設の施行命令が出きれたことに伴って、日本道路公団、静岡県土

木部、静岡県教育委員会が埋蔵文化財調査の進め方等について協議した。また、発掘調査の実施につい

ては、日本道路公団が財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所(以下，財団法人を除いて記す)へ委託す

ることが確認された。平成8年度には埋蔵文化財調査の実施が具体化し、日本道路公団静岡建設局と静

岡県教育委員会は、第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財の取り扱いについての確認書を締結した。さら

に、 静岡県埋蔵文化財調査研究所を加えた三者は、第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査実施方

法等を定めた協定書を締結した。この年度から、静岡県における第二東名建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査が始まっている。なお、平成17年度の日本道路公団の民営化に伴って、日本道路公団静岡建設局によ

る埋蔵文他財発掘調査の委託は、中日本高速道路株式会社東京支社に引き継がれている。

と記したように富士市域においても調査が開始された。富士市域には、延長13.5Iαlの路線およびその

建設のための工事用道路が計画されており、本線部分22地点、工事用道路28地点の計50地点、の確認調査

を実施した(一部の工事用道路は本線部分と同時に実施)。調査の結果、 50地点のうちで12の遺跡の存

在が認められた。この結果にもとづいて、 各遺跡の発掘調査を順次実施する こととなった。確認調査と

現地調査、整理作業、報告書刊行作業は、静岡県教育委員会の指導のもと、静岡県埋蔵文化財ー調査研究

所が実施した。なお、上記の経緯の詳細や確認調査の内容については、既に報告している (静岡埋文研

2010)。

富士市内では多くの遺跡の存在が想定されていたが、確認調査により、遺跡は予想以上に破壊が進ん

でおり、既に失われた遺跡が多いことが判明した。 50地点の うち、遺跡が確認された場所は、 12遺跡

(矢川上C遺跡，船津古墳群，古木戸A遺跡，古木戸B遺跡，天ヶ沢東遺跡，平椎遺跡・平椎古墳群フ

富士岡中里遺跡，須樟古墳群，間門松沢第 l号墳，鵜無ヶ測・間門古墳群，不動棚遺跡，松坂遺跡)で

あり、矢川上遺跡(静岡埋文研2009) と古木戸A遺跡、古木戸B遺跡、天ヶ沢東遺跡(静岡埋文研

20IOb)、平椎遺跡・平椎古墳群、富土問中里遺跡(静岡埋文研2010c)についてはすでに報告済で、本

報告が富士工区のうち富士市内の遺跡調査報告書の第4冊目であり、富士市の最終報告書である。

参考文献

参考文献については、第9章末(153・154頁)に記載した。そちらを参照願いたい。



第 2章調査の方法と経過

1.調査の方法

( 1 )確認調査の方法

確認調査は、これまでの分布調査により遺跡や古墳の存在が想定される箇所を中心に、 50箇所を設定

し、順次踏査を行った上で、遺跡が想定される箇所すべてに対し、試掘・確認調査を実施した。

調査は基本的に重機を用いて表土除去を行った上で、人力にて遺構の精査を行うが、一部の地点や古

墳については人力にて表土除去から実施した。確認調査後、測量機器 (トータルステーション等，以下，

T S)で試掘溝や試掘坑の測量・写真撮影を行い、埋め戻した。

(2 )本発掘調査の方法

本発掘調査は、確認調査の結果、遺跡の存在が確定した地点に対し、下記の方法で実施した。

古墳 古墳周囲の表土除去は基本的に重機で行い、墳丘埋葬施設や周溝については人力で掘削した。

表土除去後、墳丘盛土、周溝、埋葬施設の検出を行い、順次遺構の掘削を行なった。検出状況や遺物出

土状況、埋葬施設の実測・写真撮影を行い、遺構を掘削した段階で、全体の写真撮影や測量を行った。こ

の後、石室については解体調査を行い、補足の記録や写真撮影を行った。また、石室内の土砂について

は、飾がけを行い、玉類等の微細な遺物の取り残しのないよ うに留意した。

遺跡 表土は基本的に重機で掘削し、包含層がある場合には人力にて掘り下げた。確認調査で把握さ

れた文化層(面)ごとに人力にて精査し、遺構検出を行った。つづいて検出できた遺構から順次遺構の

重複関係を見極めながら掘削を行い、遺物出土状況図や遺構の実測図を作成するとともに、写真撮影を

行った。縄文時代や旧石器時代の遺物についてはTSを用いて出土位置、高さを記録しながら取り上げ

た。

なお、遺跡全体の写真撮影は、ラジコンヘリコプターで中判カメラ (6x4. 5インチ，ポジフィル

ム・白黒ネガフィルム)を用いて行い、個別写真については、 中判カメラ (6x 7インチ，白黒ネガ

フィルム)、小型カメラ (35mm. ポジフィルム，カラーネガフィルム，白黒ネガフィルム)を用いて撮

影した。

(3 )資料整理・報告書作成の方法

基礎整理は出土した遺物の台帳作成、洗浄・注記作業を実施し、次の資料整理に備えた。資料整理~

報告書刊行までの作業は、静岡県教育委員会通知『静岡県埋蔵文化財発掘調査の作業標準・積算基準』

に基づき実施した。

基礎整理 土器・玉類については取上げ後、台帳を作成し、造物を傷っけないように慎重に洗浄・注

記し、整理作業に備えた。金属製品については、現地にて劣化遅延処置を実施後、取り上げを行い、台

帳作成し、保存処理に備えた。

記録類は現地で実測した図面の整合性を合わせるとともに、台帳を作成した。

整理作業・報告書刊行作業 出土品の分類、仕分け、接合、復原を行うとともに、復原が終了した遺

物から順次実測を行い、版組を行った後で トレースした。また、実測が終了したものから写真撮影を

行った。金属製品は、保存処理 (クリ ーニング)を行った後で実測、版組、トレース、観察表の作成を

行うとともに、写真撮影を実施した。写真撮影にあたっては、中判カメラ (6x 7インチ，白黒ネガ

2 



l 調査の方法

フィ ルム，ポジフィルム)で撮影し、集合写真については大判カメラ (4x 5インチ，白黒ネガフィル

ム，ポジフ ィルム)を用いた。

記録類は図面整理を行い、古墳・遺構ごとに版組し、トレースを行った。

これらが終了 した段階で、文章の執筆、編集、構成を行い、本書を刊行した。

また、調査資料 (記録類)および出土品の静岡県教育委員会への移管に向けて、収納作業を行った。

(4 )保存処理の方法

出土した金属製品は、現地調査終了後断続的に当研究所保存処理室においてクリーニング・保存処理

を実施した。保存処理は、処理前記録の作成後、 X線写真撮影、土砂・錆を除去し、 脱塩処理を行った。

脱塩処理後劣化防止のための保存処理を実施した。すべてが終了した段階で処理後の記録を作成した。

2 .確認調査および本発掘調査の体制

確認調査および本発掘調査の体制については、第二東名富士工区として調査体制を組んで、実施した

(第 l表)。

第 1表確認調査および本発掘調査の体制

目現 名 平成10年度 平成H年J.lt 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年皮

所 良 斎Iぬ忠 斎脱忠 斎Kj~ 忠 斎藤忠 斎K~~ 忠 (，fKj~ ~~， 

制| 所長 山下 晃 山下晃 山 下 児 飯間英夫 飯間英夫

ト一一一
常務辺市l'

伊藤友雄 伊除友雄 伊iili友雄 粂111徳司会 粂川Mi~') 粂回総!:平
線総務部長

次 長 鎌田英巳

総務部
総務~良 杉本敏雄 杉本敏雄 杉本敏jj( 本杉II(~- 本杉11/1- 鎌旧必巴

経即時1"ll-1 稲虫H~宰 稲!;i保幸 稲君主保幸 稲必保幸l会 船主if:地帯 稲~~保主幹

2総務1¥ 
担 総務係只 田中雅代 国rl'~世代 庄Irl ，!jf1t~ 山本広子 山本広子 山本広子

会，tI係 l~ 杉岡 ~I' 大61'~二 大紛 l官 大~J 1n 大前 J):S 野1;~I~'目1記

当 I~J 主任 鈴木秀幸 鈴木秀章

J.: 鈴木秀幸 鈴木秋開 鈴木秋'!____j

部 長 石信英夫 佐必述雄 向日出捌t 杭:ti~述jjI 111本界平 111本71.1"'

次 I是 佐野]i.十三 佐野百十三 及川司
栗野克己 車l野貞口 取里子克己

及川 II'J '1'舵(市夫 '1'証JW夫

相当:l!I!長 羽二生保1 及川 riJ 及川 司 及川 lij '1'虻H郁夫 '1'柾J{師夫

工区主任 鈴木民，E 鈴木五!~~r.: 鈴木w字 鈴木J.~，V}: t1i:ιmUI! liI)柾j秀直4

制s査体lt l 

佐野糾iJ; 佐野料iJ; 佐野的iJ; 仙野梨!多耳4 i::i!JIf砲事，果 1:'~!JIf記!多県

石田勉 'll月由'k子 河野総多梨 三井文洋

?m巾f主ず m又f{(人 (;i聞*=
稲厄1四二 111本語拠

小川llt子 田村白太郎

T1先制;EHI T I 
正記本俊明 川野組事，泉

百!田Itl良子 山崎宏明

In又jH人

3問査1 l 
油資研究日

武問覧生
(湖査w

大谷宏治

丸杉俊 -ml

可山r町銅z ‘，r::t; 

木崎泊l沼

田村隆太郎

日野犯多m
山本ffi~l;

慌主E理主久

保存 2巨 fを i'G~Cl太加ー i!.GICl太加ー 西I~太加ー

処理 主任澗笠研究員 F可足太1切f 西尾).，加工

実施干l勾手

!iii認別fJ. 町民:rz剥立 &'H総別1'1 自証認t制f.E 首iiZZ別査 町民認剥Jt.

本j，'s':f. 本調干E 本調rl. 4>:，剖1'i 4>:J附t ii料f.lJ')!

~'1P開業如何，:Hn，t" í;í十工院全体を土.-t~~として実施

3 



耳12m 間査の方法と経過

3.確認調査および本発掘調査の経過

本書で報告する遺跡は船津L-第171号墳、須津古墳群ほか6遺跡にわたり、 No.45・52地点では、同じ

地点であっても時期をあけて別々の遺跡や古墳の確認調査、本発掘調査を行っていることから、各遺跡

の調査の経過については、第4章以降各遺跡の報告で詳述する。

ここでは、本書で報告する遺跡の調査年次等を記載するに留める(第2・3表)。本書で報告する遺

跡については主に平成10'"'-'13年度に確認調査および本発掘調査を実施した。

なお、関門松沢第 I号墳や不動棚遺跡、などは確認調査段階で本発掘調査対象面積が狭小で、あると判明

したため、静岡県教育委員会文化課(当時)、日本道路公団静岡建設局(当時)と協議の上、確認調査

を継続し、本発掘調査を実施した。

第2表確認調査の経過

平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度
地点名 遺跡名

自 7 B 9 1 10 11 12 10 11 12 1 1 2 3 8 9 1 10 11 1 12 9 1 !O 11 

39 
船tllL

第171-l}噴

須市J第6・

45 118・

159号境

画白無ヶ前:1.rJJFう
岡田園一E 第6号唆

52 
的j門松沢

第 l号漬

「ト
ト一一

不動棚遺跡 』ー一
53 松坂遺跡 』ー』ー

第3表本発掘調査の経過

|側査面積 10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度
地点 遺跡名

6ゴ? 11 1 12 1 1 
備考

(rri)/月 ヲー 3 4 8 9 1 10 2 3 4 516 7 8 9 1 10 11 9 1 10 11 

船ì~L-
39 

第171号噴
300 同ー』ー 本開査 IWI

須司lJ第6・ 300 』ー同ー 本副査 I却l

45 118・

159号ttt 600 同ーー一 本開査H期

」ー

純無ヶ淵・間門
256 一一 本側査 IWI

E-第6号境

52 
IIU門松沢

1，200 
確認捌査

第 l号境 その l

[|て|一|一
穣認調査

その2

53 公坂遺跡 l 削 l 礁偲鋼査

※ l 備考綱に確認調査とあるものは、対象面積が狭小なため、確認調査に継続して本発銅嗣査を実施したものであるa
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4.資料整理および報告書作成の体制

資料整理および報告書作成は、下記の体制で実施した (第 3表)。

第4表 資料整理および報告書作成の体制

験名 一一一一一一一一一 年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

所 型k 斎藤忠 斎藤 忠 斎強 E官、 斎政忠 清水哲 天野忍 石田彰

刷所長 飯田英夫

常務理事 清水哲 清水哲 天野忍 石田彰

fl務局長 清水省

大場正夫
大喝正夫

松村亨

(事務局)次長
佐野五十三

及川 司
及川 司

松村事
及川司

稲葉保幸
稲葉保幸

稲葉保幸 中鉢賢治

ト一一一一
常務理事

平松公夫 平松公夫 平松公夫
衆総務部長

次災 鎌田英巳 鈴木大二郎 鈴木大二郎

総4部5 

総務軍~長 鎌田英巳 鈴木大二郎 鈴木大二郎 大場正夫 大喝正夫 松村亨 松村亨

専門監 稲;;:;保幸

総務由!

者1鍛担当 中鉢京子

;f.J 担
経理E専門.1 稲m保ヰ 稲主主保幸

戸川英奈子 I P)II!X!奈子総務係長 p川!X!奈子 戸川英京子 山内小百合 山内小百合 悩みやこ

i't "i 
会jl係良 野山内紀 野!:M:I，紀 杉山和枝 杉山和枝 杉山和枝 杉山和校 杉山和伎

l訓主任 '1'鉢}j(子 '1'鉢以子 '1'鉢)j{子
H> 

:11) Jl 山本}I-'r' 石川ぷ久 hlllぷ久

~~ff!)i.tJ 明!lff)記己
佐野冗トミ

ij，IJ 次 j占 及川 liJ 
'1'自(J!uU-， 11'(Hili).、

~n I~良保 Iド
ー

IW':i忠良 '1'柾Jf出火 oJ'Kjf耐え 比川 IIJ 及川 ，，1 及川 ，，) &111 ，;j '1'鉢賢治

'~~~係以 品目~'.とI'，l ・ド 稲古3白~4会

ー!凶セ相当 '1'鉢，;([- 品目 r~'ifÆ~ 'r: 
稲見t仇!や

'1'鉢;;(イ '1'鉢，;(7
rl'鉢;;([. 

1ft、'i係長
liíj虹b~世 中i*'ftifi oJ4-1'iiit， 巾鉢賢治

省本 t， 
~ヨ1E l 

'1'鉢賢治 f!1:JJ;f千i"H t白叫l千百子 i1f;h;(千j_"_(子
ー一一一一--

T-l":l:任 )珂旺}n世l liijKJ秀世、
f哩原n向l

間砂倶 | 川野位争以 日目fW多栄 矢!;~ - 凹村凶太郎 岩本t! 大谷宏i台

調j'fi研究日 ('l'n~w h¥:III修一 矢j:』ー 鍛1m正平 柴IU~~平

14野誕l争集

保侮 室長 内出太加l 同r6太1m-__: 回)(¥太加二 内)6太1mニ 西泌太加二 丙j百太加二 内Lrl太)111ニ
一一一一処fl! ふl在li 大.j~M~ì宏 大森1:1宏 大蒜1:3宏 大~M;J宏

Z胞l勾E 
H料f，¥Pll 託料髭flll 資料f~H!H fi料監理 武料!fJ'I! 主主料口組1 m H:lFj! 

t，fll!li':¥'! 骨H~'~r作成
;. ;(土工r>('w-J:地l旦全体を対設として革!ñ~
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第 27戸 闘貨の方払ーと経過

5.資料整理の経過

資料整理は、現地の本発掘調査が終了後、 富士

工区内の他の遺跡と並行して行ったため、 ここでで、

は本書で

て記録する。

( 1 )基礎整理作業

基礎整理作業は富士工区の現地における確認調

査 ・本発掘調査とともに断続的に実施した。現地

で出土した遺物の台帳作成、洗浄・注記作業を行

うとともに、記録類の台帳作成を行った。

( 2 )資料整理 ・報告書刊行作業

資料整理のうち、 土器の接合 ・復原については

基礎整理作業と並行して行うとともに、 富士工区

全体が資料整理に移行した平成15'"'-'20年度に断続

的に実施した。

接合 ・復原以外の本格的な資料強理は平成20年

度に実施 した。平成20年4月 l日から遺構図の編

集 ・版下作成、 トレース、 遺物の実測、 拓本の採

取、 版下作成 ・トレース、観察表の作成な どを

行った。 また、NO.52地点(不動棚遺跡)、NO.53

地点(松坂遺跡)の調査区配置図や遺物の出土状

況図については株式会社シン技術コンサルに委託

して作成した。資料整理の一部の作業を残して平

成20年度の作業は平成21年 l月31日にー且休止し

た。

その後、平成22年 5月l日に再開し、 調査地点

や周辺泣跡地図の作成、記録類 ・出土品の版 F作

成 ・トレースのほか報告押の執筆、編集、校正作

業を行い、11月30日に報告昔刊行した。

また、報告書の作成と併せて、静岡県教育委員

会へ移管するための収納作業を行い、報告書刊行

後、 移管 した。

6.保存処理の経過

保存処理は、現地の本発掘調査が終了後、富士

工区内の他の遺跡と並行して行ったため、 ここで

は本書で報告する 6遺跡の保存整理.の経過につい

て記録する。

保存処理作業は、平成19年度 (平成19年 9月l

写真1 土器接合作業

写真 2 土器復原作業

写真 3 記録類図面整理作業

写真4 記録類版下作成作業



5 資料豊臣哩の紐過

日~平成20年 l月31日)、平成20年度 (平成20年4月""'7月31日)、平成21年度(平成21年11月 l日""'12 

月31日)、22年度(平成22年 8月 l日""'9月30日)に平椎古墳群(第 2号墳)の金属製品とともに船津

L-第171号墳、須津古墳群、鵜無ヶ淵・間門E←第 6号墳、間門松沢第 l号墳出土の金属製品について、

当研究所保存処理室が実施した。

作業は処理前状況記録の作成を行った後、 X線写真を撮影した。この写真を参考にしながら土砂およ

び錆を除去し、脱塩処理を行った。脱塩処理後保存処理を実施した。それが終了した段階で、処理後の

記録を作成し、保存処理を終了した。

写真 5 記録類トレース作業 写真 8 遺物写真撮影

ー'
a 

'"' 

写真 6 出土品実測作業 写真 9 報告書編集

写真 7 出土品トレース作業 写真10 保存処理作業

7 



第 3章 遺跡の位置と環境

第 l節地理的環境

1.地理的位置

富士市は、 北緯35度00分、東経138度44分付近の静岡県東部に位置する。総面積は約214.10krri(発掘

調査当時，旧富士市域)であったが、富士川町と市町村合併し、総面積は245.025krriとなり、周辺の市

町の中では広い面積を有する(第2図)。北側は富士宮市、西側は静岡市、東側は沼津市と接するつ

2.地理的環境
あしたかさんろ〈

富士市は北側に富士山・愛舵山麓、その南側の平地・低地をもち、南は駿河湾に面する、海と山をも

っ自然豊かな場所である。

富士市は北側に国指定名勝で標高3，776mの高さ日本一を誇る雄大な富士山と、その南東側に愛鷹山

がそびえたつ。その裾野は緩やかな緩斜面となり、その両火山が流出させた溶岩流の合聞を縫うように
うるいがわ でんぽうさわがわ あかぶちがわ ずどがわ はるやまがわ

潤井川、伝法沢川、赤淵川、須津川、春山川などいくつもの河川が開析する。この溶岩流と各河川の開

析により富士山・愛照山麓は熊手状に尾根が伸びる地形が広がる。南の太平洋側には現在は沖積平野が
うきしまぬ主

広がるが、元々は浮島沼とよばれたラグーンで、あり、『百人一首』にある山部赤人の短歌「田子の浦に

うち出てみれば白妙の富士の高嶺に雪は降りつつ」で著名な因子ノ浦が形成されている。現在は富士市

南東部の小さな内湾となっているが、古くは現在の倍以上の面積があったと考え られる。 i閏井川、伝法

沢川など主要な河川は合流しながら最終的にこの田子ノ浦に流れ込んでいる。外洋である駿河湾から内

湾の因子ノ浦を経て各河川を遡ればある程度内陸部まで進むことができたと考えられ、人々の生活に

とって、これらの河川と田子ノ浦は交通、食糧生産にとって非常に重要な意味をもっていた。この浮島
たごのうらさ J..、

沼の南側の駿河湾沿いには因子浦砂丘が形成され、東海道線や国道 l号線バイパスな ど主要幹線が通過

している。

J 

:旦8

1 船津占h菌群 3 不動棚遺跡

2 il'ii'lt古墳群 間F'JE-;官6号境

間門怯沢市1号lJI

4 tま板遺跡。 (1: 2， 500， 000) 100km 

第 2図 富士市の位置と船津古墳群・須津古境群ほかの位置
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第 11町地理的環境

。 (1 : 200， 000) 10km 

第3図 船津古蹟群・須津古墳群ほかの位置(liif+lI!!l'l脱 '1'-成10'1'9月!日発行 l・2∞，側削う1¥11'/i!tf<'IJに川市)

3 .地質の様相

富士山は富士山の土台となる小御岳火山が愛廊山や箱根火山(箱根外輪山)とともに約40万年から火

山活動を開始した。約40万年前から約17万年前の活動で北側の火口から主に玄武岩質の溶岩を流出させ、

山腹に降下した噴出物は大量の凝灰角磯岩を生成した。約17万年前からは、主な火山活動の場所が南東

側へ移り、噴出物は安山岩質のもので占められ、流れ下った溶岩流は沼津市方面に扇状のなだらかな丘

陵地を形成した。約8万年前以前に小御岳火山の山腹に火口を開けた古富士火山はそのl噴出物で小御岳

火山を覆い尽くし、標高は2，700mに達したとされる。その後、約 l万5千年前以前に古富士火山の火

口に火道を聞いた新富士火山は大小の噴火活動を繰り返し、その噴出物により古富士火山を覆い尽く し

た。有史時代に入ってからも引き続き活動し、現在私たちが目にする標高3，776mの美しい円錐形の山

体を形成した(第4図，第5表)。

新富士火山は大量の玄武岩質岩板溶岩を主とする溶岩流を連続して発生させ、現在の富士山麓を形成

する。大淵溶岩流および、曽比奈溶岩流は新富士火山活動初期の大規模溶岩流で、裾野に広く溶岩原を形成

して いる。この溶岩原は富士市域では、大淵溶岩流により形成されたのが赤淵川・ 福間川問、曽比奈溶

岩流は赤淵川・伝法沢川聞に形成されている。この溶岩流によって形成された溶岩原は大小規模の河川

によって開析され、富士山・ 愛鷹山麓の丘陵地を隔てている。この中の河川の一つである富士市中央部

を南流する赤淵川が富士山麓と愛鷹山麓の境界である。

約10万年前に火山活動を終えた愛鷹山は浸食にさらされるとともに、約 3万5千年前~約 l万 l千年

前の古富士火山と新富士火山の活動によって愛鷹上部ローム層が堆積した。上部ローム層は、風化の進

んだ腐植質土壌とされる黒色帯と、激しい噴火で短時間に堆積したスコリア層が交互に折り重なる。こ

9 



第 3章遺跡の位悩と環境

富士市の地質図(富士市教委2001などより引用)第4図

富士火山町置

し」
匪週
仁コ

!f lIIIl圃 OM 大，眉丸腕輔

主1~H'O ・臼塚曙浴置

理lITmI ~ot 小吏州帥

_...r ~N\ a*ラ ン ド 糊 溝

型1[二コ"'5酉臼・理・濯

き|陸軍司 G ガラ刈糊壇

匡国 h 揖予辻理由恵

~MO" 元村山連糊V

巳己川V 耐山壇.，.'"

W Kan 神醐舗法

区~O< 大糊蜘

塵盟 買問4同調噌帽柚曙

旧l血圃 H 入山調書治湾

望I~'m附 刊輔副
主|EEEtmH刊制連1I

霊盟'm'刊輔濯I

EヨFOb2王聞扇柚輔帽

医週 FOO，"'II!.~埠増刷曙
騒塁富 山 ' 時 制 連 日

B501 肘来週帥I

E園 帥 鳩溜嶋

君喜flIT3ヨ QLrm措土問
雅士、 閉台市

也2逗ヨ 高位置丘レキー

区羽 低価丘レキ咽

医盟 貫戸内咽

匡盟 組聖山蛸制治

の愛鷹ローム層で人為の痕跡が確認されてお

り、日本でも有数の旧石器時代の遺跡が集中

する地域として著名となった。

富士山・愛鷹山の噴出した溶岩の質の違い

が後世の人間活動に影響を及ぼし、また、富

士山 ・愛鷹山の溶岩流により形成された溶岩

が横穴式石室に利用されるなど、富士山・愛

鷹山は旧石器時代~現代まで私たちの生活に

影響を与え続けている。(大谷)

(第4図対応)
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第2節歴史的環境

1.旧石器時代(第5・6図，第6表)
いわたぽら あしたかはこね

静岡県内の旧石器時代の遺跡は、県西部の磐田原台地、県東部の愛鷹・箱根周辺地域の二箇所に集中
やすみば

しており、愛鷹山では1964年の沼津市休場遺跡の発掘調査以降、沼津市や長泉町において数多くの遺跡
なんせいろく

が確認されるようになった。愛鷹山南西麓を市域に含むにもかかわらず、富士市内の旧石器時代の遺跡
てんまざわ

は極めて少なく、遺物の多くは表面採取によって得られていた。富士山南麓では天間沢遺跡 (11)でナ

イフ形石器等か、採取されたとの記述がみられるが詳細は不明である。また、愛鷹山南西麓ではナイフ形
みねやま じん がさわ やがわうえシー

石器や小型石刃等が採取された峰山遺跡 (86)、陣ヶ沢A.B遺跡(165・166)、矢川上C遺跡(第二東

名NO.39-2地点， 169)が知られていた。過去において旧石器時代と思われる遺物が出土した遺跡として

語総長遺跡(16)などが挙げられる。また、第二東名建設事業に伴い、第二東名NO.44地点の答未声玄
ふる 曹 どピー あまがさわひがし れきfん

遺跡 (136)・古木戸B遺跡(137)・天ヶ沢東遺跡 (135)で石器ブロック・磯群が確認され、ナイフ形
さいせきじん

石器・細石刃等が出土している。さ らに、矢川上C遺跡では、多数の石器ブロックや磯群が確認され、

ナイフ形石器や角錐形石器などが確認されている。 (柴田・大谷)

2 .縄文時代(第5・6図，第6表)
いわもとやま

縄文時代の遺跡は愛鷹山南西麓、富士山南麓、岩本山丘陵に分布している。草創期の遺跡は検出され
おしがたもん かやまかそう

ていない。早期は、富士山南麓に押型文や茅山下層式土器が出土したジンゲン沢遺跡(10)、押型文や
た ど しき まんの らくじようたいあっこんもん

田戸式土器が出土した万野遺跡(1 )などがある。愛鷹山南西麓には押型文土器や絡条帯圧痕文土器が

出土した陣ヶ沢A.B遺跡(165・166)、押型文土器が出土した矢川上A.B遺跡(167・168)、峰山遣
はなかわど

跡 (86)などがある。前期は遺跡数が少ないが、 花川戸遺跡(104)、天間沢遺跡(11)などでは木島式

土器が確認されており、時代幅の長い複合遺跡で当該期の資料が挙げられる。中期は遺跡数が多く、規

模も大きくなる。天間沢遺跡は縄文時代から語審時代まで、続く議各局iで、あり、長宍逼弱.世若盆屠.

土坑が確認され、勝坂式・曽利式・加曽利E式土器が出土した。後期は遺跡数が減少し、規模も小さく

なる。宇東川遺跡 (70)は柄鏡形敷石住居を含む竪穴建物・土坑が確認され、中期後半から後期の曽利

N式~堀之内 l式土器が出土した。中島遺跡 (69) は、配石遺構が確認され、称名寺式・ 堀之内式・加

曽利B式土器が出土した。赫夜姫遺跡 (97:では、堀之内式の在日土器が出土 した。また、当研究所が
かぐやひめ

第二東名関連で調査した本語描遺跡 (88)、在成、遺跡(173)では遺構はほとんど確認できないが、堀之
註Ivlんでん

内式土器の良好な資料が出土した。晩期は、三新田遺跡(117)で土器片が出土している。

(柴田・大谷)

3 .弥生時代(第5・6図，第6表)

弥生時代の遺跡は、湿地や低湿地に面する丘陵先端部に位置する遺跡が多い。富士市内では前期の遺

跡は確認されておらず、富士市域の弥生時代の遺跡は、中期の沖田遺跡 (60)、後期の平椎遺跡(138)、
ω白いやま は主も り みやそ'え まと 1I

向山遺跡(106)、花守遺跡(115)、宮添遺跡(130)、的場遺跡(152)によって代表される。沖田遺跡
おおあし

は、弥生時代から古墳時代に至る複合遺跡であり、中・後期の弥生土器に加えて大量の矢板や大足・杵

などの木製品が出土した。 宮添遺跡は弥生時代後期末~古墳時代初頭の集落で、多数の竪穴建物が確認

された。平椎遺跡と同ーの尾根の先端に形成されているが、盛行時期が異なっており、この関係を調査

することで、弥生時代の集団の移動や盛衰について明らかにすることができる可能性がある。的場遺跡で

は、弥生時代後期~古墳時代前期に亘る竪穴建物が確認され、弥生土器・石器が出土している。

11 
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第5図 書士市の主要遺跡分布図①
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第6図 富士市の主要遺跡分布図②
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第3il!遺跡の位訟と環境

第 6表富士市の主要遺跡地名表

万野遺跡 38 東平遺跡 74 iJ土啄遺跡 103祢宜ノ前遺跡 141 船主者古漬群

2 上井奈古績鮮 39 出口遺跡 75 今井中世五輪塔群 104花川戸遺跡 (船津 l古漬群)

3 上井奈遺跡 40 滝下遺跡 76 天の香久山燈跡 105 s土問古境群 142久保ノ上A遺跡

4 羽iI::1平遺跡 41 伝法B古墳群 77 滞添遺跡 (臼土岡2古境群) 143江尾遺跡

5 奥の原A遺跡 (伝法3古墳群) 78 三度蒔A遺跡 106向山遺跡 144久保ノ上B遺跡

6 奥の原B遺跡 42 国久保遺跡 79 寺下遺跡 107前の原遺跡 145 コーカ ン畑遺跡

7 鎌研古股群 43 三日市廃寺 80 三度時B遺跡 108中尾沢遺跡 146二ッ塚遺跡

8 念信因遺跡 44 村添遺跡 81 神戸古墳群 109中里古積群 147船津古墳鮮

9 川坂遺跡 45 落合遺跡 (神戸4古tnl斤) (中里 l古墳群) (船主旨2古漬群)

10 ジンゲン沢遺跡 46 井倉遺跡 82 神戸古股群 110 (白土岡)丸山遺跡 148長四郎遺跡

11 天11日沢遺跡 47 片倉古積群 (神戸3古墳群)、 111天神川城跡 149愛鷹遺跡

12 天間代山遺跡 (片倉3古墳群) 開門E-第3号墳 112中里古墳群 150竹ヶ沢遺跡

13 消水久保遺跡 48 八ヶ盆古墳群 83 神戸石坂遺跡 (中里 2古墳群) 151船津古撹群

14 林泉等生5跡 49 荻ノ原古境群 84 鵜無ヶ淵遺跡 113天念寺遺跡 (船津3古境群)

15 入山瀬城跡 50 石坂古墳群 85 飽箆遺跡 114児森遺跡 -船主哲薬師療古墳

16 高徳坊遺跡 (石坂2古墳群) 86 峰山遺跡 115花守遺跡 152的場遺跡

17 I屯戸原古墳鮮 51 石坂古墳群 87 爽城跡 116行僧遺跡 153大道上遺跡

[8 :c:t井遺跡 (石坂3古墳群) 88 繍無ヶ淵・閉門古墳群 117三新田遺跡 154上の段遺跡

19 沢東A遺跡 52 桑原遺跡 -関門松沢第 1号墳 118椎木平遺跡 155 船主幹遺跡

20 沢東B遺跡 53 石坂古境群 -不動棚遺跡 119中里古墳群 156 (境)丸山遺跡

21 水戸島遺跡 (石坂10古墳群) 89 石井遺跡 (中里3古墳鮮〉 157野多場遺跡

22 厚原遺跡 54 舟久保遺跡 90 桑崎遺跡 120琴平古境 158船津古墳群

23 厚原横道下遺跡 55 擦文字古墳群 91 滝川古墳群 121 大塚道東遺跡 (船津4古墳群)

-綴道下古漬群 56 ~i!J寺城跡 (沌川 2古墳群) 122中里古績群 159船津古墳群

24 湖上遺跡・ 57 和田町遺跡 92 斉藤上遺跡 (中里4古君主群) (船長担5古墳群)

湖上古.1ft群 58 新吉原宿遺跡 93 滝川古漬幹 123須;宰 (神谷)古墳群 160春山遺跡

25 中桁遺跡 59 中吉原宿遺跡 (滝川14古墳群) 124千人縁古積 161 丸宗遺跡

26 中ノ坪遺跡 60 沖田遺跡 94 比奈古墳群 125百問遺跡 162船津古蹟群

27 大石辿跡 61 因子浦港遺跡 (比奈 l古績群) 126神谷遺跡 (船津6古墳群)

28 二本松遺跡 62 一色古君主群 -東坂古理主 127地蔵畑遺跡 163 船津盲措置群

29 傘木A遺跡 (一色 2古墳群) 95 比奈古漬群 128 m川古墳鮮 (船津7古漬群)

30 $:木B遺跡 63 一色遺跡 (比奈2古噴群) 129浅間古墳 164稲荷塚古境

31 片宿遺跡 64 両山古墳群 96 比奈古草i併 130宮添遺跡 165陣ヶ沢A遺跡

32 横沢古境、 65 木の富遺跡 (比奈3古噴群) 13[柏原遺跡 166陣ヶ沢B遺跡

土手内・ 中原古.1ft群 66 実円寺西第 I号境 97 赫佼姫遺跡 132東因子浦砂丘 l古墳群 167矢川上A遺跡

(中原 l古漬群) (一色 7古墳群) 98 比奈古墳群 133庚申塚古境 168矢川上B遺跡

33 土手内・中原古墳群 67 三ッ沢遺跡 (比奈4古境群) 134山ノ神古噴 169矢川上C遺跡

(中原2古漬群) 68 水神堂遺跡 99 比奈古.tn群 135天ヶ沢東遺跡 170船津古滋群

34 中原遺跡 69 中島遺跡 (比奈 5古漬群) 136古木戸A遺跡 (fdi!t 8古墳群)

35 石坂古墳群 70 字東川遺跡 100 富士間古君主群 137古木戸B遺跡 171寺の上遺跡

(石坂5古樹群) 71 一色 ・飯森東古墳群 (富士岡 l古境群) 138平推遺跡・ 172富士問中尾遺跡

36 伝法A古境群 (一色 8古墳群) -花川戸町古境群 平椎古理主群 173松坂遺跡

(伝法 l古噴群) 72 元吉原宿泊跡 10l 下前原遺跡 139烏帽子形遺跡

37 伊勢原古境 73 砂山遺跡 i02竹の鼻遺跡 140中尾遺跡

うきしま めがづか

富士市周辺の遺跡は、沼津市に鳥形木製品や多量の石錘などが出土した浮島低湿地砂州上の雌鹿塚遺

跡、竪穴建物が確認され中 ・後期の弥生土器が出土した的場遺跡(沼津市)、愛鷹山麓の標高100"-'180m 
はちべえやしき 曹たじんめどて うえだし しぶさわ

の丘陵に群集する八兵衛屋敷遺跡、 北神馬土手遺跡、植出遺跡がある。富士宮市には中期の渋沢遺跡や
-<f!vl.うこうほうがたふんき・うぽ

前方後方形墳丘墓が検出された富士宮市丸ヶ谷戸遺跡があり、富士市域の弥生時代の様相が不明確な中

で、 隣接地域の弥生時代の遺跡の様相と比較するこ とで、弥生時代像が描けるであろう。(大谷)

4 .古墳時代 (第5・6図，第6表)
ひがしだ:~1ら さわひがL ねぎのまえ

古墳時代集落では天間沢遺跡 (11)、東平遺跡 (38)、沢東A.B遺跡(19・20)、祢宜ノ前遺跡

(103)、宮添遺跡 (130)、三新田遺跡 (117)などに代表される。祢宜ノ前遺跡、宮添遺跡では、古墳時

代前期と後期~平安時代までの竪穴建物が確認された。沢東A.B遺跡は古墳時代前期から奈良時代に
こ もちまカZたま さい し

かけての集落で竪穴建物のほか、子持勾玉など祭組関連の遺構も確認されている。 三新田遺跡は前期か

ら平安時代に亘る集落で、竪穴建物が多数確認されている。

14 



第2節歴史的環境

古墳の時期的な分布については第 7項で記述する。 (大谷)

5.奈良・平安時代(第5・6図，第6表)

奈良時代直前には集落が増加し始めるようで、宮添遺跡では 7世紀""'9世紀まで続く集落が確認され、

議付きの竪穴建物が確認されている。
ふ じ 「んカr

東平遺跡周辺では、奈良時代~平安時代の富士郡衝と想定される東平遺跡 (38) とその郡衝に伴う三
てんましろやま

日市廃寺 (43)、宇東川遺跡 (70)、舟久保遺跡 (54)、沖田遺跡 (60)、天間代山遺跡(12)、三新田遺

跡(117)、沢東A遺跡(19)が代表的な遺跡である。
すんとうがたかめ かいがたつ曹 せいすんがた

東平遺跡では、 350軒以上の竪穴建物、 72棟の掘立柱建物が確認され、駿東型費、甲斐型杯、西駿型

長胴盤、「布自J r厨」などの墨書土器、中央政府との関係を考える上で重要な鋳帯金具が出土した。こ

れらの遺構・遺物から官衛的性格の強い計画的集落の可能性が指摘されている。また、遺跡の南東部に

は多くの古瓦や 「寺」と墨書された土師器杯が出土した「三日市廃寺」が位置しており、『日本三代実

録』所載の定額寺「法照寺」と推定されている。舟久保遺跡では竪穴建物が確認され、「倉」と記載さ
ほったてばLらたてもの

れた墨書土器が出土している。宇東川遺跡では、 180軒以上の竪穴建物・ 4棟の掘立柱建物が確認され、
じようりがたけいはん なかげた

「布J r寺」などの墨書土器が出土した。沖田遺跡では、条里型畦畔・水田跡が検出された。また、中桁

遺跡 (25)では、 10世紀まで続く集落が確認され、これまで様相が不明確であった平安時代の富士市域

の様相について徐々に明らかになっていくだろう。 (柴田・大谷)

6.中世(第 5・6図，第6表)
じようかん

戦国期の城館跡では、後北条氏により築城された「河東十二塁」 の一つあるいは武田氏に由来する大
おおぶちじよう えびす じよう

淵衆との関係が考慮される大淵|城跡、後北条氏の「河東十二塁」のーっ と想定される夷城跡 (87)、応
ぜんと〈 じじよう

永24(1417)年に今川範政により河東一帯への今川支配の拠点として築城されたとされる善得寺城跡

(56)、天神川城跡、入山瀬城跡、林泉寺砦跡などが所在するが、本格的な調査が行われたことはなく 、

詳細な様相は不明で、ある。(大谷)

7.東駿河地域における古墳の分布について(第7・8図)

東駿河地域では近年(弥生時代末""')古墳時代初頭に遡る大型古墳が相次いで、確認され、日本におけ

る古墳の発生について検討する上で重要な地域となっている。最近発掘調査された沼津市辻畑古墳は弥
ぜんぽうこうほうふん てつやりてつぞ〈

生時代終末期~古墳時代初頭の70mの規模をもっ「前方後方墳」であり、 副葬品も鏡・鉄槍・鉄鍛など

が確認されている。この時期としては東日本で最大級の古墳であることが判明し、東日本への古墳の伝

播という面において日本史を語る上で重要な遺跡となるであろう。この辻畑古墳に続いて、近年の再調

査により古墳時代前期初頭の土器が出土した、奈良県箸墓古墳と同時期とされる沼津市神明塚古墳が築

造されている。このように全国的にみても古墳時代の初頭から大型の古墳が築造された地域として注目

できる。
べ L守いやま

これ以外にも古墳時代前期では、全長70mの前方後円墳で、竪穴式石榔が確認された三島市向山16号墳、
せんげん

全長93mの前方後方墳の富士市浅間古墳 (129)がある。
Gがしさか ことひら や〈しづか

古墳時代前期末~中期前半にかけては東坂古墳 (94)や琴平古墳 (120)、薬師塚古墳 (船津L-第131

号墳， 151)などが築造されるが、 古墳の築造は停滞したようで、この時期の大型墳は明確ではない。
てんしんづか

一方、古墳時代中期後半~後期の 5世紀後半""'6世紀前半には再び全長51.5mの富土市天神塚古墳(須
やまのかみ ぬまづ しねのかみ

津J-第91号墳， 123)、全長41.5mの富士市山ノ神古墳(134)、全長64mと推定される沼津市子ノ神古墳、
ながつか ぜんぼうこう λんふん きないおうけん

全長54mの沼津市長塚古墳などの前方後円墳が築造され、この時期に東駿河の集団が畿内王権との結び
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第3章 遺跡の位tllと環境

富士川

.古墳

. 古境群

。

富士川

.古墳

・ー 古墳群

。

赤淵川 桃沢JI

駿河湾

(1 : 200，000) 10km 

第 7図東駿河の主要古墳分布図①(古墳時代前期~後期前半)

駿河湾

(1 : 200， 000) 10km 

第 8図 東駿河の主要古墳分布図②(古漬時代後期後半~終末期)
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第 2節歴史的環筑

い せ づか

っきを強めたと考えられる。このほか富士市域では伊勢塚古墳 (37)などがこの時期の築造と考えられ

ているが、築造数はそれほど多くはない。

また、東駿河地域は現状では浅間古墳や向山16号墳など大型古墳が築造された地域といえども前期初

頭~後期前半に至るまで連続的に首長系譜を追える地域がないことが特徴的であり、継続的に求心的な

地域となったと考えられる地域はない。

一方、東駿河地域は、古墳時代後期後半(6世紀後半)以降、古墳が数多く築造される日本全国的に

見ても特徴的な地域となる。その埋葬施設は無袖形石室のみが確認され、日本列島全域からみた場合非

常に独自色の強い地域として注目できる (井鍋2003，木ノ内1998，志村1981・87，鈴木一有2003など)。

また、富士市中原4号墳で鍛治具が出土し、沼津市的場古墳群では鍛治工人が所有したと考えられる鉄

鐸が出土するなど、東駿河地域には鉄器生産を行う集団が存在し、彼らがこのような地域色の強い横穴

式石室を築造したと想定されている (井鍋2003，鈴木一有2003・2010)。
てら fちおしみ

この東駿河の無袖形石室は奈良県南部の葛城市寺口忍海古墳群などで確認される石室と類似している。
ぱひっせいさん

この寺口忍海古墳群の築造者集団は鍛冶技術や馬匹生産などの技術であったと想定されており、このよ

うな技術を有する集団が東駿河に移植してきて築いた可能性も想定されている(井鍋2003，鈴木ー有

2003・2010)。また、非常に多くの古墳から鉄製馬具が出土しており、この地域にはのちに牧が置かれ
吉 へいくーんだん

ることからも、騎兵軍団(岡安光彦氏は「東国舎人騎兵」と仮称する)が存在し、畿内王権の軍事的役

割を担う集団が存在したことが想定きれている(岡安1986)。

東駿河地域で横穴式石室が採用されるのは遠江や西駿河・静岡清水平野よりも一段階遅れ、富士市中
ょこぎわ

原4号墳や横沢古墳などが築造される後期後半である。 6世紀終わりごろから古墳の数が急増し、船樟
すど かみや

(L)古墳群(162・163など，註 1)、須津(神谷， J)古墳群(123)など100基を超える群集墳が築造
いしぎか

される。この他にも富士山麓に石坂(C)古墳群 (53など)、 一色 (0)古墳群 (62など)、鵜無ヶ淵・

間門 (E)古墳群 (88)、愛鷹山麓に富士岡 (F)古墳群(100・105)、比奈 (G)古墳群 (94・95な
なかぎと

ど)、増川 (1)古墳群(128)、中里 (K)古墳群(109・112など)など数多くの古墳群が奈良時代前

半まで築造される。 (大谷)

註

l 束駿河地域の古墳lltの名称は、富士川西岸の古墳から沼津市の古墳群まで通しでアルファベット番号が付加されている。こ

の名称が現在も使用されており 、今回も踏襲する。この番号付加後に新たに発見された古墳や古抜群は別名称がつけられ、ア

ルファベットは付加されていない。

参考文献

参考文献は、第9章末 (153・154頁)に掲載した。そちらを参照願いたい。
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第4章船津古墳群

第 l節船津古墳群の概要

1.船津古墳群の概要(第7表)

結晶古墳群は、量進出量の丘陵の緩斜面に位置し、吾首市両岸の河岸段丘や尾根の緩斜面を中心に分

布する。これまでの分布調査や発掘調査により、 217基以上が存在したこと が想定される。

船津古墳群は、 1988年の段階で総数202基の古墳の存在が想定され、その後の調査により、 217基まで

増加している。後述する須津古墳群と同様、富士市内で確認される最大規模の古墳群である。これ以外

にも既に失われた古墳や、墳丘が削平され、地下に埋没する古墳を含めれば250基を越える群集墳で

あった可能性が高い。

古墳の存在は古くから周知されており、前方後円墳の可能性のある第8号墳(ふくべ塚古墳)で鏡・
まるやま

大万などが、第126号墳(丸山古墳)では大万・万子・鉄鉱・金環・須恵器・土師器が、陣ヶ沢古墳で

は鏡が出土したと伝えられている。

また、これ までに調査された古墳も十数基存在しており、富士市内では比較的調査が行われ、概要が

第 7表船津古墳群の主要古墳および調査された古墳一覧

古墳名 壌形 規模 埋葬施設 規模

戸夢沢古墳 不明 不明
陣ヶ沢古墳 不明 不明
鷲ヶ蜂古漬 不明 不明

8号積 円境? 30? 不明

14号墳 円墳 20 (未調査)

62号墳 円境? 無袖形石室 6.3 

73号墳 円積? 無袖形石室 6 
115号墳 円墳 横穴式石室
123号墳 円墳 10 横穴式石室

126号墳 円墳? 無袖形石室

131号墳 円墳 24 粘土床 10 
154号墳 円墳? 横穴式石室
171号墳 円墳 10:l:: 無袖形石室 3.2+ 
186号墳 円積? (未調査)

202号墳 円墳 22.5 無袖形石室 13.8 

206号墳
(未報告のため詳細不明)

207号墳
208号墳 円墳 8士 無袖形石室 5.2 

209号墳 円墳 9:l:: 無袖形4コ室 3.4 

210号墳 円墳 7.9 無袖形石室 4.2 

211号墳 円墳 10土 無袖形石室 4.7+ 

212号壊 円積 12. j 無袖形石室 6.0 

213号墳 不明 無袖形石室 1.7 
214号墳 円墳 4.3 無袖形石室 2.0+ 
215号墳 円墳 4 無袖形石室 1. 75 
216号墳 不明 無袖形石室 1.4:l:: 
217号墳 円墳 21 竪穴系?

「士J 前後 (程度) r十j 二以上 「ーJ =以下

竪穴系=竪穴系埋葬施設

副葬品 文献 備考

(伝)万身片・玉類・須恵器
(伝)鋭
(伝)刀身片 ・須恵器・土師器

富士市教委1988
ふくべ塚古墳

鋭・勾玉・万身 前方後円墳の可能
性がある。

(未調査) 静岡埋文研2009
馬具・耳環 ・玉類・大万・鉄鍬・ 富士市教委
万子 1991c 

稲荷塚古漬
大万・ 鉄鍬・金澱・須恵器
須恵様 ヨ璽主主古墳
大万・ 刀子・鉄鉱・金環・須恵器 ・ 富士市教委1988 丸山古墳
土師様
剣・斧・万子・玉類 薬師塚古墳
大万・玉類・須恵器ほか メッ コ塚古墳
鉄鍬・ 万子・馬具? 本容

(表土)砥石・須恵器 富士市教委1999
大万・ 刀子・鉄鍬・ 玉類・砥石・ 富士市教委

寺ノ上第 I号墳
須恵椋・土師器 1987a • 1988 

富士市教委1999 (未報告のため詳
細不明)

耳環・大万・鉄簸・須恵器ほか
耳環・玉類・大万・鉄鉱・万子・
須恵器ほか

耳環・玉類・大万・鉄鍛 ・万子・
須恵器

耳環・玉類・大万・鉄鉱・弓両頭
金具 ・須恵器ほか 富士市教委1999
耳環・玉類・控甲小札(飽手)・
大万・鉄鍛・
なし

耳原・玉類・鉄鍬・刀子
なし

なし
(埋葬施設消滅のため不明) 静岡埋文研2009

単位 (m)
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第 l節船出古墳群の概要

知られている古墳群の一つである。それらの古墳の概要は以下のとおりである。

第131号墳(薬師塚古墳)は直径24mの円墳で、 10mにも及ぶ割竹形木棺を使用した粘土床で、鉄剣

や玉類などが出土している。古墳時代中期に位置づけられている。

第202号墳(寺ノ上第 l号墳)は、直径22.5mの円墳で、東駿河地域で最長に近い、全長13.8mの狭

長な無袖形横穴式石室である。大万、鉄銀、玉類、須恵器などが副葬され、墳丘内からは土師器杯、査

が出土している。築造時期は遠江田期後葉に位置づけられる。
いな りづか

第62号墳は富士市指定文化財稲荷塚古墳(第73号墳)に近接する。墳形は円墳の可能性が高く、全長

6.3mの無袖形横穴式石室を埋葬施設とする。床面が2面確認され、馬具、大万、玉類などが出土して

いる。遠江田期末葉 (飛鳥 I期)に築造されたと考えられている。

第186・208"'216号墳は、富士市指定文化財稲荷塚古墳に近接する。この稲荷塚古墳は 6mの無袖形

横穴式石室を埋葬施設と している。第186・208"'216号墳は隣接してお り、このうち第212号墳が最も大

きく、直径約12mの円墳で、 6mの無袖形横穴式石室を埋葬施設とする。この第212号墳から控甲小札

(龍手)が出土しており、注目される(富士市教委1999)。

第14号墳は春山川東岸の尾根上に形成された古墳で、直径約20mの円墳と考えられている。第二東名

高速道路の建設に先立つ工事に伴い、 周溝の一部が調査された(静岡埋文研2009)。同じく第217号墳は、

丘陵上に築造された古墳で、周溝のみが確認きれた。周溝内側で、21mの円墳である。埋葬施設は既に失

われていたが、周溝の深さから考えると、通常東駿河地域の横穴式石室は半地下式に構築されることが

多いことから、横穴式石室ではなく、竪穴系埋葬施設であった可能性を想定すべきであろう(静岡埋文

研2009)。この 2基の古墳の様相からは春山川の河岸段丘上に古墳時代後期 (6世紀)後半以降の古墳

が築造され、一段高い尾根上には横穴系埋葬施設を伴わない古墳時代後期前半以前の古墳が築造された

可能性が高い。

2.船津古墳群の調査歴(第9・10図，第8表)

富士市内の古墳群の中では、古くから著名な古墳群であり、後藤守一氏らによる 『吉原市の古墳』 の

際には、 129基が確認されている(吉原市教委1958)。

第 l次調査は昭和37(1962)年に東海道新幹線建設に伴い船津L-第131号墳(薬師塚古墳)、 第2次調

査は昭和60(1985)年に茶園改植に伴い船津L-第202号墳 (船津寺ノ 上第 l号墳，富士市教委1987a'

1988)、第3次調査は平成 2(1990)年度に船津L-第62号墳(富士市教委1991c)、第4次調査は平成3

(1991 )年度に船津L-第206・207号墳が、第 5次調査として平成8・9年度に工場建設に伴い、船津L

第186・208"'216号墳の10基が調査された。第6次調査として平成10年度に第二東名高速道路建設に伴

い、既報告のL-第217号墳、L-第14号墳と本書で詳述する船津L第171号墳が調査されている (第9・10

図)。

第8表船津古壌群の調査歴

調査歴 調査年次 調査された古墳 調査原因 報告曾等

第 I次調査 1962 131号墳 東海道新幹線 静岡県教委1965

第2次調査 1985 202号墳 (寺ノ上第 I号墳) 茶木改植 富士市教委1987a・1988

第3次調査 1990 62号墳 富士市教委1991c

第4次調査 1991 206・207号墳 未報告

第5次調査 1996・97 186 ・ 208~216号墳 工場建設 富士市教委1999

第6次調査 1998 14・171・217号境 第二東名 静岡埋文研2009・本書
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筋4j量船体古境群

第9図船津L-第171号墳の位置①
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第10図船津L-第171号績の位置②

21 

第 11日船首I古漬群の概要

。 (1 : 1.000) 50m 
ニゴ



第4奪船III古境群

第2節調査の体制と経過

1.確認調査および本発掘調査の体制

船津L-第171号墳の発掘調査は、第二東名富士

工区として調査体制を組んで、実施したが、実際に

現地を担当したのは下記のとおりである。

主任調査研究員鈴木良孝

調査研究員 中川律子・武田寛生

2 .確認調査および本発掘調査の経過

確認調査確認調査は、平成10年度に第二東名

No. 39地点確認調査として矢川上C遺跡と同時に

実施した。調査は平成10年 6月8日に資機材の搬

入を行った後、試掘溝を設定し、順次重機と人力

にて掘削し、古墳の確認を行った。以後、断続的

に7月30日まで確認し、 -s_休止した後、 10月19

日"-27日まで試掘溝の実測や写真撮影を行い、確

認調査を終了した。

当初は 3"-'4基の古墳が所在することを想定し

たが、確認調査の結果、船津L-第171号墳のみが

残存していることが判明した。

本発掘調査本発掘調査は、平成10年度に第二

東名No.39地点本調査その lとして実施した。平

成11年 2月16日に資機材の搬入を行い、 2月17日

から表土除去を開始し、併せて古墳の検出作業を

実施した。 検出が終了した 3月3日に古墳周辺の

景観などを撮影するためラジコンへリによ る空中

写真撮影を実施し、3月4日より石室の精査、周

溝の掘削を開始した。石室内の調査が終了した 3

月17日にラジコンヘリコプターによる空中写真撮

影・空中写真測量を行った。その撮影終了後、 3

月17日より遺物の取り上げを行った後、石室の解

体、墓墳の確認を実施し、 3月31日に調査を終了

した。

3 .資料整理・報告書作成、保存処理の

経過

資料整理・報告書作成、保存処理の経過は、 第

2章にて詳述しているため参照願いたい。

写真11 重機による表土除去作業

写真12 人力による古墳周溝掘削作業

写真13 横穴式石室糟査作業

写真14 横穴式石室実測作業
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第 3節船津L-第171号墳の調査成果

1.古墳の現況

船津L-第171号墳は、周辺に大型の石材が存在したことで古墳として登録されていた。この場所は茶

畑として利用されており、確認調査前には地形の膨らみは一切確認できなかったが、確認調査の結果、

横穴式石室を埋葬施設とする古墳である ことが判明した。 古墳は標高73m付近に築造されている。

2.墳丘の構造(第10・11図，巻頭図版 1，図版 1・2) 

墳丘 墳丘は茶畑の耕作が及んでおり、盛土は確認できない。

周溝 周溝は斜面の上部に当たる東側から南側に確認できる。周溝は斜面を切断する ように掘削され、

斜面下位に当たる西側から南西にかけては、当初から周溝は掘削されず、削り出しなどで周囲と区画し

ていた可能性もある。周溝の残存部位から想定すると、古墳は不整形な円墳で、埋葬施設が古墳の中央

に築造されたとすれば、周溝内側 (周溝下場から)で、東西10m、南北8m程度に復原で、きる。

周溝幅は斜面上位に当たる東側約3.6m、南側で約 2mで、ある。斜面上位が広いことから当初からこ

の部分が広く掘削された可能性と、雨水の流入で水道となり、幅が広がった可能性がある。

B 
-E735m 

。

パ
引
l
ε
2

1 PI色土 大淵スコリア多〈含む

2 mm色土大洲スコリア多く含む

(1 : 200) 10m 

第11図船津L-第171号漬境丘測歪図
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3 .埋葬施設の構造 (第12"-'14図，第9表，巻頭図版 1，図版2'"'-'5)

埋葬施設は、南西に向かつて開口する横穴式石室で 第 9表船津L-第171号墳埋葬施設の規模

ある。横穴式石室は開口部が大きく破壊されており、 主軸方佼 N-'W -E 
石室全長 3.2m以上

規模は不明確である。
玄室長 3.2m以上

墓墳 墓墳は長方形であると想定できる。奥壁はこ 玄室奥壁幅 I.05m 

の墓境内に収まらず、一部墓墳東側地山上に載せられ 墓横長 4.4m以上

ていた可能性が高い。

墓墳底面には側壁を設置するための小土坑が確認できる。

玄室幅

玄室玄門側幅

墓域幅

し1m

I.05m 

3.2m 

石室 上述したとおり開口部が破壊されているため石室の形状は不明であるが、東駿河地域の横穴式

石室は現状で有袖形石室は未確認であることを考慮すれば、本墳は無袖形石室であった蓋然性が極めて

B 

C 

B 

、
/ 

p、

B 

c' 

B' C 
i3.5m 

第12図船津L-第171号墳横穴式石室検出状況
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上面

第 3節船油L-第171号墳の調査成果
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じ旦

第13図船津L-第171号墳横穴式石室展開図

高い。石室平面は中央部がわず、かに外側に向かつて弧を描く (胴の張る)長方形である。

奥壁・側壁 奥壁は大型の溶岩を用いている。この石材が扇平であるためか、墓墳底面と奥壁の聞に

は円礁を 3'""5段充填し倒壊しないように調整している。 側壁は基底石・ 2段目以降ともに小口面を内

側に向ける小口積みである。石材の大きさもそれほど差異はなく、基底石と 2段目以上とし寸石材の扱

いの差異は確認できない。側壁は現状で 3段残存しているが、奥壁の大きさからは最低 6段、1.4mは

あったと想定できる。

床面 敷石は 2面確認できる。上面は側壁に使用された石材よりもやや小型であるが、 30cm程度の石

材を奥壁まで石室中央に並べ、その石と側壁の聞は拳大以下の小礁を敷き並べている。ただし、これら

の石材すべてを床面として、利用したかは不明確で、奥壁側の石材と中央の石材の高さが埋葬面と想定

すると奥壁と中央の石材との聞の石材はこの埋葬面よりも低い位置に置かれたこととなる。この場合は

奥壁側の大型の石材と中央の大型の石材を棺台のように利用した可能性が高い。

下町

25 
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第14図船津L-第171号墳横穴式石室基底石および墓繍実測図

なお、上面の遺物の出土位置よりも想定きれる埋葬面が高いこと、上面出土遺物の破壊が著しいこ と

を考慮すると、 上面は埋葬面ではないこ とも想定できる。

下面の敷石は、人頭大の大きな石材が確認できるが、基本的に拳大以下の石材を全面的に敷き並べて

いる。屍床仕切石は残存する床面では確認できない。

4 .遺物の出土状況(第15図，図版5) 

遺物は、石室内の奥壁左側壁側、下面から15cm上位の位置(上面)から鉄鯨 (4"'8，12・15)が出

土した。一方、下面で鉄餓(3 )が出土した。この他、石室内の土砂から万子 (1 • 2)、鉄鉱 (9' 

10・13・14・16・17)、馬具の可能性のある鉄片 (11)が出土した。

いずれも完形ではなく破壊された状態で出土していること、石室内の土砂をすべて飾掛けしてもすべ

ての部位が揃わないことから、後世の撹乱を受けている可能性が高い。

5 .出土遺物 (第16図，第10表，図版5) 

鉄鉱と万子、馬具の可能性がある鉄製品が出土した。

L面では鉄鉱 (4"'8，12・15)、下面で鉄鍛(3 )、石室内の土砂から万子(l・ 2)、鉄錬 (9. 

10・13・14• 16・17)、馬具の可能性のある鉄片 (11)が出土した。

鉄器 万子2点 (1・2)は ともに茎片である。 1は茎尻に向かい先細る茎である。 2も同じく茎尻

に向かい先細る茎で、木柄が残る。この木柄は茎の棟に対して直交 @斜交する木目(樹皮)と平行する

木目が確認でき、直交する木目を平行する木目が覆うことから、 茎に樹皮巻きした後、木柄を装着した

可能性が高い。

26 
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第15図船津L-第171号墳横穴式石室遺物出土状況図

鉄鉱は茎数から最低8点(上面 6点，下面 l点，他 1点)存在する。下面から出土した 3はふくらの

張る五角形式に近い平根三角形式である。鍛身関は直角関、鍛身は平造である。茎聞は練関である。

上面出土の 4はふくらが張る平根三角形式である。鍛身関は直角関、銀身は平造で、茎関は糠関であ

る。 3と比較して鍛身幅が広い。上面出土の 5-----7は長頚鯨である。 5は、茎関~鯨身にかけての破片

で、撫関あるいは無関の鉄鉱であり、尖根撃箭式の可能性が高い。 6 • 7は尖根柳葉式で、鍛身関は明

27 
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石室下面 31・2・9-11・13・14・16・17
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(1 : 2) 14 

第16図船津L-第171号墳横穴式石室出土遺物実測図

第10表船津L-第171号墳出土鉄製品観察表

出土位!il
事官図 図版

遺番物号 極別 I部位 ー状慾
保存処理 全長 個 |歯車身長敏身幅顕部長頭部幅 茎長 茎制

倒考
番号 番号 後盤量(g) (阻) (cm) (CIil) I (岨) (四) I (cm) (cm) (叩)

石室電土
1 I刀子 十五注 2.6'/ (2.5) (1.1) 

2 万子 茎 2.70 (3.0) I (0.8) (3.0) (0.8) 

石室下泊 3 鉄鍬 銀身~茎 3.88 (6.3) 1.9 (2.1) 1.9 2.9 I 0.5 (1. 3) 0.3 平根三角形式

4 鉄線 事帳身~茎 4.08 (4.7) 2.3 (17)|「で2.3「1 280.5 (0.2) 0.4 平根 一角形式

5 鉄絵 事臨身~茎 3.75 (9.6) 0.8 ー (9.5)I 0.8 (0.1) 0.3 尖板霊前式?

石室上面 6 鉄描産 銀身~茎 3.61 (8.2) (0.7) 0.3) (0.7) 6.4 0.3 (0.6) 0.3 尖糠柳業式

7 鉄鉱 鎌身~顕部 3.36 ('7.9) (0、8) (0.9) (0.8) (7.0) 0.4 尖根柳紫式

8 鉄車脹 顕部~茎? l.QL_] (3. 5) 0.5 (0.4) (3.1) 0.4 

L第171号績 16 ! 5 9 鉄鉱 理買部 0.90 (1. 5) (0.9) I (1.5) (0.9) 

石室彊土 10 鉄鉱 頚部 U.63 (2.1) 0.3 (2.1) I 0.3 

II 不明(馬具轡引芋か衡?)1 ι17 (3.3) 1 0.5 

石室上面 12 鉄鉱 顕部~茎 3.98 (8.6) 0.4 (7.5) 0.4 (し 1) 0.4 

石盃磁土
13 鉄鉱 顕部~茎 2.97 (8.2) 0.4 (2.6) 0.4 (5.6) 0.4 

14 鉄鉱 茎 2.97 (3.7) 0.4 (0.5) (3.7) 0.4 

石室よ国 15 鉄量産 茎 0.94 (2.5) 0.4 (2.5) 0.4 

石室覆土
16 鉄鉱 茎 0.50 (1.8) 0.4 (1.8) 0.4 

17 鉄鉱 茎 0.15 (i.4) 1 0.2 I (1.4) 

( )は残存値

瞭な直角関、鯨身は片丸造で、茎関は腕関である。 上面出土の 8は図上部から下部に向かつて細くなる

ことから茎関~茎片の可能性が高い。関は椋関であろう。12は尖根式の頚部~茎片で、茎関は椋関であ

る。 15は茎片である。 12・15は矢柄装着前に施された樹皮巻きの痕跡が残る。

覆土出土の 9は頚部の幅がやや広いことから、幅が広い錬身をもっ長頚鯨である可能性が高い。富士

市 (旧富士川町)谷津原6号墳のような平根の撫関長三角形式と上述した撃箭式の可能性があるが、平

根撫関三角形式は東日本では副葬されることが少ない遺物であることから、後者の可能性が高い。覆土

出土の13は尖根式鉄錬の頚部~茎片で茎関は練関である。 13の茎には矢柄の痕跡が良好に残存している。

まず茎に樹皮巻を施した後、 矢柄を装着し、その矢柄を樹皮で巻きつける(口巻き)手法であることが

判明する。覆土出土の10は頭部片、覆土出土の14・16・17は茎片である。これらには樹皮巻きの痕跡が

残存する。

覆土出土の11は断面円形の棒状鉄製品である。鉄鉱の頚部や茎は方形あるいは長方形であることが多

く、 本墳から出土した鉄鎖には断面円形のものは確認できないため鉄錬ではない。鉄錬以外で断面円形

の鉄製品には、馬具の引手・街、鐙の兵庫鎖などがあることから馬具の可能性がある。このほか断面円

形の鉄製品は紡錘車の軸棒などが想定できるが、出土数からすると馬具である可能性の方が高い。
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6 .小結

築造時期 石室内や周溝などから土器が出土していな

いことから時期を特定する こと は難しい。出土した鉄製

品のうち五角形式に近い平根三角形式や、ふくらの張る

鍛身を持つ平根三角形式は、 TK209型式期(遠江田期後

葉)以降に位置づけられる可能性が高く、特に後者は

TK217 (飛鳥 I'""II期，遠江田期末葉'""N期前半)に多

い形状といえる。尖根柳葉式は、古墳時代終末期には減

少する形態であり、鍛身関が直角関であることから

TK209型式期までに収まる可能性が高いが、 TK217型式期

まで残存する可能性もある。したがって、築造時期は

TK209型式期(遠江田期後葉)以降の築造で、 TK217型式

期(遠江田期末'""N期前半)に追葬があったと考える。

追葬鉄鉱に時期差がある可能性があり、追葬が行わ

れた可能性が高い。

上面とした箇所が想定通り床面であれば、埋葬面が2

第3節 船f-llLー第171号墳の関査成果

上面

" 
ロ6 7 

5 11 15 

覆土

司.'， •• ， I ~ i 
13 14 16 17 。 (1 : 4) 20cm 

第17図船津L-第171号債の埋葬と副葬品の関係

面となり、世代を超えた追葬が行われた可能性がある。ただし、何人が埋葬されたかについては不明で

ある。
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第4節古墳に伴わない遺物

船津古墳群の調査では、古墳に伴わない遺物として、古墳の表土中から石器、縄文土器、土師器(駿

東型謹)、陶器が出土している。 (大谷)

1.石器(第18図，第11表，図版5) 

船津L-第171号墳の表土から石匙、打製石斧が出土した。

石匙 18は横長の石匙である。磯面を有した剥片を素材として、上部につまみ部を作出している。つ

まみ部は摩滅している。つまみ部以外に加工は確認できない。石材はホルンフェルスである。

打製石斧 2点(19・20)図示した。 19は打製石斧の折損品である。器体の縁辺に加工を施している

が、器体中央までは及んで、いない。表面は大半が礁面である。両側縁が摩耗しているが、風化がはげし

いため、着柄痕であるかの判断は困難で、ある。下半部を折損している。そのため全体の形状は不明であ

る。石材は輝石安山岩である。

20は捜形の打製石斧である。両側縁を中心に加工を施し、整形している。加工は器体中央まで及んで

いない。両側縁に着柄痕と考えられる潰れが確認できる。石材は頁岩である。(柴田)

く〉

.......__一一一一一二三込

ζ二二三〉
。

土器

20 

(1 : 3) 10cm 

。
石器

(1 : 2) 10cm 

18 

廷重三三う

く二二〉
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パ
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川
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第18図船津L-第171号墳出土の古墳に伴わない遺物実演tl医i
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第11表 船津L-第171号墳出土の古墳に伴わない石器観察表

出土位艦

船泊tレ第[7[号噴墓機

第 lトレンチ

第4トレンチ耕作土下

第12表 船 津L-第171号墳出土の古墳に伴わない土器観察表

出土位悩
評~図 図版 i単物

理E別 器密 部位
残存率 僻商 告書径

帯号 番号 番号

壁
2[ 創文土告書 深鉢 胸部

(写1.¥[5)
22 縄文土栂 深鉢 胸部

船主IlL-第[7[号墳 周f陣内 [8 23 縄文土保 深鉢 胸部

南市京T (写真[6)
24 土師器 麹 口縁部

25 古瀬戸 瓶子? 脚部

2.縄文土器(第18図，第12表，写真15)

3点 (21"，-，23)図示した。

(%) (cm) 

5 

5 

5 

5 

30 

21は、外面には縄文が残る。縄文時代前期後半の諸磯式

の可能性が高い。

22は、深鉢の胴部片で、貼り付けによるリボン状の文様

を造り出し、その周囲に連続の刺突文を巡らせる。縄文時

代中期の勝坂式土器の可能性が高い。

23は、縦位の沈線(凹線)文が確認できる。縄文時代中

期の加曽利EN式の可能性が高い。 (大谷)

(叩1)

3 .古代以降の土器・陶器 (第18図， 第12表，写真16)

土師器(駿東型聾)、陶器が出土した。

土師器駿東型整 (24) は口縁部の小片で、外反しなが

ら立ち上がり、口縁部内面には低い突帯が形成されている。

口縁部の形状は船津L-第202号墳から出土した駿東型蛮

(富士市教委1988)に類似しているが、全体的な形状が不

明なため、時期を特定することは難しい。古墳時代後期後

半~奈良時代中頃に位置づけられょうか。古墳時代に帰属

する場合には、船津L-第171号墳に副葬された遺物である

可能性もある。

陶器 陶器は瓶子?1点 (25)で、古瀬戸の可能性が高

い。脚部片で、接合部からハ字形に聞き、脚端部は内側に

口径

(an) 

第4節古ItIに伴わない遺物

底径 色開
備考

(αm) (外面) (内面)

明赤尚(5YR5/6)灰賀栂([OYR4/2) f宮殿式?

明赤縄(5YR5/6) 俊(7.5YR6/6) 勝坂式?

にぷい黄拘
([OYR5/3) 

褐(7.5YR4j6) 加凶利E式つ

鐙(5Y6/6) 綬(5Y6/6)
(9.5) 明前倒(2.5Y6/6)明'pi.術(2.5Y6/6)

写真15 船津L-第171号墳出土の

古墳に伴わない縄文土器

駿東型狸

( )復原値

写真16 船津L-第171号墳出土の

古墳に伴わない古代以降の土器・陶器

折り曲げられ、その先端は三角形に仕上げられている。内外面に紬薬が塗布されている。帰属時期は古

瀬戸後期(14世紀後半"'-'15世紀)に位置づけられる可能性が高い(藤津2005)。

近接地では中世の遺跡は周知されておらず、単独で所在する中世墓 (蔵骨器)であろうか。(大谷)

参考文献

参考文献は第91江末(153・154頁)に記似した。そちらを参照願いたい。
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第5章須津古墳群

第 l節須津古墳群の概要

1.須津古墳群の概要(第13表)
すど あしたかさんろ〈

須津古墳群は富士市のほぼ中央、愛鷹山麓の丘陵上に築造された古墳群である。須津古墳群は、広義
あかぶちがわ えのおがわ

には赤淵川~江尾川に挟まれた地域の古墳群総称 (吉原市教委1958)で、須津川東岸を狭義の須津 (J， 
かみゃ なかぎと せんげん

神谷)古墳群、西岸の古墳群を中里 (K)古墳群、やや離れた位置にある浅間古墳を中心とする古墳群
ますかわ

を増川(1)古墳群と呼称している。

分布調査により200基以上(中里古墳群80基以上，須津古墳群120基以上，増)[1古墳群4基以上)の古

墳が存在することが想定されている。
おおみちOがL

これまでの調査等で、中里古墳群のK-第78号墳 (大道東アガリッ ト古墳)、K-79号墳 (道東古墳)、 K
なかぎとおお< 1. 

第95号墳(中里大久保古墳)、中里K-第97'""99号墳などから鏡、装飾付大万、馬具、銅碗など豊富な遺

物が出土している。これらの副葬品からみると富士市域の古墳群の中でも有力な古墳群であったことが

想定できる。
おおっかだん も

須津古墳群では様相が明確な古墳は少ない。当古墳群中に計画された大塚団地の建設に伴い 2基(J-

第139号墳、 J-第140号墳)が調査され、無袖形石室であることが判明した。 J-第139号墳からは須恵器

や、万吊金具と推測する金具、万子などが出土した。遠江田期末葉(飛鳥 I期，鈴木敏2001・2004)に

築造され、遠江V期に追葬された可能性が高い。 J-第140号墳からは須恵器、鉄銀、万子が出土した。

遠江V期前半 (平城 I期)に位置づけられる(富士市教委1976)。

このほか須津古墳群からは双龍環頭大万柄頭や須恵器、大万などが出土している。

第13表須津古墳群の主要古墳および調査された古墳一覧

古墳名 墳形 規模 埋葬施設 規模 副葬品 文献 備考

J-第 6号墳 円墳 13土 無袖形石室 6.3+ 
玉類・耳環・ 大刀・ 馬具・鉄

本書
銀・万子・針

J-第10号君主 円墳 17+ 無袖形石室 10.6 須恵器
千人塚古墳

富士市教委 富士市指定文化財

J-第30号墳 円墳 横穴式石室
玉類・耳環・装飾付大刀 ・甲 1988 

神谷大塚古墳
開・馬具・須恵器

J-第118号墳 不明 無袖形石室 5.3+ 刀子 本書

J-第139号墳 円墳 11 無袖形石室 5. 75 吊金具 ・万子 @玉類・須恵穏 富士市教委 大塚団地第 l号墳
1976 

J-第140号墳 円墳 無袖形石室 5:t 鉄鍛・万子・須恵器
富士市教委

大塚団地第2号墳1988 

J第159号墳 円墳 10 無袖形石室 4. 75 
玉類・耳環・大万・馬具・万

本智
子 ・鉄鉱・弓飾金具・須恵器

K-第 2号墳 円墳 31 (未調査) (未調査)
琴平古漬
静岡県指定文化財

K-第76号墳 不明 横穴式石室 大万・馬具・須恵器 先陣塚古墳

K-第78号墳 不明 横穴式石室 鏡・馬具・大万 ・須恵器 大道東アガリット古漬

K-第79号墳 円積 横穴式石室 5.4 玉類・銅碗・砥石・大刀 道東古墳

K-第93号墳 後円墳? 石棺直葬? 大万・剣・鉄器 富士市教委空里数古墳

K第95号墳 円墳 12 無袖形石室 6+ 耳環・玉類 ・圭頭大万・馬 1988 中里大久保古墳
具 ・須恵器

K-第97号墳 不明 横穴式石室? 大万 ・万子・鉄鉱・須恵器

K-第98号墳 不明 横穴式石室
馬具 ・大力・刀子・鉄鉱・須
恵器

K-第99号境 不明 無袖形石室
馬具・大万・万子・鉄鉱・玉
類・耳環・須恵器

※数値の後の r:tJ 前後 (程度) 後円境=前方後円墳 単位 (m)
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第 1I茄須油古墳群の概要

第19図須津古墳群の謂査区の位置①
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第5章須ill古境群

2.須津古墳群の調査歴

( 1 )既往の調査について(第14表)

須津古墳群は千人塚古墳など大型の古墳が所在することから古くから著名な古墳群であるが、調査さ

れた古墳は少ない。

上述したよう に須津古墳群では、昭和田(1975)年に大塚団地の建設に伴い 2基の古墳(1-第139・

140号墳)が調査されたのが第 l次調査であり、今回の第二東名建設に伴う、 J-第6・118・159号墳の

3基の古墳の調査が第2次調査となる。

第14表須津古墳群の調査歴

調査歴

第 I次調査

第2次調査

調査年次

1975 

1998・99

( 2 )今回の調査地点(第19・20図)

調査された古境

139・140号墳

6・118・159号墳

調査原因

大塚団地造成

第二東名

せんにんづか

報告替等

第二東名建設事業地は須津古墳群の北部にあたり、予定地のすぐ南に千人塚古墳が所在する(第20

図)。建設予定地内には、分布調査により 10基近くの古墳の存在が想定された。その場所は多くの溶岩

礁があった場所である。確認調査の結果、古墳と断定できない箇所が多く、 3基のみが本発掘調査の対

象となった。 しかし、通常溶岩礁が集中する場合は稀有で、あると考えられる ことから石室が存在したが

既に破壊され、現在の位置に纏められたと判断できる。

今回調査した 3基の古墳は須津古墳群中の標高72.-.__77mの丘陵緩い斜面に築造された古墳で、 J-第6

号墳とJ-第118号墳が近接するため I区として調査し(第20図)、 l区から60m北西にある須津J-第159

号墳を 2区として調査を実施した。

なお、分布調査によりJ-第6号墳、 J-第118号墳とされた位置と今回の位置は必ずしも一致していな

しし
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第 l節須司I古墳群の慨嬰

仏; 土ム
v 

J 

一_6

1，000) 50m 

第20図 須j章古壌群の謂査区の位置②
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第5車須w古噴群

第2節調査の体制と経過

1.確認調査および本発掘調査の体制

須津J-第6・118・159号墳の発掘調査は、第二東名富士工区と して調査体制を組んで実施したが、実

際に現地を担当したのは下記のとおりである。

主任調査研究員 鈴木良孝 調査研究員 蔵本俊明・梶葉良久・丸杉俊一郎・大谷宏治(確認調査)

石田 勉・武田寛生(本発掘調査)

2 .確認調査および本発掘調査の経過

確認調査確認調査は、平成10年度に第二東名

No. 45地点確認調査として実施した。調査は平成

10年6月4日に資機材の搬入を行った後、草木の

伐採を行い、 6月5日に現状の写真撮影を実施し

た。6月8日から試掘溝を設定し、順次重機と人

力にて掘削し、 古墳の確認を行った。以後、 8月

5日まで試掘溝掘削、遺構確認を実施し、-_g_休

止した後、9月 1日"-'3日に試掘溝埋め戻しを行

い、確認調査を終了した。

当初は 6基以上の古墳が所在することを想定し

たが、確認調査の結果、須津J-第6・118・159号

墳の 3基が残存していることが判明した。

本発掘調査本発掘調査は、平成10年度に第二

東名No.45地点本調査その lとして l区(須津J-

第6・118号墳)の本発掘調査を、平成11年度に

No.45地点本調査その 2として主に 2区(須津J-

第159号墳)の本発掘調査を実施した。

本調査その lは平成11年2月 l日に現地詰所を

設営し、資機材の搬入を行い、 I区の表土除去を

行うとともに古墳の検出作業を開始した。検出が

. -

写真17 横穴式石室精査作業

写真18 横穴式石室実測作業

終了した古墳から順次石室の精査、周溝の掘削を実施し、石室内の調査が終了した 2月22日にラジコン

ヘリコプターによる空中写真撮影・空中写真測量を行った。その撮影終了後、石室の実測、遺物の取り

上げを行い、 3月31日に調査を終了した。

本調査その 2は、平成11年4月I日から本調査その lの作業を継続し、須津J-第6・118号墳の解体

作業等を行った。併せて 2区の表土除去を開始し、古墳の検出作業を行った。検出した須津J-第159号

墳の石室精査等を行い、石室内の掘削が終了した 4月27日に空中写真撮影・空中写真測量を実施した。

撮影後、石室の実測、遺物等の取上げを行った後、石室を解体し、 5月12日に作業を終了 した。

なお、本発掘調査と併せて、出土品の洗浄・注記、遺物台帳の作成などの基礎整理作業を行った。

3 .資料整理・報告書作成、保存処理の経過

資料整理・報告書作成、保存処理の経過については、第2章に詳述しているので参照願いたい。
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1.須津J-第 6号墳

( 1 )古墳の現況

第 3節須津古墳群の調査成果

須津J第 6号墳は、当初大型の石材が露出していたため確認調査を行ったものであることから、調査

前から古墳の存在は想定できた。古墳周辺は畑地として利用されていた。

古墳は愛鷹山麓の緩斜面、標高12m付近に築造される。当古墳から南側40mには、 富士市指定文化財

千人塚古墳(須津J-第10号墳)がある。

73.0m ---.l:_ 13 f F' 

。
(1 : 200) 10m 

F 」ー 73.Om 1 表土

2 J.l.¥色土 大測スコリア合むしまりなし

3 !.¥¥i!:l二iょ λ測スコ 1)7多く含む固くしまる

一一____L_一一ーへ--------------一一一一一一 4 H¥色 Ic しまりなし

5 !!.I色上 大洲スコリア合む

6 日韓3色j 大淵スコリア合む 悶〈 しまる

7 iH色土 大測スコリア多治
8 m色上 大洲スコリア多く含む

9 m色 k 大洲スコリア含む しまりなし

1 0 ，I，~~色土 大淵スコリア多く含む聞くしまる

11 n~色土 大洲スコリア合むしまりなし
12 ，fJ:¥(褐色一l 大湖スコリ7含む

13 ，~.\色土 燈色スコリア多く含む固く しまる
f 

73.0m 

14 !日絹色上 大湖スコリア含む

一ー一一一一一一一一一一一/デr ー--一一 一一-
:::!.15=コ実三三二二三手ミコ

。 (1: 80) 4m  

第21図 須津J-第6号境墳丘測量図および周溝土居図
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第5草須ill古漬群

( 2 )墳丘の構造(第21図，巻頭図版2.図版6'""8)

墳丘 墳丘盛土は、耕作により大部分が失われてお り、一部横穴式石室の裏込めから続く第一次墳丘

(第21図F-F'断面の 7・8層と 13層)と第二次墳丘の可能性がある土砂 (第21図f-F'断面の14層と13層)

が残存していた。東側周溝の石室側の土層は内側の土砂 (第21図f-F'断面の14層)の上に外側の土砂

(同13層)が乗るような状況を示しており、第二次墳丘の可能性がある。この想定が正しければ、内側

の第一次墳丘を覆うように外側に向けて第二次墳丘を盛ったことになる。

周溝 周溝は二段検出されたが、当初から二段であったかどうかは不明で、ある。二段目は幅が広く 、

外側の外形線が扇平であることから後世の撹乱あるいは雨水の流入による変形部分と想定できる。した

がって、一段目(内側)の周溝部分が古墳築造当初の周溝と想定する。この周溝は北側・南側が失われ

てお り、東西で確認できるのみである。

D 

N
h
J

引
|

B s' 

C C' 

~図

0' 

<J 。
(， : 50) 2m 

第22図須津j-第6号墳持層穴式石室検出状況図
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第3節須津古墳群の鋼査成巣 l 須地J-第6号噴

周溝は弧状を描いており、 J-第6号墳は不整形な円墳と想定できる。東西13m前後、南北は推定で13

m前後で、ある。

周溝は二段固までの場合は東側で最大幅4m (検出上面)、西側で最大幅5.5mで、ある。本来の周溝で

ある可能性が高い一段目では、東側は不明確、西側は2.5'"'-'3 mで、ある。

周溝出土遺物(第29図，第19表，巻頭図版4，図版17) 周溝からは須恵器聾片を中心として、須恵

器平瓶 I点、胴部片 I点が出土した。

謹片(10)は外面に平行タタキを施した後、カキメ調整を行う。内面には同心円の当て具の痕跡が明

瞭に残存する。 11は外面に平行タタキを、方向を変えて 2回行っている。内面には同心円の当て具の痕

跡が明瞭に残る。 14は外面に平行タタキを、方向を変えて 2回行い、内面はナデ調整が行われている。

頚部に近い位置の破片である可能性が高い。 翌 日5) は、図上でほぼ完形に復原したが、胴部片は頭部

片とやや胎土の特徴が異なる よう にも見えるため別個体の可能性もある。口縁部は頚部から外上方に向

かつて逆ハ字形に聞き、口縁端部は肥厚させ、上面には平坦面を形成し、口縁部内面は内側に突出させ

ている。口縁部外面には、へラで連続的に斜めの刻み目を施している。胴部外面には平行タタキを施し

た後、カキメ調整を行う。内面には同心円の当て具の痕跡が明瞭に残存する。

平瓶(9 )は大型の平瓶で、頚部が太い。頭部から外反しながら立ち上がり、口縁端部は外形する三

角形を呈する。胴音I~下半には平行タタキの痕跡がわずかに残存するが、丁寧にナデ消 している。内面は

当て具の痕跡を丁寧にへラ削り・ナデ調整している。静岡県西部の湖西市~愛知県東部の豊橋市にある

湖西窯産の可能性が高い(以下、湖西産とする。)

胴部片(8 )は袋物(査瓶類)の破片であるが、底部に近い位置の破片があるが脚部は取り付けられ

B 
， 

g 
-一一一ー72.5m

ていないため長頚査ではな

い。i甘あるいは平瓶などの

可能性があるが特定できな

い。胴部中央と下部に二重

の凹線が確認でき、底部は

へラ削りされている。湖西

産の可能性が高い。

C C 
←一ー- 72.5m

)
 

0
 

5
 

1
 

(
 

( 3 )埋葬施設の構造

(第22.......26図，第15・

16表，巻頭図版 3，

図版8.......13)

埋葬施設はほぼ南側に向

かつて開口する段構造(桓

主二 12.5m 石)を有する無袖形横穴式

石室(有段無袖形石室)で

ある。墓墳の一部と石室の

中央、石室前面の墓道付近

が大きく撹乱、削平されて

おり築造当初の形状を留め

D 

。 2m 
__J 

ていない。

第23図須津J-第6号墳横穴式石室断面図 墓墳墓墳は竪穴構造の
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第5章須l-Il古lJ群

隅丸長方形であり、第22図の開口部左側壁側(文字A'の右側)の石材が前庭側壁とした場合は、玄室

部分が墓境内、前庭側壁は墓境外に設置されたことになる。墓墳は奥壁側で深さ0.35m、玄門側で深さ

0.18m掘り込んで、いる。墓壌は半地下式構造であるが、第22図のA'の右側の石材が墓墳の肩部に載せ

られていることからも、墓墳の上面は削平を受けておらず築造当初の形状を保持していると想定できる

ため、墓境内に収まるのは基底石のみで、石室の大部分は地上に構築されたと考えられる。

主コ

L7じ/ |》、
上 面

品

E 
下 商

、;;
主ι72.5m

切

ヨ

@ 

。
(1 : 50) 2m 

第24図須;塗J-第6号墳横穴式石室実測図
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石室 玄室平面形はやや中央が

外側に向かつて膨らむ長方形であ

る。

奥壁・側壁奥壁は抜き取られ

不明であるが、墓墳と床面敷石の

間隔が0.4m程度しかないことか

ら板状に近い石材か、第4章で報

告した船津L-第171号墳のよう に

先端が細く、中央が大きい石材を

縦位に用いた可能性が高い。

側壁は 3段残存する。 一部 1"-'

2段、 2"-'3段にEって利用され

るやや大型の石材が配置されるた

め、これが側壁構築に当たっての

指標となる石材の可能性がある。

基底石は50"-'90cm幅の大型の石

材の長手面を石室内側に向ける平

積みを基本とし、一部小口面を内

側に向ける小口積みが確認できる。

石室の構築右側壁側では奥壁

側、奥壁から 4石目、玄門側の石

材がやや大きく、左側壁側では、

奥壁側、右側壁側から 5・6石田

がやや大きい。この6石目は 2段

目にまで、亘っており、指標となる

石材である可能性が高しミ。 2"-'3

段目は目地が通らず、大型の石材、

第3節須部古填群の嗣i't成捺 1.須illJ-第6号墳

。
(1 ; 50) 

11 

2m 
二三三二二二i

小型の石材を組み合わせながら積 第25図須津J-第6号績横穴式石室基底石および墓域実測図

み上げている。側壁はわずかな持ち送りが確認できるが、直立に近い。右側壁では基底石の上に載る石

材がやや大きしこの部分が石室構築に当たって意識されていた場所と想定できる。一方、左側壁側で

は基底石2石目と 6石目に挟まれた場所と玄門に 3段に亘る大きな石材が配置されており、この部分が

意識された可能性が高い。各段ともに側壁の石材の大きさからみると玄門側と奥壁、そして中央を起点

としてその聞を充填したような石室構築技法を想定する ことができ る。

段構造(権石) 段構造は、墓墳の内側0.9mの所に側壁と同大の石材 (75x 55 x 50cm)を設置し、そ

の周囲をやや小型の石材で充填して段としている。この段を構成する石材は側壁と組み合っていないた

め、側壁構築後に設置した可能性が高い。

床面 床面には敷石が敷設される。敷石は石室全体に敷設されており、 2面確認できる。下面は10"-'

20cmの石材を中心に設置し、上面には10cm以下の小礁を中心に設置している。

石棺と奥壁側は埋葬面の標高が玄門側よりもやや高く下面が71.7m、上面が71.8m付近に位置し、玄

門側は上面が71.6m、下面が71.55m付近に位置する。
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E 

第15表須津」ー第 6号墳

主軸方位 N-150 -w 
石室全長 6.5m以上

玄室長 5.5m 

玄室奥壁幅 1. 1m 

墓墳長 6.8m 

後述する石棺と奥

C 三ι 72.5m 壁・左側壁との間では

C 

自

品三金

，" 
<1:1 。

(1・50) 2m  

石材が遺物の上に載せ

られ、さらにその上に

大万などが納められて

いることから、上 ・下

面ともに埋葬面と して

使用された可能性が高

bミ。

石棺石棺は、板状

石材を用いた造り付け

の組合式箱形石棺で、

石室中央よりやや北、

右側壁に沿うように主

軸からずらして設置さ

れている。蓋石は本来

の状態で遺存していな

第26図須津J-第 6号墳石棺実測図 いが、棺内に落ち込ん

埋葬施設の規模 だ板状の石材が確認できる ことから、 蓋石が架構されてい

玄室幅 1.3m 

玄室玄門側幅 1.3m 

墓域幅 4.4m 

た蓋然性が高い。つまり、「閉じられた棺」であったこと

が判明する。

底石は板状の石材を設置している。小口と長手の石材は

II字形に組み合わされ、長手の石材は重なることはな く、

第16表須津J-第6号墳箱形石橋の規模 小口が接するように直線的に立てられている。小口の石材

主軸方位 石室の主軸に平行する。
については墓境床面に痕跡が確認できないが、長手側の石

残存長 1. 35m以上2.45m以下

残存幅 O.55m 深さ O.4m 材を設置するために細長い土坑を掘り込んで、いることから

側壁を立てた後で床石を敷設していることが判明する。

残念ながら石室中央部の撹乱により南側小口が破壊されているため長さは不明で、あるが、内法は北側

小口でO.55m、残存長し35mで、ある。石室の撹乱部分を考慮すると、石棺の全長は最大で2.45mで、ある。

深さは床面からO.4mで、ある。

(4 )遺物の出土状況(第27・28図，図版14・15)

遺物は石棺内と、石棺と奥壁から左側壁の間で、主に出土した。

石棺内石棺内で出土した遺物は少なく、ガラス小玉5点(19・26・29・31・32)と須恵器蜜片

(12・13)である。ガラス小玉は、石が抜き取られた場所から出土した。石棺を破壊した際にこの位置

に移動した可能性が高い。須恵器は聾片であり、聾が棺内に納められていた可能性は低い。つまり、玉

類は棺内、須恵器謹は棺外にあったものが破壊の際に紛れ込んだ可能性が高い。

また、棺内に落ち込んだ土砂内から土師器高盤(脚付盤) ?の脚部が出土した。

石室内 石室内には床面が2面確認でき、それぞれの面から遺物が出土していることから、両面が埋

葬面として利用されていたことがわかる。

上面の奥壁~左側壁側では大万 l点 (57)が切先を奥壁側に向け、切先を茎よりも高い位置に床面に
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置かれたような状態で出土した。 56(鍔59を含む)は57が載せられた石材の下に食い込むような状態で

出土したことから側壁に切先を下に、茎を上に した状態で立て掛けられていた可能性が高い。しかし、

56は下面に伴うものか、上面に伴うものか判断が難しい。上面に伴う場合は鉄万 2点 (56・57)を

r X J字に交差させて側壁に立て掛けていた可能性がある。柄頭 (58)は56・57の南側付近、やや浮い

た状態で出土した。 後述するように、その大きさから56の柄頭の可能性が高い。また、万装具(切羽)

l点 (61) と万子 l点 (63)が大万 (57)の茎付近から出土した。 61は57に伴う切羽の可能性が高い。

またその付近から刀子 l点 (65)が出土した。また、奥壁近くの床面直上から鉄針4点以上 (99・100)

が出土した。後述する石室内の覆土から出土した鉄針 (98)は針先が欠損していることから100の針先

と接合する可能性が高い。

石室南側では須恵器杯身・坪蓋5点(2・3，5"'-'7)が纏められた状態で、坪葦 l点(4 )が右側

壁に立て掛けられるように出土した。また、上面直上で帯金具 l点 (51)、勾玉 I点(16)、小玉2点

(21・30)、鍔片 (60)、万子片 l点 (64)が出土した。鍔・万子ともに破片であり、本来は撹乱された

箇所の近く に副葬されていたものがこの場所に移動した可能性もある。さらに、環状鏡板付轡 l点(48)

が段部分で、銃具 l点 (50)が石室中央で、上面からlOcm上位で、出土した。さらに轡の下位から鮫具 l

点 (49)が出土した。 また、左側壁側から丸玉 l点(17)、小玉7点 (20・22"'-'25・27・28)、耳環 l点

(47)が50cm四方の範囲から纏まって出土していることからこの位置に埋葬があった可能性が高い。

下面に確実に伴うものは鉄鍬のみである

下面の石棺と奥壁との聞からは上面の石材に埋め殺されるように鉄鉱(束)が出土した。右側壁に

沿って単独で]点 (71，南側に錬身を向ける)、その南東30cmで]点 (69，西側に鍬身を向ける)と破

片 l点 (97)、奥壁側中央左側から鉄簸A群 (73"'-'85，88・89・92，鯨身を南に向ける)、その右側から

鉄鉱B群 (66"'-'68，91・94，鯨身を東に向ける)が出土した。 鉄鍬A群は尖根片刃箭式6点 (73"'-'78)

が束ねられた状態で、 B群は尖根盤箭式のみで構成された状態で出土した。一方、唯一鉄鍬 l点 (72)

が段構造近くで、切先を西側に向けた状態で出土した。

土師器高盤? (1)、やや浮いた位置から出土した馬具 (48・50)などは、上面に伴う遺物というよ

り、石室破壊時に上に巻き上げられた遺物である可能性も考慮、しておく必要がある。

この他、石室の撹乱土・覆土から、玉類(18，33"'-'46)、万装具か l点 (62)、鉄餓片 (86・87・93・

95)、馬具帯金具2点 (52・53)、鉄鋲 l点 (54)、用途不明板状鉄製品 l点 (55)、鉄針 l点 (98)が出

土した。

( 5 )人骨出土状況(第27・28図，図版14)

須津J第 6号墳では、箱形石棺内から人骨が出土した。人骨の残存状況は不良で、あり、部位を特定

することは難しい。また、横穴式石室の覆土・撹乱土の洗浄により人の歯が6点以上出土した(本節第

6項参照)。

( 6 )出土遺物(第29...，_，31図，第19...，_，21表，巻頭図版4，図版16...，_，21)

玉類(勾玉 l点，丸玉 2点，ガラス小玉28点以上)、耳環 l点、馬具(轡 l点、鮫具2点、帯金具3

点)、鋲 l点、用途不明鉄製品(帯金具?) 1点、鉄万 2点、万装具、万子3点、鉄鉱13点以上、針4

点以上、須恵器杯身3点、坪蓋3点、蜜片、土師器高盤(脚付盤)が出土した。

遺物は上下2面の床面と、石棺内から出土しており、まず出土状況からそれぞれの埋葬に伴う遺物を

記載する。ただし、石橋は大きく破壊され、石室南側は撹乱が及んで、いるため、下面の遺物が上面に混

在している可能性もある。
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第27図 須津J-第6号墳償穴式石室遺物出土状況図① (奥壁側)
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第28図須津J-第 6号境横穴式石室遺物出土状況図②(玄門領U)

石棺(覆土) 玉類(19・26・29・31・32)、須恵器彊片(12・13)、土師器高盤(1 ) 
上面勾玉(16)、丸玉(17)、小玉 (20"-'25，27・28・30)、耳環 (47)、轡 (48)、鮫具 (49・50)、

帯金具 (51)、鉄線 (70・90)、鉄万・万装具 (56，，-，61)、万子 (63"-'65)、鉄針 (99・100)
下面 鉄鉱 (66"-'69，71"-'85， 88・89・91・92・94・96・97)

45 



第5'1宮須悶I古墳群

以下に、それぞれの遺物の特徴を記載する。

土器 須恵器杯身・杯蓋は 3点ずつ副葬されている。重ねられた状態で出土していないため直接的な

組合関係は不明であるが、表面に残る自然柚や火棒の痕跡から、焼成時の組合関係が推測でき、杯蓋

( 3 )と杯身 (5 )、杯蓋(4 )と杯身 (7 )が組合関係となる蓋然性が高い。残りの杯蓋(2 )と杯身

( 6 )は組合関係にはない。 6は後述する ように 3・4・5・7と同様のへラ記号が刻まれるとともに、

調整方法、色調も同質性が高いこ とから 3"-'7は同一時期に同ーの窯で焼成された可能性が高い。一方

で2は少なくともそれらとは同時に焼成されていないことがわかる。

杯蓋は半球形で、口縁端部は内湾し、丸い。天井と口縁部の境には稜や凹線はない。口縁部内側に浅

い回線が看取できる。口径8.4"-'8. 8cm、器高3.2"-'3. 4cmで、ある。 3・4の天井には 「二」 字形のへラ記

号が刻まれている。へラ記号のない杯蓋(2 )は法量がやや大きし特徴も異なるため、 3・4と時期

差がある可能性が高い。杯蓋は、後述する杯身を含めてすべて湖西産の可能性が高い。

杯身は短く内傾するたちあがりであり、わずかに受け部よりも高い。 3点ともに底部に葦と同様の

「二」字形のへラ記号がある。口径7.2"-'7.4cm、器高2.8"-'3.1 cmで、ある。

塑は破片となって出土しているが、破片で図示した聾片はそれぞれの胎土の特徴が異なっているため

別個体である。ただし、破片自体はそれほど多くはないことから、一部は周辺に所在した古墳からの流

れ込みである可能性も考慮しておく 必要がある。
えんじ

12は外面に方向を変えて平行タタキを行い、内面には同心円の当て具の痕跡が遺存する。断面牒脂色

である。湖西産ではない可能性が高い。 13は外面に平行タタキを施し、内面はナデ調整が行われている。

土師器高盤 (1 ，脚付盤) ?は石棺の撹乱土中から出土したものである。太い脚基部で、脚外面には

ケズリ調整、脚内面にはナデ調整が施される。盤部内外面、脚部外面に赤彩が施される。

玉類玉類は勾玉 I点(16)、丸玉2点(17・18)、ガラス小玉28点(19"-'46)以上が出土した。

勾玉は、いわゆる「碧玉J製で、濃緑色を呈する。表面は非常に良く研磨されている。図面左からの

片面穿孔である。丸玉(17)はやや緑がかった黒色を呈する。材質不明で、あるが、税泊や埋木製である

可能性が高い。直径8mm、全長(高さ)7凹で、ある。丸玉(18)はガラス製で、紺色を呈する。穿孔以

外に貫通する部分が確認できる。これは気泡が動いた痕跡と想定できるため、このガラス玉は引き延ば

し技法により製作された可能性が高い。

ガラス小玉は、 19"-'29・31"-'46が紺色、 30が黄緑色である。直径2.2"-'5.2mm、全長(高き) 2 "-'4. 2 

凹で、ある。表面には気泡の痕跡が目立つ。この他図示できない程の小片があり、数点は増加する可能性

がある。

耳環 耳環は銅地金張である。平面形態はやや楕円形気味の円形で、直径1.5"-' 1. 7 cmで、ある。断面長

楕円形で、 長軸 5mm、短軸 3mmである。 C字形の小口部分には、 雛が確認できることから、金箔巻き付

けによ り製作されたものであることがわかる。

馬具轡は鉄製大型矩形立聞環状鏡板付轡(岡安1984，大谷2006)である。鏡板・引手・街の接合方

法は衝先環に引手と鏡板が装着される 「街介在型」の連結である(大谷2008)。鏡板は、大型矩形(回

字形)の立聞が肩平な楕円形の環に鍛接されるものである。衝は二連衝で、街先環はC字形である。引

手は一条線引手、く字形引手壷である。引手および衝には摂じりは確認できない。

法量は第30図の右側の鏡板で全高4.9cm、環高3.4cm、環幅5.6cm、立聞幅3.2cm、立聞高1.5cm、立聞

孔長辺2.2cm、短辺6mmで、ある。環部は断面開丸方形で、一辺5凹、立聞は板状で厚さ 3凹である。左

側の鏡板で、全高4.9cm、環高3.5cm、環111高6.0cm、立聞幅3.3cm、立開高1.4cm、立聞孔長辺2.2cm、短辺

6 mmで、ある。環部は断面隅丸方形で、一辺 5凹、立聞は板状で厚さ 3凹で、ある。
くくみがね

衝は左右で14.4cmで、ある。右側は長さ7.5cm、衝先環の長さ2.4cm、!師金部分の長さ1.8cmで、ある。左
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側は、長さ7.7cm、街先環の長さ2.4cm、U卸金部分の長さ1.9cmで、ある。衝の断面は隅丸方形で一辺5凹

である。

引手は、右側で14.8cm、街側の環2.0cm、引手壷の長さ2.0cm、l幅3.0cmで、ある。左側で15.0cm、街側

の環2.0cm、引手壷の長さ2.0cm、幅3.3cmでーある。断面方形である。左右ともに引手の断面は隅丸方形

で、一辺5mmで、ある。

銃具は 2点出土しており、やや形状が異なる。 49はきのこ形の外枠に、 T字形の刺金と軸棒を装着す

るものである。 T字形刺金・軸棒は外枠を貫通し外側でかしめられている。軸棒の断面は円形である。

一方、 50は屈曲部がきのこ形の外枠にT字形の刺金と軸棒が装着される点は49と同様であるが、刺金は

外枠を突き抜けず、外枠の内側を窪め、その窪みに刺金の軸が差し込まれた状態である。軸棒は49と同

様外枠を貫通し、その先端は抜けないように外側でかしめられている。軸棒の断面は方形である。轡は

l点しか出土していないが、鮫具は特徴が異なり、同一の馬装に伴うものか検討を要する。轡に近接し

て出土したのは49であり、この 2者が組合せ関係にあった蓋然性が高い。

帯金具は 2種類あり、 3鋲長方形のものと、 2鋲長方形のものがある。ただし、後者については図下

側が破損している可能性もある。帯金具・鋲ともに鉄製である。鋲は扇平な半球形の傘鋲である。 51・

52は長さ3.2cm、l幅2.3cmで、ある。 53は長さ1.5cm、11I盛2.3cmで、ある。

この他馬具の可能性があるものとして、鉄鋲 (54) と用途不明鉄製品 (55)がある。 54は半球形の頭

部に断面方形の脚部がつくものであり、帯金具の鋲であろうか。 55は厚さ lmmと非常に薄い長方形の鉄

板に 2孔穿ち、断面方形の小鋲あるいは小目釘が打ち込まれたものである。鉄板自体が波打つ。帯金具

の可能性があるが上述した 3点の帯金具よりも薄いことから特定はできない。

鉄器 小(短)万 (56) と鍔 (59)は装着された状態で出土した。小万 (56)は鍔付大万で、刃部に

反りがない直万で、ふくらが張る。関付近には鋼元孔が l孔穿たれている。関は直角両関で、茎は茎尻

に向かい先細る形状である。聞から 6cmのところに目釘孔が穿たれ、鉄製目釘が残存する。茎の断面は

刃側が狭い長台形である。関には鉄製鋼が装着される。鍋は倒卵形で長さ 8皿、幅2.4cm、厚さ(復原

で)2.2cmで、ある。これにより木柄の太きが判明し、おおよそ幅2.2cm、厚さ 2cmで、あった可能性が高い。

鍔 (59)は、丸みのある倒卵形で先端は尖る。内孔は楕円形である。断面は長方形である。

58は鉄製で、鞘尻金具あるいは柄頭である。頂部は平坦で、、縁部分は肥厚している。断面は倒卵形で

ある。鉄板が薄いことから鞘尻金具の可能性が高い。

大万 (57)は錨が装着された大万で、反りのない直刀である。ふ くらの張る切先で、関は直角両関で、

茎は茎尻に向かい急激に先細るもので、茎尻は尖る。一般的に確認される茎よりはかなり細い。茎尻か

ら3.7cmの所に目釘孔が穿たれ、鉄製目釘が残存する。全長77.4cm、万身長62.8cm、万身幅2.8cm、茎長

14.6cm、茎幅2.0cmで、ある。錨は関部分に装着される。断面倒卵形で、長さ 8mm、断面の長軸3.0cm、|幅

2.4cmで、ある。 60は幅広の鉄製品であり、鍔の可能性がある。平面形は倒卵形と想定でき、その先端部

分の破片である可能性が高い。撹乱は著しく ないことから大万は56・57の二本のみ限定されることから、

60は57に伴う鍔である可能性が高い。この想定が正しければ、副葬時に鍔がはずされた状態で副葬され

た可能性と追葬時に破壊された可能性がある。 61は鉄製切羽あるいは責金具で、57の茎付近から出土し

た。 鍔の柄側に装着される責金具か、鞘の責金具、頭椎大万の切羽の可能性があるが、鍔の柄側に般め

られた責金具である可能性が高い。 62は鍋や鞘口金具などの可能性があるが、小片のため断定できない。

万子は 3点出土している。 65は57の茎付近から出土してお り、大万と組み合わせで副葬された可能性

がある。 65は切先の先端が欠損するがほぼ完形である。関は直角両関で茎は茎尻に向かい先細り、茎尻

は丸い。茎には木質が遺存しており、木柄に装着された状態で副葬されている。 63は柄縁金具(鋼)が

装着される万子で、茎尻が欠損する。関は刃部側が直角、棟側が撫角の両関で、茎は茎尻に向かい急激
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第30図 須津J第 6号墳横穴式石室出土玉類および金属製品実測図①

に先細る。柄縁金具は断面倒卵形で、関上に装着される。柄の太さは長軸3.1cm、短軸(幅)2.2cmに復

原できる。 64は万子関付近の破片で関は刃部側が撫関、棟側が浅い切り込みの直角関で、茎は茎尻に向

かい急激に先細る。刃部は内湾しており、研ぎ減りによる可能性が高い。

鉄鍬 (66'"'-'97)は下面から出土した鍛群A、鍛群B、単独で出土したもの (69・71・72)、上面から
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出土したもの (70・90)があるが、 70・90は下面のものが追葬時などに上面に移動された可能性が高い。

基本的に長頚餓で尖根片刃箭式、尖根撃箭式である。 J-第6号墳からは平根式鉄鍛は一切出土していな

しミ。

盤箭式は関の形状から 2種類に区分できる。鯨群Bの3点 (66-----68)は鍛身から頚部へと明瞭な関が

なく頭部から徐々に幅を広げ、先端に鍬身を形成するものである。刃部は片鏑(丸)造、茎関は聴関で

ある。鍛身長はO.4-----0. 6cm、幅O.7-----0. 8cm、頚部長は66で12.0cm、|幅0.4cm、67で頚部長13.1cm、幅0.4

cmで、ある。単独で出土した69と嶺土から出土した70は頚部から鍛身に向かい急激に幅を広げる形態であ

る。 69は三角形式に近い刃部である。刃部は片丸造である。刃部長0.7cm、頚部は11.3cm以上で、ある。

片刃箭式は同一形状で、長い刃部に直角関で、茎関は東京関である。鯨群Aでは鍬身 6点、頭部~茎6

点が出土しており、 79と83は接合しないものの本来は77・78と同一個体であった可能性が高し=。完形の

ものはなく、 71で残存長16.0cmで、あり、これと茎が残存する80の長さを換算すると 17.5cm程度で、あった

可能性が高い。尖根片刃箭式の鍬身 (71-----76)は3.3-----4.Ocmで、ある。頚部長は71で9.5cm、72で9.0cmでh

ある。茎は80で7.6cm、85は非常に長く 9.5cmで、ある。茎には樹皮巻と矢柄の痕跡が残るものがある。

針は最少4点、最多で 6点出土した (98-----100)099は完形のようにも見えるが、若干折損している可

能性もあり、 100の2点の破片と98・99が接合して 4点がまとめて副葬された可能性がある。静岡県内

では針の出土は非常に珍しく、全国的に見ても稀有な遺物であり、注目できる。

針頭は丸く、断面は円形で、先端は尖る。針頭には糸を通すための針孔が確認できる。完形品 2点

(100の2点)は全長2.9cm、断面直径 1mmである。針孔は長さ 1mm、幅0.2mm程度で、ある。

(7)出土人骨(第23表)

後述する人骨鑑定報告(本節第6項)で詳述するため、 ここでは要点のみ記載する。

出土した歯は二人分の可能性も捨てきれないが、歯の同質性が高いことから一人分の可能性が高い。

二人分の場合は、若年(10-----20歳) 1人、壮年 (20-----40歳) 1人、後者の場合は壮年 l人となる可能性

が高い。性別については不明で、ある。

また、すべての人骨(歯を含む)が、被熱を受けていない。

(8 )小結(第32図)

築造時期 築造当初の床面である下面からは、鉄鍬しか出土しておらず、時期を特定することは難し

い。 鉄錬のうち片刃箭式は直角関で刃部が長いことから遠江W期前半以前に製作された可能性が高く

(大谷2003)、遠江田期中葉~後葉に位置づけられる可能性がある。東駿河地域で遠江田期中葉まで遡る

古墳は少ないことから、須津J-第6号墳の築造時期は、遠江田期後半~遠江W期前半でも古い時期の可

能性を想定しておきたい。

追葬 石室内上面から出土した須恵器杯身・杯蓋はその形態的特徴と法量から遠江W期前半に位置づ

けることができょう。杯身は口径が小さく、より遠江W期後半に近い。 7世紀中頃~後半にかけての時

期と想定できる。また、わずかであるが、須恵器杯蓋(2 )とそれ以外の杯身・杯蓋(3 -----7)は特徴

が異なることから、 2が若干古い可能性もあり、上面でも 2回の埋葬が行われた可能性がある。
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第5宣言 須rI!古lJa宇

2.須津J-第118号墳

( 1 )古墳の現況

須津J-第118号墳は果樹園の部分

にあり、当初から大型の石材が露出

していたため、古墳と想定されてい

た箇所であった。

古墳は標高73m付近、J-第6号墳

の西側10mの位置にある。

( 2 )墳丘の構造(第33図，巻頭図

版 2，図版6・7・22)

墳丘・周溝耕作によ り大きく削

平され、墳丘盛土および周溝はとも

に確認できない。したがって、古墳

の墳形や規模については不明で、ある。

( 3 )埋葬施設の構造(第34.......37図，

第17表，巻頭図版3，図版

6・22.......25)

埋葬施設はほぼ南側に向かつて開

C 

(-~ 

c' 

辺~ 1 
d与宝盆受ニミ

。
(1 : 100) 

口する無袖形横穴式石室である。 第33図須津J-第118号墳測量図

墓墳墓墳は長方形であるが、南側部分が撹乱されてい 第17表須津J-第118号墳埋葬施設の規模

るため、竪穴のように掘り込まれていたのか、南側が開放 主軸方位 N-130 -w 

10m 

していたのか不明確であるが、後述するよ うに横穴式石室 石室全長 5.3m以上
玄室長 4.05m 玄室幅 l. 25m 

が段構造である葦然性が高いことから、長方形の竪穴構造 玄室奥壁幅 O.85m 玄室玄門側幅l.35m

であった可能性が高い。石室で原位置を保持する石材はす 墓域長 6.0m 以上 基嫡幅 3.25m 

べて墓境内に収まる。また、石室の裏込めとして側壁や奥壁の安定のために一部石材が用いられている。

石室石室は段構造の無袖形石室 (有段無袖形石室)である可能性が高い。その根拠は、第35図

D-D'断面すぐ北側の断面三角形の石材に敷石が載る こと、この石材は床石を設置するための整地の土砂

に埋め込まれること、屍床仕切石は石室中央付近に確認できることからこの三角形の石材は屍床仕切石

の可能性が低いことである。 この三角形の石材よ り南側は段構造を構成する裏込めであった可能性が高

し斗。

玄室平面形は、奥壁側が急激に窄まる奥窄まり形である。

奥壁・側壁 奥壁は l段のみ確認でき、大型の平板な石材を立てて、鏡石としている。側壁の基底石

は長手積するものもあるが、小口積が多い。側壁玄門側には大型の石材が据えられてお り、この石が玄

室最南端の石材である可能性が高い。この想定が正しければ、玄室基底石はすべて残存していること に

なる。

側壁2段目以上は一部長手積もあるが基本的に小口積である。

石室の構築横穴式石室の構築方法は、左右両側壁ともに玄門と想定した一番南側の石材が大きし

また基底石 (第37図)をみると、左側壁では南側から 4番目、右側壁では南側から 3番目の石材がやや

大きく、長手面を内側に向けることからこの石材が石室構築に当たっての指標石である可能性が高い。
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。
(1 : 50) 2円1

第34図須津J-第118号境横穴式石室検出状況図

2段目以上は側壁の残存状況が良好ではないため不明確であるが、側壁が倒れ込んだ、と考えられる左

側壁南側の基底石上の 2石は大型で、あることから、少なくとも玄門側には大きい石材が積載されていた

可能性が高い。また、右側壁2段目中央付近には、長手積する石材が基底石を設置する際の指標石と想

定した石材の上に確認できることから、 2段目以上も奥壁、中央、玄門側に指標石を設定して積み上げ

を行った可能性が高い。つまり、石室の構築に当たっては、奥壁、中央、玄門側に指標となる石材を設

置し、その聞を充填する方法で構築した可能性が高い。

段構造(拒石) 段構造は奥壁から約 4mのところに長さ約 1m、111高O.4mの断面三角形の石材を墓墳
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第35図 須 津J-第118号墳横穴式石室実測図

56 



D 

後橋~，øl盗

第3節須t~古墳群の鴎査成果 2 須tIlJ-第118号積

D 機付附畠持、
。

4
l
E
2
 

D' 
73.2m 

第36図須津J-第118号墳 横穴式石室段構造(権石)実測図

?(1  : 50)2m  

'-c.ー

11ト

iトー

、主主ご

/ 
宅言宗

4努

。
)
 

0
 

5
 

1
 

(
 

m
 

2
.ゴ

第37図須津J-第118号墳横穴式石室基底石および墓壌実測図

57 



第5意須tll古墳群

二一」

L-二 二 J二

第38図 須;宰J-第118号墳

102 

出土土器実測図

J05 

B 
106 

o (13)10cm 

とてE二工二二 Lー」一一一一一一一一一

床面上に置き、その石材と墓横南側の部分に20.......，30cmの石材を充填して構築した可能性が高い(第36

図)。現状で段の高さは0.6mで、長さ約1.3m残存する。

床面 床面には敷石が敷設される。敷石は、奥壁から約2.2.......，2. 3mの所に配置された仕切石を挟んで

両側に設置される。使用される石材は、 20.......，50cmの平板な石材で、標高を揃えるように置かれている。

玄室から屍床仕切石までの長さ、 2.2""""2. 3mで、屍床仕切石から段までの聞の長さが約1.7mで、ある。

屍床仕切石は、敷石と同じような薄い石材の小口を合わせるよう に、 4枚立て並べている。屍床仕切石

は、床面から15cm高い。

(4 )遺物の出土状況

石室内から須恵器片、万子が出土した(第35図)。石室は床面直上まで撹乱を受けている可能性が高

く、特に須恵器に関しては本来この古墳に伴うものか明確で、はない。

( 5 )出土遺物(第38・39図，第19・21表，図版25)

須恵器 101は聾口縁部で口縁端部は外傾する緩やかな段をもっ。頚部には櫛刺突文が確認できる。

102は101と同一個体の可能性が高い壷頚部片である。 104.......，106は謹片で、 104・105は外面に平行タタキ

の痕跡が残存し、内面はナデ調整が行われる。 106は外面平行タタキの後カキメ調整、内面には同心円

の当て具痕跡が明瞭に残存する。103は湖西産壷，瓶類の底部片である。

鉄器万子(107)は、切先が欠損するもので、関は直角両関で、茎は茎尻に向かい先細る。茎には

木質が残存することから木柄に納め られた状態で副葬されたことがわかる。
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?(1  : 2) 8cm 

第39図 須津J-第118号墳

出土万子実測図

横穴式石室

( 6 )小結

築造時期と追葬について 原位置を保持する遺物がなく、また

時期を特定できる遺物が出土していないため不明である。古墳時

代後期後半~終末期前半である可能性が高い。
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3 .須津J-第159号墳

( 1 )古墳の現状

須津J-第159号墳

は茶畑や果樹園とな

っており、墳丘の高

まりは一切確認でき

なかった。調査前に

大型の石材が確認で

きたため、確認調査

の対象として調査し

たとこ ろ古墳として

確認できた。

古墳は標高77m付

近に築造されている。

J-第118号墳の北西

約50mのところに位

置する。

( 2 )墳丘の構造

(第40図，

図版6• 26) 

墳丘の構造古墳

は茶園となり、重機

:，1，¥色 l
!日色:1:

!s色土
問色仁

川色 l
!日色 l

大淵スコリ ア多く合む

λ;沸lスコリ ア多くviむ聞く しまる

大淵スコリ ア?む白色スコリア多く含む聞くしまる

大淵スコリア多く合 む 開 く しまる

駐色スコリ7frむ
夜色スコリア多く合む 悶く しまる 。

知3節須w古墳群の調査成操 3 須WJ-節159号墳

7 烈色土栂色スコリア合む

8 !H色土 大槻スコリア多く合む

9 !H色土 大測スコリア多:，¥
10 '日色土 大淵スコリア多く合む

(1 : 100) 

-' 
一二一一 76.0m

10m 

による撹乱が著しく 第40図須津J-第159号 墳 墳 丘 測量図

行われていたため、北側から西側にかけては破壊されていたが、石室裏込めと墳丘の一部が残存してい

た。第40図土層断面図による 6層が盛土、 7層は旧表土と想定している。この盛土(6層)は確認され

た位置から、横穴式石室の裏込めから続く第一次墳丘ではなく、第二次墳丘と考える。

周溝 周溝は南側を除いて確認でき、古墳が不整形な円墳であることが判明する。古墳の規模は周溝

内側で、東西10m、南北9.5m以上で、あり、周溝外側上端間で東西約13.5m、南北11.Om以上で‘ある。

周溝出土土器(第48・49図) 周溝からは杯身 (133)・魁 (136)が出土した。

杯身(133)は短く立ち上がる口縁部で、たちあがりは受部よりもやや高い。臨(136)は口縁部片で、

頚部から外反した後、口縁部で、段をつけさらに外反するもので、口縁端部は水平近くまで外反する。口

径12.0cmである。杯身・躍ともに湖西産の可能性が高い。

(3 )埋葬施設の構造(第41----44図，第18表，図版27----32)

埋葬施設はほぼ南に向かつて開口する段構造(桓石)を有

する無袖形横穴式石室である。

墓壌 墓墳は竪穴状に掘り込まれた長方形で、南側に墓道

が続く。石室は玄室~段構造まで完全に墓境内に収まる。墓

墳は奥壁側で約0.9m、玄門側で0.5m掘り込まれている。
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第18表須津J-第159号墳埋葬施設の規模

主軸方位 N-160 -¥V 

石室全長 4.75m 

玄室長 4.lm 

玄室奥壁幅1.2m 

主墳長 5.6m 

玄室幅 1. 6m 

玄室玄門側幅 1. 3m 

墓域幅 4.0m 



第5意須flI古境群

C 
_' 

ーニー 76.0m

E ー'
一二=一一76.0m

。C?>c;a

第41図須津J-第159号墳績穴式石室検出状況

60 

l
J
J
l
ε

。@

、

。
(1・50) 2m  



《

L一旦

LQ_ 

仁古

C 

ω0'9ιーーーー
，0 

第42図 須津Jー第159号墳
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第 3節須~Il古墳群の調査成果 3，須詞IJ第159号墳

三コ

寸n

G 

横穴式石室実測図①
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第51宮須fll古境群

C c' 

上面。 (14刷 2π1 

第43図 須津J-第159号墳横穴式石室実測図②

石室石室は段構造無袖形横穴式石室(有段無袖形

石室)であり、玄室平面は中央がやや外に膨らむ(胴

の張る)長方形である。

奥壁・側壁 奥壁は大型の石材を鏡石と して樹立す

る。横倒しになる石材が奥壁2段目とすれば各段 I枚

石で2段以上の奥壁である ことが想定できる。この場

合奥壁の高きはし6m以上で、ある。側壁の基底石は長

手面を内側に向けて据えている。 2段目以上は長手積

するものもあるが小口積が基本である。なお、側壁の

玄門側の石材には各段ともに大型の石材を設置してお

り、この石を石室南側の押さえとして各段の石材を積

み重ねた可能性が高い。

石室の構築横穴式石室の構築に際しては、 玄門の

3段はともに大きな石材を設置しており、この部分に

大型の石材を設置し、奥壁との聞に石材を充填した可

能性が高い。また、基底石の大きさの相違は少ないが、

右側壁では奥壁から 2・4石目、左側壁では奥壁から

3・5石目がやや大きい。側壁2段目では、 l段目に

大きい石材を据えた上位やその近くに 3段に亘る石材

ややや大型の石材を設置しているため、玄門とともに

側壁内部に指標となる石材を据えて積み上げを行った

可能性が高い。

段構造(権石)と閉塞石 石室の入口部分には墓墳の南壁に沿うように30cm以下の石材を 6段積み上

げる。 6段のうち 5段目以上は墓境南壁よりも高い位置にあり、また 6・6石目が 1'"'-'4石目と比較し

て、やや南側にずらして設置されていることから、 4石田 (0.8メー トル)までが段構造(樫石)で、

上位の 2石 (0.8'"'-'1. 1 m)が閉塞石の可能性が高い。段構造は各段ともに複数の石材で構築されて、閉

塞石も同様の石材を積み上げている。

なお、後述するが万子片 (206)が段構造の l石田と 2石目の聞から出土している。この解釈は非常

に難しいが、石材の崩落による衝撃で、飛び、散った可能性と、追葬にあたり桂石を-_EL取り除き、石室の

封鎖にあたり、積み直した可能性が考えられる。

さら に、墓墳の南側に接続する短い溝状遺構は墓道ではなく、石室構築に当たり、墓境床面に降りる

ため、また石を墓境内に入れやすく するため、石室構築の際に掘削された遺構の可能性がある。

床面 床面には全面的に敷石が設置されている。ほぼ中央に設置された屍床仕切石を挟んで、南北に敷

石が敷設されてお り、 2面が確認できる。上面は15cm以下の礁を敷き並べ、下面には20'"'-'30cmの平板な

石材を敷き並べている。

屍床仕切石は奥壁から 2m付近に設置されており、板状の石材4枚を立てている。屍床仕切石の設置

は墓墳床面に小土坑が掘削されていることから敷石敷設前に行われた可能性が高い。ただし、第44図で

は側壁の基底石の下までその小土坑が及んでいるような状態としているが、石室構築前に掘り込まれて

いたかどうかは明確ではない。この屍床仕切石を挟んで、下面の設置される高さはほぼ水平で、あるが、上

面は奥壁側がやや高い。

なお、図示していないが、図版36-3を見ると屍床仕切石から南側にやや大型の石材が散在しており 、
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その横から須恵器が出土していること、

さらにこの石材の下から人骨や遺物が出

土しているこ とから、上面設置後の埋葬

に伴う棺台であった可能性もあることを

明記しておきたい。

(4 )遺物の出土状況(第45・46図，図

版33"-'36)

上述したよ うにJ-第159号墳で、は床面

が2面確認できる。遺物と人骨はすべて

上面から出土しており、下面に埋葬が行

われた という積極的な根拠はない。富士

山麓、愛鷹山麓の横穴式石室では床面が

複数面確認されることが多いが、石室構

築当初の床面から造物が出土しないこ と

もあり、埋葬面の認定に当たっては慎重

な検討を要する。

上面(屍床仕切石~奥壁側，石室北半)

玄室北西隅角付近で、 鉄鍬、万子、万

装具などが出土しているが散在した状況

であり、 二次的に移動された可能性が高

い。 その南、右側壁に沿って万装具、大

万片が出土しているが、大万(177"-' 

182)は大きく破壊されて小片となって

いる。この大万の万装具と推測する責金

第 3節須t11古積群の爾笠成果 3.須i:tlJ-第159号積

。
(1 : 50) 2m 

具や吊手孔環付足金物なども散在してい 第44図須津J-第159号境横穴式石室基底石および墓域実測図

る。また、万装具 (196)は屍床仕切石の北側と南側で出土しており、 この大万は追葬に伴い破壊され、

大きく移動されている可能性が高い。大万片出土地点の南側では平瓶 (138)と弓両頭金具5点 (261・

263"-'266)などが出土した。上面出土の弓両頭金具もう一点 (262)も出土位置が特定できないが、 こ

の周辺で出土した可能性が高い。また、屍床仕切石のすぐ北側の左側壁側で鉄鍛多数 (221など)が出

土した。鉄鍛 (235)は北東隅角部付近から単独で出土した。なお、鉄鍬は右側壁隅角部では尖根式が、

屍床仕切石の北側では平根式が纏まって出土している。

耳環は屍床仕切石の北側、 玄室のほほ中央で出土した。2点が近接して出土しており、遺体に装着さ

れた状態での原位置を保持していないことは明らかである。

上面(屍床仕切石~入口，石室南半)

屍床仕切石~入口では全面的に遺物が出土しているが、人骨が埋葬された北西部分には玉類と万子の

みで、それを取り囲むように須恵器、大万等が副葬されている。玉類はN-61の人骨に伴う可能性が高い。

北東隅で破片となった馬具(轡， 172"-'174)や鍔(185)が、その南側で須恵器杯身、杯蓋、平瓶、

高郎、広口壷が出土した。平瓶(140)は広口壷の破片部分からも出土しており、破壊された状態でこ

の位置に置かれた可能性が高い。

これらの須恵器のそのさらに南側で、大万(175)が鍔 (186) と鋼 (176)が装着された状態で石室

63 



買15j在須t:Il古墳群

196 (刀装具)

jA-

~ハ」

210 (万子)

221・223(鉄織~)
248・257・260(鉄鎌)I 

--j---219(蛸 )一 一」

ι- 220(鉄鎌)

243(鉄鎌)
い 22S(鉄鎌)

224(鉄鎌)

172(馬具)

126 (町、身)

111(亦董)

127 (郎身)

一一一 121(町、身)

128 (杯身)

11S(亦董)

ー114(坪身)

- 丸 玉

圃須恵器片

企.金属製品

企金属片

。 (1 : 20) 

第45図須津J-第159号墳横穴式石室漬物出土状況図①
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~I~ 土器(西半) 土器(鮮) IT 

第 3節 須r事古墳鮮の調査成果 3 須訂tJ-第159号墳

※ 1: 221・213
253・255

256・259
130 . 220 

143 . 224 

226 

-丸玉

・須J!1*苦片f

... 金属盟品

企金属片

玉類・鉄製品 ト

? (1: 20) 

一一
第46図須津J-第159号漬横穴式石室遺物出土状況図②
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パ



主 rト

。
ふペーレ

二した。 って し

て していたこ

T 

ない。

r して

として，

こした。

主しコことカミ宅

ことに、

毅f);~t. lδ へ't.t.O ・t.t.ö 内~Gj'J. t..:J ( へ〆t.'!O ・t.'!δ へ't.'J l ，t.'J.J，t.:J'J円、't.'J/，t.:J'::1・t.OU) 、会オ III!.同~壬ff主毛~t.O1 ，..，，_ t.OO)、是認R思議苦手

(138) 

石盤上面〈麗床仕切石~入江南半)

五類(141'""163・168輸出9)、蕗其(172'"174)、大刀・万装具(175・176・185・186)、刀子(197'""2∞・206・207)、

須恵器(108，，-，131・134・135・137・139・140)

石室上面刀装具(196)

石窓覆土玉類(164'""-'167)、大刀 e 万装具(179・182・188・189)、万子 (216・217)、鉄蟻 (227..

236・247・252・254・258)、Z露恵器(132)

土器須恵器杯蓋11点、部身15点、高部 l点、盛2点、広口蜜 l点、平難3点が出土した。
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第5tt須i1t古噴群

三塁、三下、 Ff!?当、長31
石室 k函 108 石室上面 109 右窒上面 110 石室上面 1

 
1
 

1
 

_，_...._~~~~~ -三 雪
ノーーー一一一一七二二三三ア‘ 石室上直l

j子三一、 ぷ士一当

τ三三ノミ斗三三五三 ミーヌ
ミ三ヨミーヌモ王ゴ三長J
ムイ ミ三玉3 実三ーメ

三ヨ;£与え一一て 129一ど
ミヨヌ 三コーーノ

ι九

三毛ミ 石室上面

七三主上面 116 

で弓gy 一一p・"'--"，=ーーニ=='

131 

石室上面.IJ%~~仕切七~入口(南半) :108-131 
石室内領土 132周li't:133 

1「[」ど 3) 1Ocm 

第48図須津J-第159号演出土土器実測図①

須恵器亦蓋は、特徴から 4種類に区分できる。杯蓋aは半球形で、口縁と天井の境に稜や凹線がない

もので、口縁部が内湾し、端部が丸く収められるもの(108"-'1 10)である。杯蓋bは回線があり、口縁

端部が外反するもの(111)である。杯蓋cは浅い回線あるいは稜があるもので、口縁部に内傾する段

を持つもの(112"-'115)である。坪蓋dは形態的には杯蓋aと類似するが、天井が平らなもの(116'"

118)である。

杯身は、たちあがりの高きと、器高で4種類に区分することができる。杯身aはたちあがり、器高が

高いものである(119・120)。杯身bはたちあがりが低く、受部は外上方に向かうもの(121・122)。杯

身cはたちあがりが短く、ほぼ受部と同じ高さで、受部端部が内湾するもの(123"-'126)。亦身dはた

ちあがりが低く、受部と同じ高さで、器高が低いものである(127"-'131)。この他、 132は杯身bに分類

できる可能性が高い。

なお、へラ記号からみると、 115と129・130がほぼ同一、 113・114と124が同じへラ記号であることか

ら、組合関係にある可能性が高い。また、杯蓋・杯身はすべて湖西産の可能性が高い。

高杯(134)は、 無蓋短脚高杯である。杯部は境形で、口縁部は内傾する面をもっ。脚部は接合部か
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第 3節須肖I古墳幹の関笠成果 3 須科JJ-第159号噴

石室上面 134 

石実上!茄

ヰ干華道上回屍床仕切石~奥皆(:It半): 138 
。

(， : 3) 10cm 
石お上面屍床仕切石~入口(i%"半):134・135・137・139・140

第49図須;宰J-第159号壕 出土土器実測図②

ら垂直に下がった後、急激にハ字形に外反し、端部には面をもっ。自然柚は黒色を呈し、亦部内面およ

び脚部内面に付着していることから、 2回にわたり焼成されたことが判明する。また、器形や胎土、自

然紬の特徴から湖西窯産ではない可能性が高い。口径9.6cm、器高8.7cmで、ある。

魁は l点出土している。 135は、ほぼ完形に復原でき、頚部は細く直立して立ち上がった後急激に外

反し、口縁部で段をつけさらに外反する。胴部は肩部に最大径をもっ肩平な球胴で、底部には回転へラ

削りが施きれる。注口は接合されたI賞口であり、口は外上方を向く。注目の周囲には特に文様はない。

湖西産の可能性が高い。

広口壷(137)は胴上部と中央部がほぼ同じ最大径で、胴部は肩の張る球胴である。頭部はく字形で、

口縁部は外傾する面をもっ。口径11.2cm、器高17.0cmで、ある。底部には窯詰め際の安定を取るために設

置された粘土が付着している。この付着物に遮られて見えにくいが、底部にはへラ記号が刻まれている。

このへラ記号は坪蓋・亦身に施された「二J や rX J などとは異なり、図では縦・斜め方向 4本の沈線

とそれに直交する二本の沈線、その左側に斜め方向の沈線が施されている。湖西産の可能性が高い。

平瓶は 3点(138'"140)出土し、形態的には類似する。 138が屍床住切石より奥壁側、 139と140が屍

床仕切石の南側で出土した。胴部は胴上部に最大径があり、扇平な球胴である。 138・139は手持ちの静

止へラ削り、 140は回転へラ削りが行われる。 3点ともに頚部は直立に近いが逆ハ字形にたちあがり、

口縁端部は内傾する段がある。平瓶3点は湖西産の可能性が高い。
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第3節須!It古漬群の調査成果 3 須tIlJ-第159号墳

玉類 丸玉29点(141"-'169)が出土した。色調は黒褐色を呈するもので、材質は石材であるが、自然

科学分析を行っていないことから、 種別は特定できない。直径8"-'10皿、全長(高さ) 7"-'9mm、穿孔

部分の直径は2.5"-'4. Ommで、ある。

耳環銅地金張の金環が2点(170・171)出土した。 2点はほぼ同じ大きさ、断面楕円形であること

から、同一被葬者に伴うものである可能性が高い。また、小口部分に撤が確認できることから銅地に金

箔を巻き付けて製作したものであることが判明する。直径約1.8cm (全長1.7cm，幅1.9cm)である。

馬具鉄製環状鏡板付轡 I組分(172"-'174)が出土している。大型矩形立聞環状鏡板付轡 (172' 

173)で、衝は失われている。鏡板は部分的に欠損しているが、復原で環は楕円形で、その環に大型矩

形立聞(回字形)が鍛接されるものである。環の断面は円形で、大型矩形立聞鍛接部分も円形である。

法量は復原で、全高5.1 "-'5. 2cm、環高3.8"-'4. 1 cm、環l幅7.0cm、立聞幅3.3cm、立聞高1.2"-' 1. 3cmで、ある。

引手(174)は引手査部分が残存しており、く字形の引手壷で、軸は一条線で摂りがある。 174の図上部

で摂りがなくなり直線的になることから、沼津市東原 l号墳例(東海古墳文化研究会2006)のように引

手の中央付近で摂り替えが行われた可能性もある。

鉄器 大万(175)は鈍(I76)、鍔(186)が装着された状態で出土した。大万は反りのない直万で、

茎尻が欠損する。関は直角均等両関で、茎は茎尻に向かい先細る。茎には目釘孔が l孔穿たれ、鉄製目

釘が残存する。残存長71.4cm、万身長61.2cm (復原万身長61.5cm)、|幅3.1cm、棟厚き3.5mm、茎残存長

10.2cm、最大幅2.0cmで、ある。目釘の残存長は2.2cmで、あり、少なくとも木柄の厚さは 2cm以上あったと

想定できる。鍔(186)は鉄製倒卵形八窓鍔である。透窓はほぼ均等に配置されるが、棟側の 4孔が図

面右側にずれている。内九は倒卵形である。断面は縁がT字形であり薄手に仕上げられる。金銅装鍔を

模倣した鍔といえる。長軸7.4cm、短軸6.0cm、内孔の長軸2.7cm、短軸し9cmで、ある。

177"-'182は大万の破片で、 177"-'179が万身片、 180，.....，182が茎片である。 180は鉄製目釘が残存する。

181は茎尻で一文字尻である。

鍔(185)は鉄製無窓鍔である可能性が高い。平面形は倒卵形であったと想定できる。断面は細長い

長方形であろうか。万装具(183・184)は大万柄頭の懸通孔に装着された鉄製鵡目金具である。この金

具は 2点ともに長方板の上部を折り曲げた後さ らに筒形に成形したものであり、接着面は蝋付けされた

可能性が高い。この金具の存在から倭系大万(頭椎大万の可能性が高しミ)が副葬された可能性が高い。
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第51図須津J-第159号墳横穴式石室出土金属製品実測図②

71 



第5章 須渇I古墳鮮
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第52図須津」ー第159号墳横穴式石室出土金属製品実測図③

この金具の付近から大万の茎尻と茎片が出土している。柄頭が確認できないこ とから、有機質の柄頭で

あった可能性がある。この大万の刃部片が右側壁隅から出土しており、撹乱時にかなり破壊された可能

性が高い。 190・191は鉄製吊手孔付足金物、 192'"'-'196の鉄製責金具もこの大万に伴う可能性が高いが、
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めたものである。筒部は鉄板を円形に折り曲げ、先端を花井形に折り曲げたもので花弁は 4---6弁であ

る可能性が高い。全長2.7'""-'3.3cm、簡の薦議5闘である。

(7)埋葬人骨について(第23饗)

人骨鑑定報告(本節第6項)で詳述するため、ここでは要点のみ記載する。

人骨は、すべて上面から出土した。

厩床仕切石~輿盤{北半) 擁床仕切石~奥離(北半)からは、長骨(大腿骨など)、頭蓋骨が砕片と

なって 2箇所 (N-I・2と部一31)で出土している。この入管付近からは簡が多数出土しており、密の唆

耗度から壮年と考えられる。
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第 5草須t:lti'片墳群

屍床仕切石~入口(南半) 屍床仕切石~入口 (南半)では、長骨や頭蓋骨が押し潰されたような状

態で出土している (N-61)。その中に腔骨に仙骨が付着しているものがあり、集骨された状態で埋葬さ

れていたことは明らかである。この集骨内で出土した下顎骨に釘植している歯からはこの人骨の死亡年

齢は壮年と想定できる。

石室内 この他石室内からは60点以上の歯が出土しており、歯の特徴からは成人3"'4人分が混在し

ている可能性が高いことが推定できる。頭蓋骨が3箇所 (N-1. 2， N-31， N-61)で出土することも歯

の鑑定結果を裏付けているといえよう。また、すべての人骨は被熱していない。

なお、 J-第159号墳出土人骨は、壮年~熟年のもので、未熟者や老年のものは出土していない。残念

ながら性別は不明である。

つまり、 J第159号墳の人骨は集骨された状態で出土し、埋葬されたのは成人3"'4名であることが

判明した。

(8 )小結

築造時期 築造時期について、須恵器杯身(119・120)は口径が約 9cmで、あり、遠江W期前半に位置

づけることができる。八窓鍔(186)は遠江田期後半ごろまでに主体的に流通すると考えられているが、

遠江W期以降も残存する可能性もある。この鍔以外に確実に凹期末葉以前に遡る遺物はない。

したがって、 J-第159号墳の築造時期は遠江町期前半の可能性が高いが、 186のように遠江田期末葉以

前に遡る可能性がある遺物が存在することから田期末葉以前に遡ることも考慮しておく必要がある。

追葬 須恵器杯身(121・122)は器高がやや低く、遠江町期前半でも新しい時期、 129"'131はたちあ

がりと受部の高さがほぼ同様で、あることから、遠江N期後半に位置づけることができる。したが、って、

築造時期と考えられる119・120などのほか、少なく とも2時期の遺物が確認でき、人骨の鑑定が3"'4

人の埋葬とするのと合致しており、少なくとも 2回の追葬が行われた可能性が高い。

各時期の副葬遺物 須津J-第159号墳では遺物が多いため、出土位置ごとにまとめたものが第53図で

ある。石室内に 3"'4人の埋葬が考えられることは須恵器が3時期分存在するのとほぼ合致する。また

破壊が著しい大万や鉄鉱などは石室北半に多く確認できる。

須恵器は屍床仕切石~入口(南半)にまとめられており、混在するような状況を示すことから出土位

置により明確に区分することは困難で、ある。型式学的に遠江町期前半(2時期)、 W期後半に区分でき

るのみである。また、屍床仕切石より奥が埋葬場所として強く意識されていたと仮定すれば、そこにあ

る金属製品は初葬時と早い段階の追葬に伴うものといえる。しかし、遠江1V期前半以前にさかのぼる可

能性のある鍔付大万(175)は入口付近で出土しており、移動されている可能性が高いため、金属製品

についても出土位置から副葬時期を特定することはできない。

なお、屍床仕切石南側の玉類出土箇所と人骨出土箇所 (N-61)は一致しており、この人骨に伴う可能

性が高いが、どの段階の埋葬かは特定できない。

したがって、須恵器杯蓋・杯身以外は明確に時期区分することは現時点では困難で、あり、時期がある

程度想定できる遺物のみま とめておきたい。須恵器では 3時期が想定できるので、 3人の埋葬の場合の

それぞれの遺物を記述する。

初葬時に伴う可能性が高い遺物須恵器(108'"1 10・119・120)、大万(175)

追葬に伴うもの(1回目) 須恵器(111.117・118・121"'123)

追葬に伴うもの(2回目) 須恵器(112'"116・124'"131) 
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4.古墳に伴わない遺物

( 1 )縄文土器(第54図，第19表，図版45)

縄文土器のうち文様のある破片 3点を図示した。 267"-'269は、同一個体である可能性が高く、 267は

口縁部の破片で、外面には沈線による矢羽状の文様が描かれている。 268・269は縦位の沈線で三角形を

連続的に表現する。上記の特徴から、縄文時代前期後半の諸磯c式土器の深鉢である可能性が高い。

(大谷)

(2 )石器(第54図，第22表，図版45)

縄文時代の打製石斧 l点 (270)が出土した。

打製石斧 270は打製石斧の刃部である。全体的に細かな剥離が施され、精織に製作された印象を受

ける。縁辺に潰れは確認できない。上半部が折損しているため、全体の形状は不明だが、おそらく短冊

形であると推測きれる。石材は頁岩である。 (柴田)

( 3 )須恵器(第54図，第19表)

須恵器 l点 (273)が l区の表土中から出土した。 J-第6号墳かJ-第118号墳に伴う可能性が高い。

273は杯身(あるいは杯蓋)の破片である。底部は平底に近く、へラ削りが行われている。(大谷)

(4 )金属製品(第54図，第21表，図版45)

包丁 鉄製包丁 (271)は棟側が刃先に向かい弧を描き、刃部は直線的に刃先に向かう。関はほぼ直

角で、非常に深い。茎は最大幅が1.lcmと非常に細く、端部に向かつて細くなり、残存部分で 5凹であ

る。帰属時期は不明である。

煙管(吸口) 銅製で、鋼板を折り曲げて形を整形し、蝋付けしたものである (272)。吸口側は端部

を内側に折り返している。全長7.6cm、羅宇側直径1.lcm、吸口側直径6凹で、ある。帰属時期は不明であ

るが、江戸時代の可能性が高い。 (大谷)
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5.須津古墳群出土遺物観察表

( 1 )須津古墳群出土土器

第19表須;寧古墳群 出土土器観察表

出土位雌
抑図 図版 遺物 1I別 緑樹
番号 番号 番号

石結
土師罷 高盤つ

覆土

2 須恵鉛 珂〈量主

3 須憲君量 同ミ童主

石室上面
16 4 須恵i揖 杯盤

5 須恕告書 杯身

6 須恵語界 杯身

7 須恕烈 珂Z身

J-第6号境 29 
8 須)'，!(僻 壁瓶頼

周溝
17 9 須恵僻 平版

10 須惑告書 理

II 須恕器 狸

石縮 12 須恵器 懇

額土 13 須恵椴 ~ 
14 須恵宮E 型

J1dii持
17 15 須恵器時 麹

石筆内
25 

101 須恵苦nI l!! 
覆土 102 須恵告書 ! ~ 

J-第118号墳
石室般乱

38 
103 須恵磁 箆瓶頬

石室内
104 須]~{舘 回

在l土
105 須恕AA ~ 
106 須恕脅E "品" 
108 須YJJ似 杯i進

109 須恕保 郎総

110 jJiJ1:(俄 杯磁

37 
111 須忠僻 t干蕊

112 須J，gf~i 杯iI

113 ii'j恋1掛 何Z総

114 3jn'J~器 珂Z蓋

115 ii'UJ.!曹1 珂=蕊

38 
IlG ~iJ2X総 杯溢

117 須)l{即 珂、諮

37 118 穿iY.t{{}~: 杯議

119 ii'iYJ.l世J f平身

石室 I:ilii 120 事1!J.lM 向、身

121 須思官f 珂Z身

48 122 須恕起J jif品t
38 

123 m泌総 肝、身

124 須!J.(皆} 係長t

J第159号杭
125 須Jl(出i t千身

126 ii1泌総 杯身

127 須;，Ef.i 杯必

128 ii'iJ1!.出} 問、対

129 通lJ.HR-:: 筒、身

130 須磁器} 杯持

39 
131 grmi鰐 杯身

石室内
132 須必需 jif身m土

同U~ 133 多訓i'i垣n，'間."， ff、身

有五上而
134 ii1恕儲 rz郎

40 135 須立{器; m. 
!司i措 I49 

39 136 須恕藷} 官弘

137 当QJ.ll再l 短!.1j珪f

石室ー|ニ而 40 
138 須1l(~: 平!飽

139 須!~~fi:i 平瓶

140 通~恕間性 平l鼠

267 純文土保 鉢類

268 純l文土~ 鉢膏i
Tr. 17 茨土 45 

54 
269 事u文上部 鉢煩

l区 ~土 273 須恕舘 t干~i

部位
残存率 器商
(%) (cm) 

銭合部
7 

~脚部
全体 100 3.4 

全体 100 3.3 

全体 100 3.2 

全体 100 3.1 

全体 100 2.8 

全体 100 3.1 

劇部 10 

口縁~
胸部

20 

1同部片

胴部片

胸部片

腕部片

胴部片

口縁~ 7 
!胸fffl
ロ縁部 8 
，田部 11 

腕部 12 

腕郡片

l胸部片

!胸部片

全体 100 4.0 

全体 99 3.8 

全体 100 3.8 

全体 100 3.9 

全体 100 3.5 

全体 100 3.5 

全体 99 3.8 

全体 99 3.6 

全体 100 3.7 

全体 99 3.3 

全体 100 3.1 

全体 100 3.8 

全体 100 3.8 

全体 100 3.2 

全体 10日 3.1 

全体 100 3.4 

全体 98 3.5 

全体 100 3.4 

全体 100 3.2 

全体 98 2.8 

全体 100 2.8 

全体 100 3.0 

全体 98 2.7 

全体 100 2.7 

円綜~ 10 
底部

口緑~ 10 
l底部

全体 95 8.7 

全体 95 14.7 

日銀部 B 

全体 100 17.0 

全体 100 17.0 

全体 100 15.6 

全体 100 15.3 

口縁部

~r:1I 

闘部

脳部 20 
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第 3節 須w古漬鮮の闘査成果 5 須色u古樹1芹出土遺物観察表

器径 口径 底径 色鋼 色闘
備考

(cm) (cm) (cm) (外面) (内面)

俊 (5YR7/6) 位(7.5YR6/6)
(脚付盤)
赤彩

9.2 8.8 4.1 灰貨(2.5Y6/2) 貨灰(2.5Y6/1)

8.8 8.4 3.4 灰(10Y6/1) 灰白(7.5Y7/1) ヘラ記号

8.8 8.5 3.8 灰(5Y6/1) 灰白 (5Y7fl) ヘラ記号

9.0 7.3 3.4 灰 (7.5Y6/1) 灰(10Y6fl) ヘラ記号

9.1 7.2 4.2 灰(5Y6/1) 灰(5Y6/l) ヘラ記号

9.3 7.4 3.8 灰 (7.5Y6fl) 灰(7.5Y5/1) ヘラ記号

灰貨 (2.5Y6/2) 灰(5Y6/1)

(26.3) (13.2) 灰黄(2.5Y6/2) 灰賀(2.5Y6/2)

灰(N4/) 賞灰(2.5Y5fl)

賞灰(2.5Y6/1) 前灰(2.5Y6/l)

灰(N5/) 前灰(2.5Y5/1)

灰 (5Y6/1) 灰(5Y6/l)

灰(5Y4fl) 灰貨(2.5Y6/2)

(69.0) (33.8) 灰政 (2.5Y6/l) 灰鈍(2.5Y6/1)

(30.0) 灰 (7.5Y5fl) 灰(5Y6/1) 102と同 個体

灰(7.5Y5/l) 灰(5Y6/l) 101と同一個体

灰前 (2.5Y7/2) 灰'i1i(2. 5Y7/2) 

政灰 (2.5Y6fl) H白灰賞(2.5Y5/2)

灰白(2.5Y7/1) 灰白(10YR7/1)

灰(5Y5/1) 灰(5Y5/1)

10.3 10.0 3.8 灰 (7.5Y6fl) 灰白(5Y7/2)

9.9 9.5 3.2 灰(N5/) 灰 (N6/)

10.1 9.7 3.1 灰白 (I0Y7/1) 灰(7.5Y6/1)

9.5 9.3 4.1 灰(7.5Y7 fl) 灰(7.5Y6/1)

9.9 9.4 3.5 灰 (5Y6/1) 灰(5Y6/1)

9.5 9.3 3.2 灰(5Y6/1) 灰貨(2.5Y7/2) ヘラ記号

9.6 9.3 3.8 'i11灰(2.5Y6/1) 前灰(2.5Y6/1) ヘラ記号

9.4 9.5 4.2 灰白(5Y7/1) 前灰(2.5Y6/2)

10.0 9.6 3.6 灰 (7.5Y6/1) 灰(7.5Y6/1)

9.7 9.5 3.7 灰(I0Y5/1) 灰(5Y6/1)

9.7 9.4 4.3 灰 (5Y5/1) 抗灰(2.5Y6/l) ヘラ記号

10.7 8.9 4.4 灰(5Y5/1) オリープ阪(5Y5/2)

9.9 8.5 2.6 灰 (N5/) 灰(7.5Y5/l)

10.5 8.8 4.0 灰 (7.5Y5/l) 灰(5Y6/1)

10.3 8.6 4.4 灰(N5/) 灰(N6/)

10.5 8.4 5.1 灰(5Y6/1) 灰(7.5Y6/l) へフ記号

10.6 8.7 3.5 灰(5Y6/1) 灰到(2.5Y6/1) ヘラ骨日号

10.2 8.2 4.1 灰(5Y6/1) 灰針(2.5Y6/l)

10.2 8.4 3.5 阪(7.5Y5/1) 民(5Y6/1)

10.0 8.5 4.0 灰(5Y6/i) 灰オリープ(5Y6/2)

10.2 8.3 4.1 灰(N3/) 灰(7.5Y5/1) ヘラ沼号

10.0 8.1 4.5 灰(7.5Y5/1) 灰(5Y6/l) ヘラ配勾

10.1 8.3 4.8 灰(5Y5/1) 灰(5Y6/1) ヘラ記号

9.9 8.3 4.6 灰(7.5Y4/1)
オリ プ灰

(2.5GY5/1) 

(9.5) (7.9) 
l陪オリ プ灰

灰(N/5)
(2.5GY4/l) 

(9.4) (8.0) 
オリ プ/.1.¥

灰(5Y5/1)
(5Y3/1) 

9.6 9.6 8.6 略行灰(5PB4/1) 附III灰(5PB4/1)

13.4 11.3 灰(N5/) 灰(N5/)

(12.0) 灰政(2.5Y6/2) にぷい前(2.5Y6/3)

17.6 11. 2 灰白(N7/) 灰白(N7/) ヘラ紀ぢ

14.5 6.1 灰白(N7/) 灰白(N7/)

14.4 6.3 灰白(N7/) 以白(N7/)

14.6 6.5 灰白(N7/) 灰白(N7/)

初(5YR5/6) 明赤拘(7.5YR4/3) 1!11~式

位(7.5Y6/6)
にぶい泌総

防磁式
(I0YR6/4) 

にふ'い拘

(7目 5YR5/4)
明拘(7.5YR5/6) 情吸式

s['iY){蹴(2.5Y5/2)耳目灰筑(2.5Y5/2)

( )はij.(1f，((j'i



第5草須滞古墳群

(2 )須津古墳群出土玉類

第20表須津古墳群出土玉類観察表

山土位位
折p図 図版 遺物

楓頬 材質
直径 全長 孔径 重量

色間 備考
番号 番号番号 {四) (皿) (皿) (g) 

石室上面 件|
勾玉 f想玉j 3.6 4.0 12.36 濃緑色 片側穿孔

メL玉 不明 8.0 7.0 3.0 0.59 少し緑がかった民 税剤、極木般か?

石室寝土 j，s， ガフス 8.0 7.0 2.0 0.66 紺色

石棺覆土 19 小玉 ガフス 4.0 3.0 1.0 0.04 紺色

20 小玉 ガラス 4.0 3.0 1.0 0.05 紺色

21 小玉 ガラス 4.0 
|| 22.8 5 

1. 5 I 0.04 紺色

トZ-一寸小、豆玉一寸| 
ガラス 1. 0 I 0.04 紺色

ガラス 4.0 2.5 4.0 紺色

24 小玉 プfラス 4.0 3.0 I 1. 0 紺色

25 小五 ガラJえ 4.0 2.5 1.0 0.05 紺色

石桁覆土 26 ノ1、玉 ガラス 4.0 2.2 1.0 0.04 紺色

石室上面
27 d、::E ガラス 3.5 2.5 1.0 0.04 紺色

28 ガフス 3.8 3.0 1.0 紺色

石紅I宿土 29 小玉 ガラス 3.5 3.0 1.0 0.04 紺色

石室上前l 30 小玉 ガフス 5.2 4.0 2.0 0.2 黄緑色

Hs6-1}積 T石棺N酉_，土 I 17 31 小玉 ガラス 4.5 I 2.5 (1. 0) 0.03 紺色

32 小玉 ガラス 4.0 2.2 i.2 0.02 紺色

33 小玉 ガラス 4.8 3.0 1.5 0.09 晶f色
34 小玉 ガラス 4.2 3.2 i.O 0.08 紺色
。35 小玉 ガラス 3.8 2.2 ¥.0 0.03 紺色

36 小玉 ガラス 3.5 3.2 1.0 0.06 紺色

37 小玉: ガァλ 1.5 0.04 紺色

38 小玉 ガラス 4.0 2.3 1.0 0.04 紺色

石室覆土
39 小玉 ガラス 4.0 2.2 1.2 0.05 紺色

40 小玉 ガラス 4.5 I 2.2 (i. 0) 0.02 紺色

41 小玉 ガラス 4.0 2.0 1.5 0.04 紺色

42 小3i ガラス 4.0 2.5 1.5 0.05 鮒色

43 小玉 カ@ラス 3.8 2.2 i.G G.05 紺色

44 小玉 カ。ラス 2.2 4.2 1.7 0.03 紺色

45 I1、1L J~'ラス 3.5 2.0 1.2 0.04 紺色

46 小3， カ'ラス 3.8 2.0 1.0 0.03 紺色

一~ 丸玉 Ea盟 10.0 9.0 2.5 1. 07 よ県縄色 月面 穿孔か

[42 Jも孟 石製 9，0 9.0 4.0 0.77 I 烈褐色 片面穿孔か

143 丸玉 石製 9.5 9.0 3.2 ]. 00 瓜褐色 片面 穿孔か

11444 5 
丸玉 石" 9.2 8.0 2.8 0.74 m褐色 片面穿孔か

丸玉 石製 9.0 9.0 3.0 0.60 然倒色 片面穿孔か

146 丸玉 石製 8.0 8.0 3.0 0.77 鳳縄色 片面穿孔か

[47 丸玉 石製 9.0 7.5 3.2 0.60 1.&拘色 片面穿孔か

148 丸玉 石製 9.5 8.5 3.5 0.72 鍋掲色 片面穿子Lか
149 丸玉 石製 9.5 9.5 3.0 0.85 瓜補色 片面穿孔か

I [50 丸玉 石製 8.8 日.5 3.0 ワ78 照梢色 片面 穿孔か

151 メL玉 石製 9.0 7.5 3.0 0.77 且i褐色 片面穿孔か

石室I:i!i I [52 丸玉 石製 9.0 9.0 3.0 。74 泉純色 片岡穿孔か

I [5J 丸玉 石製 9.0 8.0 3.0 日74 燃褐色 )4面穿孔か

I 154 丸:Ii 石製 百日 7.8 3.2 0.59 !!¥絹色 片面~孔か

J-第159号墳 41 155 九玉 石製 9.0 8.0 3.0 日。65 黒褐色 片面穿孔か

156 丸玉 石製 9目 5 8.5 3.5 1. 13 熊楠色 片面穿孔か

157 丸玉 石製 8.0 8.0 2.7 0.72 m褐色 片面穿孔か

158 丸玉 石製 9.0 8.5 3.0 0.65 黒褐色 片面穿孔か

159 丸玉 行製 7.0 2.5 0.38 !弔絢色 Jt函 穿孔か

[60 丸玉 石E型 8.0 7.0 3.0 0.44 瓜絢色 片面 穿孔か

I IS[ 丸玉 石製 9.1 7.2 2.5 0.46 黒褐色 片面穿孔か

162 丸玉 石製 9日 8.0 3.0 0.46 期制色 片面穿孔か

163 丸互: 石製 9.3 9.0 3.5 0.71 m拘色 片面穿孔か

164 丸玉 石製 9.5 7.5 2.5 
00.669 1 

且1縄色 片面穿孔か

1:i室磁土
165 丸玉 石製 8.7 7.2 2.5 l且褐色 片面穿孔か

165 丸玉 石製 8.0 7.0 3.0 0.43 m絢色 片面穿孔か

167 丸玉 石製 10.0 9.0 2，5 
00753 0 期胤尚補色色

片面穿孔か

石室上面
168 丸玉 石製 9.5 8.5 3.0 片面穿孔か

169 丸玉 石製 8.5 7.0 3.5 0.36 県掲色 片面穿孔か

※ l ここで「醤玉j としたものは、自然科学分析を行っていないため極別を特定できないもので、建玉、緑色凝灰岩、蛇紋岩等の可能性がある ものである。

※2 ここで石製 としたものは、自然科学分析を行っていないため緩別を特定できないものである。
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m3節 須tlt古墳群の網査成果 5.須凶古樹i拝出土遺物観察表

( 3 )須津古墳群出土金属製品

第21表須津古墳群出土金属製品観察表

抑図 図版 遺物
部位・状態 I重処保量理存(後g) 全畏 幅

自臨』社側
軍i部長 顕部躯1 茎長 E色範

出土位位
番号 番号 番号

相E別 (叩) (叩)
万身幅

(岨) (叩) (田) (叩)
備考

(cm) (cm) 

17 47 主ド環 3.79 1. 55 1. 65 金環

48 別具 型F 1172.96 (文査中)

石室上面 17・20 49 .I.~具 鮫具 27.58 5.8 4.5 

50 .l.~具 鮫具 37.47 5.7 5.4 

30 51 日1具 借金以 8.11 3.2 2.3 

52 児具 ~Il金共 8.53 3.2 2.3 

石筆覆土 53 瓜具 荷予金具 36.5 1.5 2.3 

-俊乱土 54 不明 鋲 0.24 (1. 5) 0.4 

55 不明 m金具か 12.6C (2.8) 1. 95 

56 | 小万 万身~茎 140 (34.2) 2.2 26.8 2.2 (7.4) 2.0 

18.20 
|川!錨可6能1を)伴性を油うと相。t切な羽当。う57 大刀 刀身~茎 560 77.4 3.0 62.8 3.0 14.6 2.8 

石室上面 58 万量産u| 踊日11"'\~!; 'fT..晶」 18.41 3.7 2.5 

59 刀装具 鍔 25.73 4.4 3.7 i伴鮒う鍔。。刀(56)に

60 |刀装具か 鍔か 8.43 (3.3) (4.6) 

61 刀装只. 切羽 19.96 5.2 4.2 

石室磁土 18 62 刀S主共 錦 0.67 (1. 2) 1.9 

63 刀子 刀身~茎 17.27 (13.3) 1.3 9.0 1.3 (4.3) 1.0 |伴刑岬うSIzj:c;¥岨jを

石室上面 18・20
64 万子 |刻~主 3.61 (3.7: 1.2 (1. 2) 1.2 (2.5) 1.0 

65 刀子 刀身~茎 7.13 (12.6) 1.0 (8.1) 1.0 4.5 0.7 

66 鉄線 鍛身~ 9.40 (13.4) 0.8 0.6 0.8 12.0 0.5 (0.8) 0.4 

石笠下而
67 鉄量産 鍬身~自主 7.65 03.9 0.8 (0.5) 0.8 13.1 0.6 (0.3) 0.4 |尖線ii2ii古式

68 鉄鉱 鉱身~型n部 9.23 12. 0.7 0.4 0.7 日11百1 0.4 ロE

69 鉄鉱 7.36 12.0 0.8 0.7 0.8 1(11.3) 0.5 |尖板Bi百武

石出上回 70 鉄量産 幼S 、，町1岨《 20.4 (2.9) 0.8 0.6 0.8 (2.3) 0.5 

71 鉄量産 描長身~茎 12.38 16.0) 0.6 2.9 0.6 9.5 0.5 (3.6) 0.3 |尖根片刃筒式

72 鉄鉱 鉱身~装 9.40 15.0 0.6 3.7 0.6 0.5 (2.3) 0.4 

尖尖尖根般根1J日1「刃刃刃筒ii市河式式式J首168-JfS 73 鉄鉱 7.01 (8.9 0.6 (2.9) 0.6 (6.0) 0.4 

74 鉄鍍 5.78 (9.5 0.6 3.7 0.6 (5.8) I 0.4 

75 鉄鉱 4.27 (6. I 0.6 3.6 0.6 (2.5) 0.4 

室主尖尖璽亙恨恨J1片互片t3刃E刃り摘筒前E式室式主76 鉄線 2.99 (5.5 0.6 3.3 0.6 (2.2) 0.4 

31 77 鉄鉱 量産主k lω (2.6 0.6 (2.6) 0.6 

:ri通i下而 78 鉄鉱 自民主J 0.67 (1. 6 。7 0.6) 0.7 

79 鉄鍛 曹11官1 9.27 101 0.7 11. 8) 0.7 

80 鉄鉱 喧1:軍~主任 8.88 1(13. 0.5 (7.6) 0.5 5. I 0.4 

19・21
81 鉄鉱 曹l部~拡 9.53 (10 0.5 (7.2) 0.5 (3.7) 0.4 

82 鉄鎌 曹lm~.......茎 6.33 (7.8 0.4 (7.2) 0.4 (0.6) 0.4 

83 鉄鉱 tïi古~~t長 12.92 1 (17. 0.5 12 0.5 5.1 0.4 

84 鉄鉱 曹ii~I~;lf 9.08 100 0.5 (9.0 0.5 (l.I) 0.4 

85 鉄総 蜂~;'市~芸 7.27 1(11 0.4 (1. 6 0.4 日.5 0.5 

651自~+
86 鉄鉱 前1部 4ω (5.3 0.5 (5.3 0.5 

87 鉄鉱 曹H官 3.54 (4.6) 0.5 (4.6) 0.5 

611下而
88 鉄鉱 百je~ 3.88 (4.9) 0.5 (4.9) 0.5 

89 鉄自陣 j!j1{1II 0.45 (1. 3) 0.5 (1. 3) 0.5 

石室 1:面 ω 鉄鉱 主主 3.49 (4.1) 0.4 (4.1) 0.4 

石笠「而
91 鉄描車 "A 0.87 (1.4) 0.5 (1.4) 0.5 

92 鉄鉱 益 0.54 (l. 5) 0.4 (1.5) 0.4 

石室組土 93 鉄線 & 0.16 0.2 (1.5) 0.2 

石室下而 94 鉄鉱 2晶 0.69 (3.3 0.4 (3.3) 0.4 

石;ii恒土 95 鉄鉱 主長 0.93 (3.4 0.4 (3.4) 0.4 

行:iii下而
96 鉄総 ~ 0.75 (3.8 0.3 (3.8) 0.3 

97 鉄鉱 3主 0.70 1 (3 0.3 (3.5) 0.3 

行進思i土 98 針 O. lO (1. 6 。l

99 皇| 0.16 (2.4 0.1 

17.20 
2.9 。l

石室上回
100 針 0.35 

2.9 0.1 
4本続行。

剣先 (1.3) 0.05 

剣先 (1.2) 0.05 

J知118号域 行当 39 25 107 717- 刀身~茎 9.02 1 (10.6: 1.4 (4.0) 1.4 6.6 l.1 

41 
170 .&:J;，1 6.15 1.7 1.9 ri長頑
171 .&:J;，1 4.97 1.7 1.9 |金原

172 1日只 呼(環状鋭敏) 9.74 (4.8) (5.2) I.;}一個体の可能

41.44 173 xcu [現状鋭叙 9.67 (7.0) (4.1) fゴヵ'ii:jい。

174 略兵 轡(ヨ|手! 123.48 (8.5) ， 2.8 (文話中)

石室上i耐

l凶問|ml7調5作1lこ7目う{6。釘う・残na存1。86) J-!ilI59+;-m 50 
42・43 175 大万 万身~孟 1600∞ (71. 4) 3.1 (6l. 2) 3.1 (10.2) 2.0 
.44 

176 刀器~n 組 7.4 6.0 

177 大刀 刀身 9.97 (5.8) 2.2 (5.8) 2.2 

178 大7J 7J比 18.31 (6.9) (2.1) (6.9) (2.1) 

.h'必 ト而百1+ 41 179 大万 刀身 5.5 (4.2 (2.2) (4.2) (2.2) 

伝説上岡
180 人:IJ 2長 2.03 (2.4 (1. 4) (2.4) (1.4) 

181 大刀 :古住 1.48 (2.2) 1.4 (2.2) 1.4 
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第5章 須l'Il古墳群

抑図 図版 遺物
保存

全長 事由
鍍身長 鉱身tIJ

理1部長 顕部事日 芸長 3産車問
LH土位置

番号 干普号 都4母
個別 部位・状態 処理後

(cm) (cm) 
刀身畏 刀身結1

(四) (咽)I (cm) (岨)
備考

重費(g) (咽) (cm) 

石室積土.jf乱 41 182 鉄万か 茎? 6.12 (5.8) 1.0 

42・44
183 万裟共 鶴自金五L 1. 60 0.8 1.3 聞 の鉄刀 に伴

184 万装u 駒田金具 0.95 0.8 1.3 う可能性が高し

石釜上回 42 185 万装具 鰐 5.45 (3.5) (3.0) 

42・44
186 刀装具 鍔 34.10 7.4 6.0 万(75)に伴う。

187 万装具 革開口金具 14.53 4.8 I (4.2) 

石室櫨土・僚乱
188 刀装具 純金具 1.40 (2.4) (1.4) 

50 42 189 万事長具? 錨 つ 0.65 (1. 9) (1.3) 

42・44
190 万装具 吊手子L付足金物 6.19 (2.4) (3.0) 

191 刀装n 吊手孔付足金物 4.90 (4.3) (2.0) 

192 万事長具 賞金具 1. 42 3.6 (2.2) 

193 万事長共 貸金具 3.03 3.2 1.8 

42 194 万装具 賞金具 1.28 3.5 (1.7) 

195 刀装具 貴金具 1. 12 4.3 (1.8) 

196 刀装具 賃金具 0.84 (3.1) (1. 6) 

197 万子 万身~茎 15.91 (15.0) 1.4 (9.4) 1.4 5.6 0.9 木柄万子

198 万子 万身~茎 19.45 (13.6) 1.5 (5.7) 1.5 7.8 ↓ 2 木柄万子

I鈎 万子 柄縁袈具 3.71 0.9 2.0 198に伴う。

2∞ 刀子 刀身~茎 13.23 14.1 1.1 5.8 1.1 7.3 0.9 
木柄刀子。柄縁装
具を伴う。

石室上面
201 万子 柄縁袈具 1. 80 1.1 1.9 

202 万子 刀身~茎 5.92 (7.7) 1.1 (4.1) 1.1 3.5 0.9 

203 万子 刀身~茎 5.63 (5.7) 1.1 2.9 1.1 2.8 I 0.9 
204 刀子 柄縁装具 0.41 0.5 (1.3) 203に制全う。

205 刀子 刀身~茎 7.52 (8.0) 1.1 (4.2) 1.1 3.8 0.8 木柄万子

51 41・44 206 刀子 切先 1. 75 (3.3) 0.9 (3.3) 0.9 

207 万子 茎 2.81 (5.3) 0.7 (5.3) 0.7 木柄万子

208 万子 切先 1. 91 (3.3) 0.9 (3.3) (0.9) 

20ゆ 万子 茎 2.04 (3.2) 0.6 (3.2) 0.6 木柄万子

210 刀子 切先 1. 35 (2.9) 0.7 (2.9) (0.7) 

211 刀子 切先 0.52 (1. 5) (0.8) (1.5) (0.8) 

212 刀子 切先 0.50 (1. 7) 0.7 (1.7) (0.7) 

213 刀子 切先 0.64 (2.1) (0.8) (2.1) (0.8) 

214 刀子 刀身~茎 4.00 (7.0) 0.9 (4.2) 0.9 2.8 0.8 木柄刀子

石室面土
216 万子 万身~I.刻 2.30 (2.9) 1.0 (2.3) 1.0 0.6 (0.6) 

217 万子 茎 1. 37 (1. 9) 0.9 (1. 9) 0.9 

218 鉄鉱 鍍身~顕部 10.55 (6.2) (4.8) (3.7) (4.8) (2.5) 0.6 平根一角形式

219 鉄車陸 餓身~茎 14.43 (11. 5) (2.4) (3.4) (2.4) (2.7) 0.6 5.4 0.4 平根五角形式

220 tl<i祖庫 鍛身~顕部 6.74 (4.6) (2.7) 3.7 (2.7) (0.9) 0.6 平線五角形式

221 鉄鉱 自陣身~茎 12.77 (8.0) (2.4) (4.4) (2.4) 3.4 0.6 (0.6) 0.4 
平線脇挟
長=角形式

J-第159号噴
222 鉄鉱 歯車身~顕部 6.63 (4.0) (2.6) (3.8) (2.6) 0.3 (0.6) 平線A島扶ェ角形式

石室上面
223 鉄線 副長身~顕部 2.24 (2.0) (1. 5) (2.0) (1. 6) 0.1 0.6 平棋脇挟ー角形式

224 鉄鉱 自臨身 3.37 (3.6) 0.5 (1. 6) 3.1 (2.0) 0.6 平線ー角形式

225 鉄鍬 鎌身~顕部 6.05 (3.6) (3.7) (3.2) (3.7) (1.1) 0.5 平1ft!量挟ニ角形式

平根ニ角形式

226 鉄鉱 歯車身 18 (1. 9) 0.8) (1. 9) (1. 8) 別の金具の可能
性もある。

石室電土 227 鉄鉱 鎌身 1. 10 0.7) (1.4) (1. 7) (1.1) 平線 ー角形式

228 鉄鉱 鉱身~茎 7.04 (7.8) (2.0) (2.7) (2.0) 3.2 0.5 (1.9) 0.4 平板一角形式

229 tI<;首庫 自陣身~茎 9.73 (9.7) (1.1) (0.5) (1.1) 4.3 0.6 (5.0) 0.5 平根式

230 鉄鉱 儀身~顕部 1. 51 (3.5) (0.9) (0.6) (0.9) (2.9) 0.6 

石室上国
231 鉄鉱 鍬身~茎 6.33 (13.0) 0.7 0.5 0.7 10.6 0.6 (1. 9) 0.3 尖板霊前式

232 量生鎌 簸身~顕部 3.56 (6.3) 。7 0.6 0.7 (5.7) 0.6 一 |尖根.術式

233 鉄鉱 銀身~顕部 3.99 (8.3) (0.7) (0.2) (0.7) (8.1) 0.6 尖根繁簡式

234 鉄鉱 鉱身~頭部 1. 68 (5.1) 0.8 0.5 0.8 (4.6) 0.6 尖根聖書官暗式

235 鉄量臨 鉱身~顕部 6.37 14.0 0.7 0.4 0.7 10.5 0.5 3.1 0.3 尖根霊前式

石室寝土 236 鉱司監 顕部~茎 9.24 (11. 1) 0.6 一 I(1. 4) 0.6 (1. 5) 0.4 尖根霊情式?

237 鉄S臨 鉱身~顕部 4.46 (7.5) 0.6 (0.2) (0.7) (7.3) 0.6 尖根整備式つ
52 43・45 幻8 敏司臨 顕部 3.50 (6.3) 0.5 (6.3) 0.5 尖根繋術式つ

239 鉄鎌 顕節~装 7.37 (10.8) 0.3 (5.9) 0.3 4.9 0.3 尖綬式

240 鉄鉱 顕部~茎 3.92 (9.1) 0.3 (5.4) 0.3 3.6 0.3 尖綬式

石室上面
241 鉄鍬 顕部~茎 2.66 (2.4) 0.5 (1. 4) 0.5 (1.0) 0.4 

242 舷録 顕剖1 0.37 (1. 7) 0.4 (1.8) 0.4 

243 鉄鍛 顕部~茎 3.12 (4.7) 0.5 (2.9) 0.5 (1. 8) 0.4 

244 聾，，~臨 顕部(か茎) 1. 78 (4.9) 0.4 (4.9) 0.4 

245 鉄鎖 新部~茎 1. 55 (5.5) 0.4 (1. 7) 0.4 3.8 0.3 

246 鉄鉱 顕部~茎 2.27 (3.9) 0.4 (1.9) 0.4 (2.0) 0.3 

石室覆土 247 鉄鍬 顕部~茎 4.52 (4.4) 0.5 (2.6) 0.5 (1.8) 0.4 
248 鉄鉱 顕部~茎 3.40 (3.8) 0.6 (3.3) 0.6 (0.5) 0.4 

石室上面
249 鉄鎖 堅固部~茎 1. 61 (3.2) 0.5 (1. 1) 0.5 (2.1) 0.3 

250 tI<鍬 野i部~差 1. 95 (3.5) 0.5 (0.5) 0.5 3.4 0.4 
251 鉄鉱 茎 2.49 (6. 1) 0.4 (6.1) 0.4 

石室覆土 252 鉄線 茎 1. 57 (2.8) 0.4 (2.8) 0.4 

石室上面 253 銀:鎌 茎 0.91 (2.3) 0.3 (2.3) 0.3 

石室宿土 254 鉄鉱 3在 1. 39 (2.7) 0.3 (2.7) 0.3 

255 鉄線 茎 0.71 (2.7) 0.4 (2.7) 0.4 

石室上面 256 鉄線 茎 0.55 (1. 9) 0.3 (1. 9) 0.3 
257 鉄鉱 茎 0.74 (2.3) 0.4 (2.3) 0.4 

石~覆土 258 鉄鉱 茎 0.66 (2.2) 0.4 一 I(2白 2) 0.4 

石室上面
259 鉄線 茎 0.26 (3.3) 0.3 1. (3.3) 0.3 

260 鉄鉱 主主 2.33 (4.0) 0.4 I (4.0) 0.4 

※218・223・226・227は鉄線ではないものを鉄鉱として報告している可能性もある。
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挿図 図版 遺物
出土位置

番号 番号 番号

261 

262 

J第159号墳 石室上面 52 43・44
263 

264 

265 

266 

古墳外 袈土 54 45 
271 

272 

※特に配取がないものは、鉄製である。

(4 )須津古墳群出土石器

第22表須津古墳群 出土石器観察表

出土佐世

須tltJ-159号機
確箆トレンチ③表土

保存
積別 部位・状態 処理後

重量(g)

弓金具 弓両頭金具 2.23 

弓金正L 弓両政金具 2.49 

弓金具 弓両頭金具 2.31 
弓金品 弓両頭金具 2.56 

弓金具 弓両頭金具 2.53 

弓金具 弓両頭金具 2.57 

包丁 刃~茎 43.81 
煙管 吸口 6.36 
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第3節須f41古噴詳の倒査成果 5.須浄古墳群出土漬物観察袈

全長 制
鯨身長 自睦身相

顕部長 顕部航 茎畏 2五帽刀身長 万身幅 備考(cm) (凹)
(叩) (cm) 

(叩) (cm) (皿) (cm) 

2.7 (1. 0) 

3.1 (1. 0) 

3.0 (0.9) 

3.1 (0.8) 

3.1 (0.7) 

3.3 (0.6) 

(13.9) (3.6) (9.4) (3.6) (4.5) 1.2 
7.6 !.:...!......L一二一 銅製か真鎗製

( )は残存他

備考

( )は残存他



耳15章須tU古噴群

6 .人骨鑑定について

片 山 一 道 ・ 大 谷 宏治

( 1 )須津古墳群出土人骨鑑定について

人骨鑑定は発掘調査後、 12年を隔てた平成22年 5月に実施した。人骨鑑定は京都大学名誉教授 片山

一道が行い、その鑑定に基づき報告書作成の担当者である大谷が執筆し、片山が文章の追加・校正を

行った。

平成10・11年度発掘調査段階で人骨の残存状況は良好ではなく、当初から腐食が非常に進行していた

こと、さ らにそれから12年後の鑑定のため、一部鑑定不能となったものもある。

以下に、鑑定結果を報告する。

(2 )須津J-第 6号墳

須津J-第6号墳の横穴式石室の覆土・撹乱土から人の歯が6点以上出土した。

鑑定 l点 (N-1)は、上顎右小臼歯の歯冠であり、第 l小臼歯か第2小臼歯かは特定できない。暁

耗は軽度である。 l点 (N-2) は、上顎右第2大臼歯の歯冠であり、カラペリ ー結節が認められる。暁

耗は軽度である。 1点 (N-3)は、上顎右第 1大臼歯の歯冠であり、岐耗は軽度であるが、 Nート 2と比

較するとやや強い。ただし、 N-1・2と別人物の歯というわけではなく、同一人物である可能性が高い。

l点 (N-4)は下顎右大臼歯の歯冠であり、第 l大臼歯か第2大臼歯かは特定できない。唆耗は軽度で

ある。 l点 (N-6)は上顎左第2か第 3大臼歯の歯冠であり、岐耗はほとんど認められない。

このほか、小臼歯を含む砕片 (N-5)が確認できる。

評価 N-1"-' 4の暁耗度などの特徴は同質性が高い。一方、 N-6は第 2大臼歯であるか、第3大臼歯で

あるかによって、推定死亡年齢は異なる。もし第3大臼歯なら壮年 (20"-'40歳)と推定できるが、しか

し第2大臼歯ならば、若年(l0"-'20歳く らい)で死亡した可能性も捨てきれない。

したがって、歯の特徴からは残存する人骨(歯)は一人分か二人分の可能性があるが、 N-1"-'N-6に重

複する歯は見当たらず、歯の同質性が高いことから一人分である可能性が高い。

なお、性別は不明で、ある。また、すべての歯は被熱していない。

( 3 )須津J-第159号墳

須津J-第159号墳の横穴式石室内で、石室北半 (屍床仕切石~奥壁)、石室南半(屍床仕切石~入口

部)の上面で人骨が出土した。

鑑定石室奥側中央の上面では、長骨(大腿骨など)が10片程度、頭蓋骨が5片程度 (N-1・2)出

土した。石室内からの出土である点を重視すれば、人骨である可能性が高いが、確かに人骨であるとは

断定できない。石室奥側の屍床仕切石近辺 (N-31)で、頭蓋骨・四肢骨片の砕片が出土したが、こちら

も砕片のために、確かに人骨であるとは断定できない。

奥側からは、 歯が30本分以上出土した。 N-lOは上顎右第 l大臼歯であり、攻耗は軽度で、ある。死亡年

齢は壮年と想定できる。 N-31では頭蓋骨片などとともに上顎左中切歯、上顎左側切歯が出土している。

両者ともシャベル状切歯で、ある。前者の吹耗は軽度~中度、後者の唆耗は軽度であるが、同一個体の歯

である可能性が高しミ。死亡年齢は壮年と想定できる。また、 N-54は上顎左第 l大臼歯で、暁耗は強度で

ある。個体差があるため判断は難しいが、死亡年齢は壮年~熟年と想定できる。これ以外の歯は砕片で

あるが、大臼歯が多い印象を受ける。奥側から出土した歯は基本的に唆耗が軽度であり、死亡年齢は壮
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第23表 須津古墳群人骨鑑定結果

古墳名 番号 出土位置 部位 特徴 死亡年齢 備考

E 
上哩1右小臼歯(第 lか第 2) 唆耗軽度。

上曹1右第2大臼直面 カラベリ ー結節ある。I皮耗軽度。
壮年

上顎右第 l大臼歯 q史耗程度。

J-第6号撹 繍穴式石室 覆土・Il乱土 下顎右大白歯(第 lか第 2) 校耗軽自主.
同質性が高い。

小臼歯を含む砕片 小片のため鑑定不能。 成人

上顎左大臼歯(第2か第3) 
1

'

蜘は非常に軽度。 若年~壮年

石抱内 人骨

N-l・2
長骨片(大腿骨か)10片程度

人骨の可能性が高い。 成人
頭蓋1't5片ほど

調冠片 ※ 2 

歯冠片 ※ 2 

臨冠片 ※ 2 

樹冠片 ※ 2 
下顎の小臼凶つ ※ 2 成人

櫛冠片 ※2 

機冠片 ※2 

上暫i右第!大臼歯 i皮粍軽度。 壮年

N-ll 1胡冠片 ※ 2 

N-12 歯冠片 ※ 2 

N-13 儲冠片 ※ 2 

川 川H処----i5 7 8 4 6 

樹冠片 ※ 2 

幽貫主片 ※ 2 

蹴冠片 ※ 2 

上而(北半) 樹冠片 ※ 2 

歯冠片 ※ 2 

自白冠片 ※ 2 

w冠片 ※ 2 

幽冠Jt ※ 2 

幽冠片 ※ 2 

f品冠片 ※2 

t姐冠Ji ※2 

III冠片 ※2 

i却冠片 ※2 

世1冠Jt ※2 

出冠片 ※ 2 

ノミ臼f封片? ※2 成人

幽冠片 ※2 

iiJCilnJ午、四!肱什片

1i-3i 上町l左中ν~m i皮.t~軽&-'1 '1.丘.シャベル状。
壮年 同一人物の可能刊が114い。

ヒ守l左slII切出 l佼粍軽度。シャベル状。

Hjjl関勾明 M件NNNLトL3333犯暗2 4 5 

u)1!'(式石室 ω冠片 ※2 

上切っ右~~ 3大nm ※2 

自i;liUJ1 ※2 

下~大臼悩(第 l か第 2 ) 四回蝕の可能性のある孔あり。

削冠片 ※2 

N-37 [起冠汁 ※2 
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第5f，i 須部古墳群

年あたり と想定でき、 N54もやや唆耗は進行しているが、壮年の個体のものであろう。

石室前側上面では、右側壁側から押し潰された状態で人骨が出土した (N-61)。この中には左腔骨に

仙骨が付着しているものがある。この付着状態からみると伸展葬ではなく、集骨された状態で置かれて

いたと推察できるが、いわゆる「かたづ、け行為Jが行われ集骨されたのか、「改葬」であるかの判断は

困難である。

また、 N-61には長骨(前腕骨か)が確認できるが、それ以上の詳細は不明である。さらに下顎の右側

が残存し、第 1"'"'3大臼歯が釘植している。これらの歯の唆耗は軽度で、あり、死亡年齢は壮年と推定で

きる。石室前側上面で出土した人骨遺残は、すべて歯の歯冠部分である。

N-33は右第 3大臼歯で、上顎のものである可能性が高い。 N-35は下顎の大臼歯である。 N-38は上顎第

3大臼歯である。 N-29・38・41・43・44はいずれも歯のサイズが小さい印象を受ける。この歯の個体は

小柄であった可能性がある。

評価 石室北半と石室南半で出土した歯は、同質性が弱し=印象を受けるため、別個体の歯である可能

性が高い。石室内から出土した歯は大臼歯が多く、少なくとも 3"'"'4個体分の歯が混在する可能性があ

る。

なお、それぞれの人骨の性別は不明である。死亡年齢は壮年~熟年と推測でき、未熟者や老年者の骨

や歯はない。また、すべての骨や歯は被熱していない。

参考文献

参考文献は第9章末(153・154頁)に記載した。そちらを参照願いたい。
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第 6章間門松沢第 l号墳

第 l節 間門松沢第 l号墳の概要

1.関門松沢第 l号墳について

間門松沢第 l号墳は、鵜無ヶ淵・間門古墳群の包蔵地範囲に近接しており、広義には鵜無ヶ淵・間門

古墳群に位置づけられるが、後述するように周知の鵜無ヶ淵・間門古墳群は、古墳時代後期~終末期の

横穴式石室を埋葬施設とする古墳の集合体として考えられている。したがって、静岡県教育委員会と富

士市教育委員会の協議により 、周知の鵜無ヶ淵・間門古墳群の範囲から外れる こと、古墳時代前~中期

の古墳であることから、鵜無ヶ淵・間門古墳群とは独立して間門松沢第 I号墳と命名された。

2 .間門松沢第 l号墳の位置(第55・56図)

立地 間門松沢第 l号墳は、富士山麓の東端、赤淵川西岸の河岸段丘上に位置しており、 周囲はやや

広い平坦面となっている。この古墳が築造された場所は赤淵川に向かつてやや張り出した地点に位置す

るが、その平坦地の縁辺部に築造されたわけではなく、丘陵縁辺部から30mほど丘陵側の平坦地に位置

している。丘陵の縁辺部の標高は間門松沢第 l号墳が築造された場所よりもやや高い。また、赤淵川へ

は急峻な崖となっており、赤淵川から直接的に古墳は視認できない可能性が高い。

歴史的環境 富士山・ 愛鷹山麓では、古墳時代前期から中期に位置づけられる古墳は少なく、富士市

では東坂古墳、浅間古墳、天神塚古墳などが周知されているにすぎない(第7図)。さらに浅間古墳や

東坂古墳は大規模、中規模の古墳であり、間門松沢第 I号墳のような小規模な古墳が確認された意義は

大きい。

これまで確認されている大・中規模の古墳と比較することで、間門松沢第 l号墳の位置づけについて

明らかにすることができるだろう 。
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第6車 IIU門松沢第 l号積

第55図 鵜無ヶ淵・関門E古漬群、関門松沢第1号墳、不動棚遺跡の調査区の位置
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第 11前 開門松沢第 l号債の慨嬰
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第56図 閏門松沢第 1号績の位置
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第6諮問1'5松沢第 l号噴

第2節調査の方法と経過

1.確認調査および本発掘調査の体制

間門松沢第 l号墳の発掘調査は、確認調査として本発掘調査まで実施した。当研究所では、第二東名

富士工区として調査体制を組んで、実施したが、 実際に現地を担当したのは下記のとおりである。

主任調査研究員鈴木良孝 調査研究員佐野|暢彦(確認調査) 武田寛生(本発掘調査)

2 .確認調査および本発掘調査の経過

確認調査確認調査は、No.52地点確認調査(そ

の 1)として実施し、平成11年10月より準備を開

始し、 11月 l日から古墳が所在する可能性が高い

場所を中心に試掘坑を設定し、順次人力にて表土

除去を行い、古墳の有無の確認を行った。作業が

進むにつれ、周囲より小高い古墳と想定した小丘

の中央部から鉄剣が出土し、古墳 (間門松沢第 l

号墳)であることが判明した。鉄剣の周囲は墓墳

が確認でき、石材を伴わないことから横穴式石室

ではなく、木棺直葬の古墳であることも併せて判

明した。また、周辺の精査を行うと、埋葬施設が

3基並列していることも確認できた。一方、 古墳

の周囲には別の古墳は確認できない。したがって、

本発掘調査対象地となる箇所は狭小で、あることが

判明したことから、 確認調査範囲を拡張し、本発

掘調査を確認調査に継続して実施することとした。

本発掘調査 問門松沢第 l号墳については、

No.52地点確認調査(その 1)を継続し、周辺の

確認調査と併せて本発掘調査を実施した。本発掘

調査は、平成12年 l月11日より周溝確認のための

写真19 表土除去作業

写真20 墳丘土層実測作業

試掘溝の設定を行い、人力にて表土の掘り下げを行い、古墳の形状の把握に努めた。調査が進むにつれ

て円墳ではなく、前方後円(方)墳の可能性も考えられたため慎重に精査を行ったが、周溝はこの段階

では確認できなかった。一方、墳丘について盛土は確認できないものの、ある程度古墳の規模が判明し

たことから墳丘に十字の土層帯を残しながら全体の表土を掘り下げた。表土除去が終了 した 2月4日に

埋葬施設の検出を行った。この段階で埋葬施設が3基並列していることを確認し、 2月8日から埋葬施

設の慎重に掘り下げて精査を行うとともに、墳丘の形状把握のため墳丘の周辺を精査し、周溝の把握に

努めたが確認できなかった。 2月9日に第3埋葬施設で鉄剣 l点が出土した。順次必要な図面を作図し、

写真撮影を行いながら埋葬施設を掘削し、2月21日に埋葬施設の調査を終了した。 2月22・23日にラジ

コンヘリコ プターで空中写真撮影・空中写真測量を行い、現地における本発掘調査を終了した。

3 .資料整理・報告書作成、保存処理の経過

資料整理・報告書作成、保存処理の経過は、第2章で記述しているためそちらを参照願いたい。
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第 3節 間門松沢第 l号墳の調査成果

1.古墳の現況

間門松沢第 l号墳は広義には鵜無ヶ淵・間門古墳群の範囲に位置するが、周囲に石材の露頭がなかっ

たため、古墳とは認識されていなかった。第二東名建設事業の踏査時に平坦地に高さ 2mほどの高まり

A 

./  

主

A A' 
一一一-128.Om 

1 大淵スコリア多iよ

2 m色土 大潟スコリア含む

。 (1 : 300) 10m 
七二こコ二コ二二Z 士--ご二二二ニゴ

第57図 筒門松沢第 1号墳 墳丘測量図
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第6章削門松沢第 l号墳

が確認できたため、古墳の可能性を想定して確認調査を実施したとこ ろ、 古墳であることが判明した。

古墳は赤淵川西岸の丘陵上の緩斜面、標高126m付近に築造されている。小丘状の高まりが確認でき、

この高まりを古墳として利用している。古墳は、丘陵縁辺部から30mtまど内側に立地しており、また東

南方向には関門松沢第 I号墳が利用する小丘と同程度の高さの小丘があり、赤淵川から古墳を臨もうと

してもほとんど見えなかったことが推測できる。このため古墳は赤淵川を意識した配置ではなく、一段

下がる北西側を意識した古墳であった可能性が高い。

2.墳丘の構造(第57図，図版46・47)

墳丘は自然地形を利用したものであり、盛土は確認できない。周溝も確認できなかったことから古墳

の形状および規模を確定することが困難であるが、楕円形墳、長方形墳などの可能性が想定でき、古墳

の築造にあたり丘陵を最大限利用して周囲を削りだして築造したと仮定し、南東側の等高線の間隔が密

になる126.4m付近を基底面とすれば、おおよそ長軸で包5m程度の古墳とすることができょう。

また、墳丘北西側に等高線が方形に張り出す部分が確認でき、この地形が近年の耕作などにより改変

されていないとすれば、古墳の築造に当たり削り出した可能性も想定すべきであろう。その場合は、上

述したように東側あるいは東南方向からの眺望はよくないため、北西方向から古墳を望むことを意識し

た造りになっていた可能性が高く、方形の削り出しによ り二段築成を意識していた可能性もある。その

場合にはやや不整形な前方後円墳や前方後方墳に復原することも可能である。この復原案については本

章第6項にて後述する。

3.埋葬施設の構造(第58・59図，第24表，図版47"-'50) 

埋葬施設は、 3基並列する木棺直葬である。中央を第 I埋葬施設、西側を第2埋葬施設、東側を第3

埋葬施設とする。

( 1 )第 1埋葬施設

墓墳墓墳の主軸はN-560-Eで、隅丸長方形の二段墓墳である。まず上段を掘削した後、木棺を据え

るために下段を掘削するものであり、上段と下段の聞に平坦面がO.1 "-'0. 2mほど確認できる。上段は東

側部分が撹乱されているため明確で、はないが、おおよそ長辺(東西)4.8m前後、短辺1.15m、深さ

0.25m、下段は長辺4.5m、短辺0.5m、深さO.lmである。墓墳底面には暗黄褐色土が確認でき、木棺

を安定させるために、棺底に設置した可能性が高い。

木棺木棺はD-D'断面、ト1'断面では墓墳 第24表筒門松沢第1号墳埋葬施設の規模

断面 (3層)がU字形であることから、割竹

形木棺であった可能性が高い。墓境内に収

まっていたとすれば、全長は4.5mより若干

小さかった可能性が高い。

頭位墓境底面(縦断面)はほぼ、水平で、あ

り、頭位は確定できないが、第3埋葬施設の

鉄剣の切先が西側に向けられていることから

第3埋葬施設は東頭位であると想定できるこ

とから推測すれば、第 l埋葬施設も東頭位で

あった可能性が高い。

第 l埋葬施設

主軸方位

基横長(上段)

若返城長 (下段)

第2埋葬施設

主軸方位

墓場首長(上段)

墓横長(下段)

第3埋葬施設

主軸方位

基横長(上段)

基横長(下段)
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第 3節間門松沢第 i号績の踊査成果
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第58図閉門松沢第 1号墳埋葬施設実測図
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第 6車問門~沢第 l 号積
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(2 )第2埋葬施設

墓墳墓墳の主軸はN-580-Eで、逆長台形に近い

隅丸長方形の二段墓墳である。第 l埋葬施設と同様、

まず上段を掘削した後、木棺を据えるために下段を

掘削するものであり、上段と下段の聞に平坦面が

0.1""-'0.2mほど確認できる。上段は長辺(東西)

4.9m、短辺1.1m、深さ0.25m、下段は長辺4.7m、

短辺0.5m、深さO.lmで、ある。墓墳底面には暗黄褐

色土があり、また下段 (H-W断面)では石材が据え

られている。これらは木棺を安定させるために、棺

底に設置した可能性が高い。

木 棺 木 棺 はP-P'断面、 H-W断面では墓横断面

( 3層)がU字形であることから、割竹形木棺で

あった可能性が高い。墓境内に収まっていたとすれ

ば、 全長は最大で4.4m程度で、あった可能性が高い。

頭位墓墳底面(縦断面)はほぼ水平で、あり、頭

位は確定できないが、第 l埋葬施設と同じ理由から、

第 2埋葬施設も東頭位であった可能性が高い。

(3 )第3埋葬施設

墓墳墓墳の主軸はN-660-Eで、第 1・2埋葬施

設よりも主軸がやや南側に偏る。二段墓墳である。

上部は撹乱が著しいが、残存する西側部分を参考に

すると、隅丸長方形である可能性が高い。墓墳はま

ず上段を掘削した後、木棺を据

えるために下段を掘削するもの

であり、上段と下段の間に平坦

面が0.1""-'0.2mほど確認できる。

上段は東側部分が撹乱されてい

るため明確でドはないが、おおよ

そ長辺(東西)4.5m前後、短

辺し05m以上、深さ0.25m、下

段は長辺4.25m、短辺0.6m、

深さ0.15mで、ある。墓墳底面に

は暗黄褐色土が確認でき、木棺

を安定させるために、棺底に設

置した可能性が高い。

木棺木棺は、 J-J'断面と

G-G'断面では墓墳断面 (3層)

がU字形であることから、割竹

形木棺が使用された可能性が高
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第60図 閉門松沢第1号墳第3埋葬施設漬物出土状況図
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い。 墓境内に収まっていたとすれば、全長は4.25mより若干

小きかった可能性が高い。

頭位 副葬された鉄剣の切先が西側に向けられている こと

から第3埋葬施設は東頭位である と想定できる。

4 .遺物の出土状況 (第60図，図版49・50)

第3埋葬施設のみ遺物が出土した。第3埋葬施設では、鉄

剣 (4 )が棺中央から出土した。暗黄褐色土(図中では棺底

よりIOcm浮いた状態で、出土しているが、この10cmには棺と墓

横底の聞に入れられた暗黄褐色土がある)上から出土してお

り、被葬者に添わせるように納められたものである。切先を

南西方向に向けて置かれていた。また棺中央部棺底から臼玉

I点(3 )が出土した。なお、この他に臼玉2点(1・2) 

が埋葬施設の土砂の洗浄中に出土した。

5，.出土遺物(第61図，第25・26表，図版50)

第3埋葬施設から玉類、鉄剣が出土した。

玉類 臼玉 3点(l""'-' 3 )が出土した。 3点ともに滑石製

で、直径4.0""'-'4. 5mm、全長(高さ)2. 5""'-'4. 8Dlsl、青緑灰色で

ある。

鉄剣 鉄剣(4 )は関に双孔が穿たれたものである(刃関

双孔)。剣身に鏑は確認できず、両丸造である。全長77.6cm、

剣身長63.6cIll、 11.届3.9cm、刃関双孔の直径 5DU日で、ある。剣身

には木質が残存していることから木製鞘に収められた状態で

副葬されたことがわかる。木質は関付近まで残存するが、刃

関双孔部分には確認できないことから、この部分は鞘と柄装

具との聞の空白部分であった可能性がある。

関は直角均等両関で、茎は茎尻に向かいやや幅を狭めるも

ので、茎尻は一文字尻である。茎には目釘孔が2孔穿たれ、

茎尻に近い目釘孔には、目釘が残存する。鉄製目釘のよう に

なっているが茎の鉄成分が浸透することで無機質のように

なっているだけで本来は木製であった可能性が高い。目釘は

直径 2mmで、1.7cm残存していることから、少な くとも柄の

厚さは1.7cm以上で、あったことが判明する。茎には柄が遺存

している。木柄は関の部分で、止っており、鞘同様刃関双孔の

第25表間門松沢第 1号墳出土玉類観察表

@ 

歴塾

第 3節 間門松沢第 l号境の翻査成果

⑤ 

担32 

① 

仁田 3 

玉類

~ O 

11 
(1: 1) 

第26表関門松沢第 1号墳出土鉄剣観察表

4cm 

鉄責1)

0 

(1 : 4) 

20cm 

4 

第61図閉門松沢第 1号墳

第3埋葬施設出土遺物実測図

制覇
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拝，6章 rlXJ門松沢第 l号墳

部分までは及んでいない。木柄は、関に近い目釘孔付近で、茎の両側に端面が確認で、きる。また、この木

質はやや茎尻に近い部分では、別の木質が上に乗るような状況を示している。この解釈をすると、一木

造りの柄に鉄剣の茎を差し込むために、柄の茎尻側、関側から穿孔を行うとともに、それだけでは柄の

中央部分に穿孔することが困難であることから、両側面からも挟り、茎を差し込んだ、後側面の孔は別の

木材を充填し塞いだと考えることができる。残存する木柄で関近くの端面をもっ部分はその側面の挟り

を埋めるための木材で、 その上に被さっているように見えるのが木柄であることが想定できる(註 1)。

6.小結

築造時期 時期を特定できる遺物がなく築造時期については不明確であるが、刃関双孔を有する鉄剣

は短剣から長剣へ変化すると考えられており、本古墳例は長剣に当たるため地較的新しい時期に位置づ

けられる可能性が高く、神奈川県の吾妻坂古墳と法量や特徴が類似することから、古墳時代中期前半に

位置づけられよう(註 1)。

なお、当鉄剣の評価については第10章において詳述する。

墳丘の復原 間門松沢第 1号墳は、上述したように単純な円墳ではなく、円墳、長方形墳、前方後円

墳、前方後方墳の可能性があるため、第62図に復原案を 4案示した。

古墳の築造にあたり丘陵を最大限利用して周囲を削り出して築造したと仮定した場合、第 l復原案と

して楕円形墳で、南東側の等高線の間隔が密になる126.4m付近を基底面とすれば長径約25m、短径約

15mとすることができる。第2復原案として、長方形墳で、同じく 126.4m付近を基底面とすれば、長

辺25m、短辺15mに復原で、きる。現状での高さはおおよそ約1.2mで、ある。

第 3・4復原案と して、 墳丘南西の石材のあたりで等高線が括れ、その南側はまたやや広がるような

状況が確認できることから、この部分が古墳築造当時に成形されたものであるとすれば、方形を意識し

た造成と考えることができ、小規模な前方後円墳(第3復原案)、前方後方墳(第4復原案)の可能性

を想定することもできる。この場合は、全長30m、後方部長20m、後方部幅15m、前方部長10m、前方

部先端幅10mに復原できる、この方形張り出し部分が古墳時代に行われたという確証がないため、第

1・2復原案と比較すると根拠が弱い。

なお、上記第 1"-'4案のどの場合であっても、上述したように赤淵川 (東側あるいは東南方向)から

の眺望はよくないため、北西方向から古墳を望むことを意識した築造位置になっていた可能性が高い。

註

l 文化庁美術学芸課盛島直博氏の御教授による。

参考文献

参考文献は第 9章末(153・154頁)に記載した。そち らを参照願いたい。
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第 7章鵜無ヶ淵・間門古墳群

第 I節鵜無ヶ淵・間門古墳群の概要

1.鵜無ヶ淵・関門古墳群の概要(第27表)
あかぶちがわ

鵜無ヶ淵・間門古墳群(以下，開門古墳群)は、富士山の東南麓、赤淵川に沿った標高120m'"'-'210m
あしたかさんろく

の扇状地に位置する。間門古墳群は、富士山麓と愛鷹山麓の境界に当たる場所に立地し、富士山麓の最

東端に築造された古墳群である。

間門古墳群は1988年の時点で間門E-第 5号墳のほか計9基が確認されていた(富士市教委1988)。富

士山麓、愛鷹山麓に形成された古墳群としては古墳の築造数は少なく、散在する程度である。築造数が

少ない理由としては、 周囲が丘陵と赤淵川で区画され、平坦地が少ないことや、富士山麓、愛鷹山麓の

南側に広がる平地部分からは奥まった位置にあることなどが考えられる。

確認されていた 9基の古墳はすべて横穴式石室を埋葬施設とする円墳と推測されるが、発掘調査を経

ないまま消滅した古墳が多く、詳細は不明で、ある。このうち関門E-第 5号墳(間門大塚古墳)は直径15

mほどの円墳であり、埋葬施設は全長7.2mの無袖形石室で、轡や鉄万、鉄銀、玉類などが出土したと
やつがしらづか

される。このほか、間門E-第 3号墳(八ッ頭塚古墳)や間門E-第 4号墳(物見塚古墳)は横穴式石室で

あったとされるが現在は消滅している。この 2基の古墳からは大万や須恵器などが出土したとされる。

また、間門E-第 2号墳は円墳で 6m前後の横穴式石室を埋葬施設とする可能性が高い。このように古く

から周知されていたものの、調査された事例がなく、様相は不明確であった。
うえのやま

このような状況の中、ここで報告する間門E-第6号墳(第63図)や上ノ山第 l号墳で第二東名建設工

事に先立ち調査が実施された。上ノ山第 l号墳は、直径8.5m程度の円墳で、竪穴状の墓墳で段構造を

有する無袖形石室であることが確認された(富士市教委2005)。遺物は万子が出土した程度であったが、

様相が不明であった間門古墳群において石室の内容が判明した点は重要である。

第27表鵜無ヶ淵・関門古墳群の概要

古墳名 境形 規模 埋葬施設 規模 副葬品 文献 備考

間門E第2号墳 円境? 6 ? 横穴式石室?

関門E第3号境 不明 横穴式石室? (伝)大万・須恵器 八ッ頭塚古墳

間門E-第4号墳 不明 横穴式石室? (伝)大万・須恵器
富士市教委

物見塚古墳1988・2005

関門E-第 5号墳 円墳? 15? 無袖形石室 7.2 
(伝)大力・馬具・鉄鍬・ 関門大塚古境
万子・玉類・土器

関門Eー第6号墳 不明 無袖形石室 4.4+ 
馬具・鉄鍬・万子・玉類・

本筈須恵務

関門Eー第7号墳 不明 横穴式石室? (伝)大万・玉類・須恵器 石穴塚古漬

関門E第8号境 不明 横穴式石室? 富士市教委

関門E-第9号墳 不明 横穴式石室? 1988・2005

関門E-第61号墳 不明 横穴式石室?

上ノ山第 l号墳 円墳 8.5::!:: 無袖形石室 3.4 万子 富士市教委己U05

単位(m)

2.鵜無ヶ淵・関門古墳群の調査歴

鵜無ヶ淵・間門古墳群は、古くから周知されており、後藤守一氏をはじめとする旧吉原市教育委員会

の1958年の調査段階で8基(間門E-第 2'"'-'9号墳)が確認されていた(吉原市教委1958)。こののち富

士市教育委員会の分布調査により 1988年の時点で9基(間門E-第61号墳を追加)の古墳が確認されてい
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第63図鵜無ヶ淵・間門E-第 6号墳の位置

たが、本格的な調査が行われたことはなく、調査される前に破壊された古墳も多い。

本格的な調査は、広義の間門古墳群内(間門地区)では、前章で報告した第二東名高速道路建設に伴

う間門松沢第 l号墳の調査が第 I次調査で、 ここで報告する間門E第6号墳の調査が第2次調査である

(第63図)。また、第二東名建設事業に伴い富士市教育委員会により実施された上ノ山第 l号墳の調査が

平成15年 5月l日"'-'7月18日に実施きれた(第3次調査)。この調査報告は富士市教育委員会により既

に刊行されている (富士市教委2005)。
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第7草稿無ヶ淵・間門古漬群

第 2節調査の体制と経過

1.確認調査および本発掘調査の体制

間門E-第6号墳の発掘調査は、第二東名富士工区として調査体制を組み、実施したが、実際に現地を

担当したのは下記のとおりである。

主任調査研究員鈴木良孝 調査研究員稲垣聖二・高野穂多果

2.確認調査および本発掘調査の経過

確認調査確認調査は、 NO.52地点確認調査

(その 2)として平成12(2000)年9月18日から

開始した。試掘溝を設定し、重機で表土除去を

行った後、人力にて遺構の確認を行った。 10月18

日に試掘溝の掘削を終了し、確認調査を終了 した。

試掘溝は35箇所設定したが、古墳が確認できた

のは、当初から古墳の存在が確認されていた鵜

無ヶ淵・間門E-第6号墳のみであった。

本発掘調査本発掘調査は、平成12年度に

NO.52地点本調査 I期として確認調査(その2) 

に継続して実施した。平成12年10月16日から現地

詰所の設置を開始し、10月18日から古墳の表土除

去および石室・周溝などの検出を開始した。調査

が進むにつれて、周溝が残存していないことが判

明した。横穴式石室の検出が終了した10月28日か

ら石室内部の掘削を開始した。石室の掘削が終了

した段階で石室の実測・写真撮影を行い、石室内

の調査が終了した11月17日にラジコンヘリコプ

ターによ る空中写真撮影・空中写真測量を実施し

た。撮影後、石室の実測図等を作成し、石室の構

築方法を探るための石室解体を実施した。そして、

11月初日にすべての作業を終了し、本発掘調査を

終了した。

3 .資料整理・報告書作成、保存処理の

経過

資料整理・報告書作成、保存処理の経過は、第

2章にて詳述しているため参照願いたい。

写真21 確認調査の様子

写真22 本発掘調査の石室精査作業

写真23 本発婦謂査の石室解体作業

98 



第 3節鵜無ヶ淵・間門E-第 6号墳の調査成果

l.古墳の現況

富士市教育委員会の1988年

段階での分布調査により古墳

は、 著しく破壊を受けた横穴

式石室を埋葬施設とする古墳

であることが指摘されていた

(富士市教委1988)。

第二東名高速道路建設対象

地内の確認調査前の踏査時に

も、当該箇所で大型の石材が i 

確認できたことから、富士市

教育委員会による踏査状況が

追認できた。

したがって、残存状況を確

認するため確認調査を行い、

破壊が進んでいるが横穴式石

室が残存することが確認でき

たため、本発掘調査を実施す

ることとした。

古墳は、赤淵川西岸の丘陵

C 

/ 

三一41.0m

. __ 
。

(1 : 200) 

の緩斜面に位置するが、上述 第64図鵜無ヶ淵・閉門E-第 6号 墳 周 辺 測E図

10m 

した間門松沢第 I号墳よりもさらに西側に位置しており、赤淵川からは直接古墳を望むことは不可能で

ある。古墳は標高139'"'-'140m付近に築造されている。

2 .墳丘の構造(第64図)

周囲は大きく削平されていたため、墳丘および周溝は確認できなかった。

3.埋葬施設の構造(第65'"'-'67図，第28表，図版51)

埋葬施設は南東に向かつて開口する横穴式石室である。

墓境 墓墳は逆徳利形で、南側が窄まる形状である。南側が破壊されており、竪穴状であったか、コ

字形に開放していたか不明である。南側は、やや深く掘り込まれ、それを埋めて敷石が設置されている。

石室 石室は半地下式に築造された無袖形横穴式石室である可能性が高い。玄室平面形は長方形であ

る。

奥壁は l段確認でき、板状の石材を鏡石として縦位 第28表鵜無ヶ淵・関門E第 6号墳埋葬施設の規模

に設置している。奥壁と裏込めの聞には奥壁を安定さ 主軸方位 N-450-W 
石室全長 4.4m以上

せるために、礁を使った裏込めが確認できる。 玄室長 4.4m以上 玄室幅 1. 15m 

側壁は基底石・ 2段目ともに残存する石材は長手を 玄室奥壁幅 1.Im 玄室玄門側幅 1.1m前後

内側に向けて設置している。 墓域長 5.8m以上 墓11M幅 3.0m 
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第65図鵜無ヶ淵・関門E-第6号墳横穴式石室検出状況図

石室の構築 残存する石材が少ないため石室の構築方法については不明確であるが、右側壁で奥壁か

ら3石目、左側壁で奥壁から 4石目で基底石に大型の石材が確認できる ことから、この石材を指標石と

して側壁を積み上げた可能性が高い。

床面 床面には敷石が少なくとも l面確認できる。撹乱が著しく敷石が確認できない部分もあるが、

本来は石室全体に敷設されていた可能性が高い。敷石は主に20cm以下で'lOcm前後の川原石を多く用いて

いる。屍床仕切石は確認できない。

なお、第65図のA-A'断面をみると、この床面上5cm位高い位置に同じような大きさの離が確認できる

nu 
nuv 

'・・A



B 

E
N
O守
F

/ 

，、¥、

第3節絶無ヶ淵・問I"JE-jff6号墳の閣査成果

一'
ー=ー140.2m

h
y
、

I
l
l
i
-
-
A

，。N
ヨ

。
(1 : 50) 2m 

第66図鵜無ヶ淵・間門E-第6号墳横穴式石室実測図

ことから、この面が床面 (上面)であった可能性も排除できない。

4.遺物の出土状況(第68図，図版52)

石室の奥壁近くから鉄鍛(18)・(19)、万片(14)が出土し、中央より奥壁側で、床面直上から玉類

が散乱した状態で出土し、その近くから万子(15)が、中央付近から万子(16)が、中央やや南側右側

壁側で轡(13)が出土した。このほか南側の床面から須恵器提瓶(1 )が破砕した状態で出土した。

5 .出土遺物(第69・70図，第29"-'31表，図版52・53図)

石室の破壊が著しく行われていたが、予想以上に遺物が出土した。出土した遺物は玉類、馬具、大万、

鉄銀、万子、須恵器である。
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第7君主 婦無ヶ淵 ・間門古境群

~ 

ト

[2) 

。
(1 : 50) 2m 

第67図鵜無ヶ淵・関門E-第6号墳横穴式石室基底石および墓繍実測図

土器 須恵器提瓶(1)は、太い頭部から逆ハ字形に聞き、口縁部がさらに外反し、 口縁端部は段を

もっ形状で、頚部には細かい丁寧なミガキ調整が施される。胴部は肩平な球胴で、平行タタキが行われ

た後、カキメ調整が施されている。産地の特定は難しい。

玉類切子玉 l点、管玉 l点、ガラス丸玉9点が出土した。

切子玉(2 )は水晶製で、 14面体である。穿孔は片面穿孔である。高さ2.35cmで、ある。

管玉(3 )はいわゆる「碧玉J製で、穿孔は片面穿孔である。高さ2.75cm、直径し3cmで、ある。

ガラス丸玉 (4"-'12)は直径7.0"-'9. 5mm、高さ4.5"-'6. 5mm、すべて濃紺色である。この丸玉を観察す

ると、孔部分以外に、子しに平行して玉を貫通する空洞部分が確認できる。この空洞は気泡が動いた痕跡

と想定できることから、これらのガラス丸玉は引き延ばし技法により生産されたことが想定できる。

馬具 残存状況は良好ではないが、鉄製大型矩形立聞環状鏡板付轡 l組(13)である。鏡板・引手 ・

衝の接合方法は、街先環に鏡板・引手を繋げる方式 (街介在型連結，大谷2006)である。鏡板は楕円形

の環に大型矩形立聞(回字形)金具が鍛接されるもので、環の断面は方形、立聞は板状である。完存す

る鏡板の高さは9.2cm、環幅 9cm、環の高さ7.2cm、立聞幅4.3cm、立聞高2.0cm、立間孔の長辺2.9cm、

短辺1.0cm、環の厚さ 7mm、立聞の厚さ 2mmで、ある。環が一部欠損する鏡板は鏡板の高さ、環の高さは

不明でトあるが、環幅はおおよそ8.5cm、立聞幅4.0cm、立聞高2.1cm、環の厚さ 7凹、立聞の厚さ 2mmで、
<<みがね

ある。衝は二連衝である。 l卿金が小型の円形で、街先環は蜘金よりも大型で、ある。胸金は図の左・右側
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第3節絹無ヶ淵・問I"JE第6号境の鯛査成果

18(鉄鉱)

14 (万)

19(鉄鎌)

3 (管玉)

11(ガラス小玉)

4 (ガラス小玉)

6 (ガラス小玉)
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第68図鵜無ヶ淵・間門E-第6号墳横穴式石室遺物出土状況図
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第7章続無ヶ淵・問門古境群

。
(1 : 3) 10cm 

第69図鵜無ヶ淵・間門E-第6号墳横穴式石室出土土器実測図

ともにC字形である。街先環は丁寧に鍛接され円形である。摂りは確認できない。衝は長さ16.5cm前後

に復原できる。引手は一条線引手で、引手査はく字形に折れない直柄(13-6)である。引手は15cm以上

である可能性が高い。引手の街先環と連結する部分の環は、蜘金と同様C字形に折り曲げたものを先端

で繋ぎ合せたものである。

鉄器鉄万 l点、鉄鎖3点以上、万子2点、万装具 I点が出土した。

鉄万(14)は切先破片で、ふくらの張る切先で、錆は確認できない。残存l幅2.3cmで、ある。

鉄鉱 (18，，-，23)は、鍛身が3点(18，，-，20)確認でき、少なくとも 3点以上が副葬された。 3点はすべ

て長頚鍛である。 18は尖根柳葉式で、錬身は片丸造りで、関は直角両関である。 19・20は尖根片刃箭式

で、 19の関は直角片関である。鍛身がほぼ完存する19では切先から関まで刃が形成されている。

21は茎片、 22・23は頭部片である。茎関は残存せず、不明である。

万子は2点(15・16)出土した。万子(15)は柄縁装具を装着する木柄万子である。刃部は内湾して

おり、研ぎ減りの可能性がある。関は刃部側、棟側ともに撫関の両関で、茎は茎尻に向かいやや先細り 、

茎尻は一文字尻である。木柄には刃側 5凹まで猷めこまれ、その部分に鉄製の柄縁金具が装着されてい

る。この部分により木柄の断面は楕円形に近い倒卵形で、長軸1.7cmで、あることが判明する。万子(16)

は切先が欠損している。木柄万子である。刃部は内湾しており研ぎ減りの可能性がある。関は直角両関

で、茎は茎尻に向かい先細り、茎尻は一文字尻である。木柄は関で止まる。木柄は木質が残害し、その

固定のために樹皮巻が残る。

6.小結

築造時期 須恵器提瓶(13)は、扇平な球胴であるが、胴部のふくらみ(図右側)が左右対称に近い

こと、 口縁端部に段があることから、遠江田期後葉 (TK209型式期)に位置づけられる可能性が高い。

轡は法量 9cmと大きいことから、 TK43"-' TK209併行期に位置づけられる可能性が高い(岡安1984)。鉄鉱

のうち尖根柳葉式はTK43"-'TK209型式期に盛行し、 TK217期以降減少する。したがって、 間門E-第 6号墳

はTK43"-'TK209型式期(後者の可能性がより高い)に築造された可能性が高いといえる。

追葬遺物が少なく、時期差も確認できないこ とから追葬の有無については不明である。
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知3節穏無ヶ淵.rm門E第6号墳の嗣査成果

⑨ @ @ @ @ @ @ ③ ⑥ @ 経今

。m ∞ ⑦ ① ① ⑦ ~ dコ 。 @ 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 

骨 。
2 

3 

@ 。

φ 
13-4 

て巴
14 

。t d 
lZ2l 20 

18 

II 

19 I I 

11 II 

21 22 

13-1 

@ 

② 

¥、一一ー」 二E

i

i
 

- ~ 

13-5 

~-

。
@ m

u
u
1
 

13-6 

一千.~里、 --← 
とじ ? 

ごゑ二~ .~-g 

b=. 

ヰ c芦澄切

105 

高口-

。 (1 ; 2) 10cm 

第70図 鵜無ヶ淵・閉門E-第6号墳横穴式石室出土玉類および鉄製品実測図



第7寧紛無ヶ淵 ・開門古漬群

7.鵜無ヶ淵 ・間門E-第 6号墳出土遺物観察表

( 1 )鵜無ヶ淵 ・間門E-第6号墳出土土器観察表

第29表 鵜無ヶ淵 ・間門E-第 6号墳 出土土器観察表

( 2 )鵜無ヶ淵 ・間門E-第 6号墳出土玉類観察表

第30表鵜無ヶ淵 ・閉門E-第 6号演 出土玉類観察表

出土位li:l
Ji1l図 図版 遺物

組類 材質
直径 全長

悉号 番号 帯号 (mm) (mm) 

2 切子玉 水品 14.0 23.5 

管玉 '{!/玉」 13.0 27.5 

4 丸玉 ガラス 9.5 5.5 

5 丸玉 ガラス 9.0 5.5 

6 丸玉 ガ「ラス 8.0 5.5 

E第 6号検 石室 70 52 7 丸玉 ガラス 8.0 5.0 

日 丸玉 ガラス 7.0 6.5 

9 丸玉 ガラス 7.5 4.5 

10 丸玉 ガラス 8.0 4.5 

11 丸玉 ガ「ラス 7.5 5.0 

_l___g 丸玉 ガラス 9.0 5.8 

孔径 毘量
(醐) (g) 

3.0/2.0 4.77 

3.0/1. 0 8.56 

2.0 0.59 

2.0 0.53 I 
2.0 0.49 

2.5 0.41 

2.0 0.46 

2.0 0.36 

2.0 0.41 

2.0 0.32 

2.0 0.37 

色調 備考

透明 片面~孔

浪緑 片面穿孔

潰紺

潰紺

漫紺

濃紺

濃紺

漫紺

演紺

潰紺

濃紺 i 
※ここで f恕.'f.J としたものは、自然科学分析を行っていないため組別を特定できないもので、 恕玉、緑色凝灰岩、蛇紋岩等の可能性がある ものである。

( 3 )鵜無ヶ淵 ・間門E-第 6号墳出土鉄製品観察表

第31表 鵜無ヶ淵 ・間門E-第 6号墳 出土鉄製品観察表

出土位館
Ji1l図 図版 i単物

積別 部位・状態
保存処理 全長 制 銀身長 銀身柄 費目部長 顕部幅 茎長 茎部制 |

備考
番号 番号 帯号 後!!H監(g) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (叩) (cm) 

大型矩形立問環状
13 n~具 轡 133.38 鋭敏付轡

(文爺中)

14 鉄万 切先 4.09 (3.2) (2.3) (3.2) (2.3) 

15 万子 刀身~益 14.37 16.1 1.6 10 1.6 6.1 l日 木柄万子。
柄縁装具あ り。

16 万子 刀身~茎 15.30 (10.3) 1.5 (4.6) 1.5 5.7 1.0 木柄万子

E第6号墳 石室 70 53 17 万装n 柄縁装兵 1.16 1.2 (1.2) 

18 鉄鉱 鯨身~耳i部 1. 68 (2.9) 0.8 2.3 0.8 (0.6) 0.4 一 |尖根柳紫式

19 鉄自陣 悠身~曹1部 2.02 (4.3) 0.6 (2.6) 0.6 (1. 7) 0.4 尖線片刃術式

20 鉄鉱 鍛身 0.95 (2.4) 0.6 (2.4) 0.6 尖被片刃閉式

21 鉄鉱 茎 0.96 (2.5) 0.4 (2.5) 0.4 

22 鉄鉱 顕部 1.72 (3.8) 0.3 (3.8) 0.3 

1__1Ll鉄鍬 曹1部 4.73 (8.2) 0.3 (8.2) I 0.3 
( )は残存低i

参考文献

参考文献は第9章末 (153・154頁)に記載した。そちらを参照願いたい。
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第8章不動棚遺跡

第 l節不動棚遺跡の概要

1.不動棚遺跡の概要
ふ どうだな

不動棚遺跡では、これまでに第72図に示した完形に近い縄文土器が地元住民により採集されていたこ

とから遺跡が存在する ことは想定されていた。 しかし、これまでこの周辺で調査が行われたこ とがな く、

遺跡がどこに所在しているのか不明確であった。

このような状況の中、不動棚遺跡は第二東名建設工事に伴い新たに発見された遺跡であり、今回の調

査で、縄文時代の土器、石器、機群(集石遺構)などが確認された。調査区内では竪穴建物などは確認

できないが、周囲には集落が存在している可能性が高い。
あか」ちがわ

不動棚遺跡は、赤淵川西岸の富士山麓の緩斜面上に立地している。遺跡の東側に赤淵川が南流し、遺
うないがふち みねやま

跡の北側には鵜無ヶ淵遺跡、|峰山遺跡などの縄文時代の遺跡が周知きれている。

2 .不動棚遺跡の調査歴

間門地区に在住の方が、完形に近い縄文土器(第72図)を採集してお り、遺跡である可能性が高いこ

とは想定されていたが、上述したようにこれまで調査が行われたことはなかった。

蜘

。
(1 : 1，000) 50m 

第71図不動棚遺跡の調査区の位置
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第8$ 不動棚遺跡

1 

/ 。
(1 : 3) 10cm 

第72図 不動棚遺跡で採取された縄文土器

今回の第二東名建設事業に伴う事前調査では、鵜無ヶ淵・間門古墳群の周知の範囲内にあたる こと、

縄文土器が採集きれていたことによ り確認調査の対象地として選定し、確認調査を行ったところ、新た

に発見した遺跡であり、今回が第 l次調査となる(第71図)。確認調査後、富士市教育委員会、静岡県

教育委員会文也課 (当時)の協議により、「不動棚遺跡J として命名ぎれた。

不動棚遺跡で採集された縄文土器 第72図(図版56)には、間門地区の個人が所蔵する縄文土器把手

付鉢を参考資料として図示した。底部は平底で、底部から外上方に立ちあがった後、口縁端部に板状の

粘土を貼り付け文様を施している。底部には木葉痕が確認できるが、一枚ではなく 2枚以上の木葉痕が

確認できる。

上記の文様の特徴から、縄文時代中期の勝坂式土器の可能性が高い。
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第 2節調査の体制と経過

1 .確認調査および本発掘調査の体制

不動棚遺跡の発掘調査は、確認調査として本発掘調査まで実施した。 当研究所では、 第二東名富士工

区として調査体制を組んで実施したが、実際に現地を担当したのは下記のとおりである。

主任調査研究員鈴木良孝 調査研究員三井文洋・高野穂多果

2.確認調査および本発掘調査の経過

調査は、 No.52地点確認調査(その 3)として

本発掘調査まで、平成13年度に実施した。

確認調査確認調査は、平成13年4月17日から

試掘溝を設定し、重機による表土除去を開始した。

重機にて表土除去を実施した後、人力にて遺構の

有無の精査を行った。調査は 5月16日まで継続的

に実施し、計19箇所の試掘溝の調査を行った。

調査の結果、造物がやや多く確認される範囲が

確認できたことから、静岡県教育委員会、日本道

路公団静岡建設局(当時)と協議し、その範囲を

本発掘調査対象とし、確認調査に継続して実施す

ることとした。

本発掘調査確認調査が終了した 5月18日から

重機による表土除去を開始し、遺構の検出を行っ

た。確認できた遺構から順次掘削し、遺物の出土

状況図や遺構図の作成、写真撮影を行った。 6月

27日に作業を終了 し、 6月28・29日に片付けを行

い、 本発掘調査を終了した。

3.資料整理・報告書作成、保存処理の

経過

資料整理 ・報告書作成、保存処理の経過は、第

2章で記述しているためそちらを参照願いたい。
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写真24 確認調査の様子

写真25 本発掘調査の表土除去作業

写真26 本発掘調査の遺構検出作業



第8章不動綱遺跡

第3節不動棚遺跡の調査成果

1.調査区の位置と概要(第55・56図)
まかどまっざわ

富士市間門地区に位置し、上述した間門松沢第 l号墳の北約60mのところに位置する。調査区は確認

調査で遺物が出土した場所で、撹乱が及んでいない箇所のみを調査対象とした。

今回の調査では主に縄文時代の遺構・遺物が確認できた。以下、詳細な報告に入る前に概要を記す。

竪穴建物などの遺構はほとんど確認できず、磯群 l基、土坑3基が確認されただけであるが、土器と

石器が集中する箇所が2箇所確認できた。

この他、間門E第6号墳の表土やNO.52地点の確認調査において弥生土器、羽釜、中世から近世の陶

器、銅銭3枚などが出土したが、遺構は確認できなかった。

2 .基本土層(第73図)

不動棚遺跡の基本土層は第73図に示したとおりである。

l層は表土で、 2・3層が大淵ス コリ ア層、 4. 5層が褐色スコリア層、 6層が暗褐色土、 8層が黄

褐色土層で、9層が褐色土層である。

9層上面が遺構面にあたり、遺物は 8層以上から遺物が出土するが、 8層での遺物出土量が多い。

3 .縄文時代の遺構

遺構は、調査区北東で、土坑3基と磯群 l基が確認された。

Om 

。

1 

LL2m 

1 表土

2 大洲スコリア濁

径 0.5~2cm の発泡の進んだ大協スコリアを少量に含む。

3 大規|スコリア篇

径 0.5~2cm の発泡の進んだ大洲スコリアを多量に含む。

4 褐色スコリア膚

径1~3mm の褐色スコリアを多く含む。

径1~2mm の褐灰色スコリアを多く含む。

径1~3mm の赤褐色スコリアを層の下位に少量含む。
白色パミスをご、く少量含む。

径1~2mm の黄褐色スコリアをごく少量含む。

(4屈が細分できる場合)

4a褐色スコリア膚

径 0.1~lcm の赤褐色スコリアを少量含む。
径1~3mm の褐色スコリアを少量含む。

径1~2mm の純灰色スコリアを少量含むの

大洲スコリアをごく少量含む。

4b褐色スコリア層

径 0.1~lcmの赤褐色スコリアを含む。
径1~3mm の縄色スコリアを含む。

径1~2mm の褐灰色スコリアを少量含む。

4c縄色スコリア膚

後1~2mm の黄褐色スコリアを下位に少量含む。
径1~3mm の赤褐色スコリアを多く含む。

径1~3mm の褐色スコリアを多く含む。
径1~2mm の褐灰色スコリアを多く含む。

白色パミスをこ、く少量含む。

5 褐色スコリア層

径 0.5~lmm の褐色スコリアを少量含む。

径lmmの赤褐色スコリアを少量含む。

白色ノξミスをこ、く少量含む。

6 暗褐色土層

径2~3mm の赤褐色スコリアを少量含む。

径 0.5~lmm の禍色スコリアをごく少量含む。
白色ノξミスをごく少量含む。

7 漸移膚

径1~2mm の赤裕色スコリアを少量含む。

径lmmの燈色スコリアをごく少量含む。

径 0.5~lmm の小石をごく少量含む。

8 貧褐色土層

粘性強い、 しまりあり。

径1~2mm の赤褐色スコリアをごく少E含む。

径 0.5~2cm の小石を少量含む。

9 掲色土層

粘性あり、 しまり強い。

径 0.5~2mm の赤十劫色スコリアを少量含む。
径 0.5~lmm の褐色スコリアをごく少量含む。

径 0.5mmの白色粒子を含む。

径 0.5mm以下の黒色位子をごく少量含む。

径 0.5mmの黄褐色スコリアをごく少量含む。

径3mm以下のの小石をごく少量含む。

細かな多種のスコリアを含むとても固い居。

10漸移層

9層と 11層が混入し-cいる層。

11砂礁層

スコリアが砕けたような粒子の細かい砂や

径1~3cm の撲を含む。

12岩盤

第73図不動榔遺跡基本土層図(現地表面からの深さ)
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第 3節 不動棚遺跡の嗣査成果

( 1 )磯群(様群01，第74・75図，図版56)

磯群01は調査区北東で確認されたもので、SK02・03と関連するものである。 SK02・03の内部にも礁が

確認でき、 SK02・03の上位10cmまでに確認される。礁は被熱を受け赤変したものはない。15cm以下の円

礁を用いている。

( 2 )土坑 (SK01・02・03，第74・75図，図版56)

SK01は磯群01の西側で確認されたやや不整形な楕円形の土坑である。土坑内部には焼土が確認でき、

炉の可能性が高い。南北約1.2m、東西約0.9m、深さ約0.15mで、ある。

SK02は磯群01の下位で確認された不整形な楕円形の小土坑である。南北約0.3m、東西約0.3m、深さ

約O.lmで、ある。内部に磯群01を構成する礁が確認できる。

SK03は磯群01の下位、 SK02の南側で確認された楕円形の土坑で、南北約0.4m、東西約0.8m、深さ約

O.lmで、ある。内部に磯群01を構成する礁が確認できる。

したがって、離群01とSK02・03はほぼ同時期に位置づけられる遺構で、さ らにSK01も近接することか

ら、調査区北東側で確認された 4基の遺構は同時期に使用された遺構である可能性が高い。

( 3 )土器・石器の出土状況(第76'""'80図，図版54・55)

土器片の出土状況を第76図上、第77・78図に、石器 (剥片を含む)・礁の出土状況を第76図下、 第

79・80図に示した。
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第74図 不動棚遺跡調査区測量図
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m8~ 不動棚遺跡

~: 
トi 率Lb
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1 貧褐色土 赤褐色スコリア含む

小様含む粘性強

2 褐色士 赤褐色スコリア含む
小康含む粘性弱

3 赤褐色土(焼土)

A 一企- 121.8m

建言詔テ

E
∞
Z
 

。SK02

C二亙-
SK03 

。
(1 : 40) 2町、

第75図不動棚遺跡遺構実測図

土器と石器は、調査区の全体で出土しているが、西側と東側に集中箇所が確認できる。中央部分は士

器、石器ともに集中箇所は確認できず散在する。

土器の接合状況あるいは同一個体と推測される土器片の出土位置をみると調査区の東側で出土した土

器片と西側で出土した土器片が接合する(同一個体と想定できる， 13・14・17・27など)。つまり、調

査区東側と西側で遺物の集中箇所が確認できるが、両者で接合関係にある遺物があることから、どち ら

かからの流れ込み、あるいはやや標高が高い調査区北側からの流れ込みの可能性がある。遺構は東側で

磯群と土坑が確認できることから、東側から西側に向かつて流れ込んだのであろうか。

4.縄文時代の遺物

縄文時代の縄文土器、石器、剥片、礁が多数出土した。

( 1 )縄文土器(第81......85図，第32表，図版56......59)

縄文土器は、調査区全体から破片が多数出土したが、全体的形状が復原できるもの、部位がわかるも

のや大型の破片のみを図示した。

l群縄文時代早期の押型文式土器(第81図 1) 

Iは、口縁部片でほぼ直立して立ち上がる。外面の上部に山形の押型、その下位に横位の楕円形の押

型を施す。

11群縄文時代前期の木島式土器(第81図2......5) 

2'""5は木島式に特徴的な非常に薄い器壁で、図示したのはすべて口縁部である。 2・3は逆ハ字形

に聞く口縁部で、 2• 4は口縁端部を直立させ、 3は逆ハ字形に開いたままの状態である。 4は口縁部

内面を外側に向かつて押し出し、浮文のように見せている。5はほぼ直立する口縁部で外面に爪形文を

施す。

111群縄文時代後期の堀之内式土器(第81図......85図の 6......32)

6 '""21は組製の土器である。13は平底の底部でそこから逆ハ字形に内湾しながら立ち上がるもので、

口縁端部は丸く仕上げられる。外面には縄文を施すのみである。 6は口縁部片で、やや内湾する。 7""'
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第3節不動棚遺跡の偶査成果
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第8意不動綱遺跡
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第77図 不動 概遺跡土器出土状況詳細図①(西側)

11は口縁部片で、 7 0 8はやや外反する口縁で、端部は丸く仕上げられる。 7は外面には横位の沈線、

内面は横方向の何らかの調整が行われている。 9の口縁端部も丸く仕上げられ、外面には沈線で横位、

縦位の文様が施されている。本来は横位の沈線文と渦巻文の可能性がある。

10はやや内湾しながら立ち上がるもので、口縁端部は丸く仕上げられる。半裁竹管状工具の腹を用い

た横位の沈線 (凹線)文、その下位には地文の縄文が施されている。 11は、やや逆ハ字形に立ちあがる
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第3節不動棚遺跡の調査成果
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第78図不動棚遺跡土器出土状況詳細図②(中央 ・東側)

口縁部で、口唇部は平坦に仕上げられている。外面には縄文を施す。 12は11の胴部片の可能性が高く、

外面に縄文が施される。 14は逆ハ字形に開く胴部から口縁部の破片で、口縁部直下が強く撫でられて窪

み、口唇部はやや外側につまみだされたような形状となる。口唇部外面には工具による刻みが行われて

いる。外面には縄文が施されている。 15は山形突起が4箇所にみられる波状口縁の深鉢で、胴部中央か

らやや逆ハ字形に聞きながら立ち上がり、口縁部は内湾しながら立ち上がるものである。外面には縄文
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石器出土状況詳細図①(西側)

が施されている。

16'"" 18は胴部片で外面に縄文が施される。 19は胴部の屈曲部片で、底部からほぼ直立して立ち上がっ

た後、胴部中位でく字形に屈曲する。外面には縄文が施されている。 20・21は深鉢の胴部片で、沈線文

が施されている。

22'""32は貼り付け文様や沈線文が施されたものである。

22は内湾しながら立ち上がる胴部からく字形に屈曲し、口縁端部は内側にく字形に屈曲する深鉢で、

口縁部には山形突起、杯状突起が付加される。胴部は半載竹管状工具によ る螺旋文や横位の沈線文を施

す。螺旋文の内部は縄文地文を残す。 23は平底である。網代痕は確認できない。底部から逆ノ、字形に開

いた後、胴部下半で内側に屈曲し、ほぼ直立した後、口縁部がく字形に一旦屈曲し、さらに直立する口

縁部で波状口縁である。胴部と口縁部の屈曲部分には粘土の貼り付けが行われ円形の刺突文が施される

とともに横位の平行沈線文が巡らされる。その沈線文の下位に渦巻文と斜位の沈線文が施される。渦巻
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第80図不動棚遺跡石器出土状況詳細図②(中央・東側)

文の内部には縄文地文が残る。口縁部には螺旋状に粘土紐を巻き上げ、その外面に縦位の沈線文を施す

部分と、透かし孔をもっ山形突起を貼り付ける部分がある。口縁部外面には沈線による細長い楕円形に

固まれた範囲に刺突が行われる部位と、両端に刺突が行われ、その聞に沈線文を施す部分がある。

24・25は深鉢の胴部破片であり、沈線による螺旋文が施されている。螺旋文の内部には縄文地文が残

る。

26は平底で網代痕は確認できない。底部から外反しながら立ち上がり、胴部中位で内湾し、胴部は球

状を呈する。口縁部は胴部からく字形に急激に屈曲し外反しながら立ち上がる形態で、口縁部には杯状

突起と山形突起が交互に都合4箇所貼り付けられる。突起からは渦巻文に向けて縦位に垂下文が一条隆

起線により形成され、頚部には貼り付けによる突起が確認できる。頭部には横位の沈線文が巡らされ、

その下位に渦巻文、斜位の沈線文を施す。

27は底部から外反しながら立ち上がった後、胴上部でやや内湾し、頚部で外側にく字形に屈曲した後、
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第81図不動棚遺跡出土土器実測図①
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第82図不動棚遺跡出土土器実測図②

口縁部が内側に屈曲する形状を呈する。4箇所に突起を貼り付ける。頚部には渦巻文と横位の沈線文を

施す。 28は、接合関係は見られないが胎土が類似するため同一個体とした。口縁部は逆ハ字形に聞き、

口縁端部を内側に折り返す。口縁部には 4箇所に貼り付け突起が確認できる。胴部には渦巻文が施され

る。

29は逆ハ字形に開く口縁部で、口縁端部はやや肥厚させている。4箇所に貼り付け突起が確認でき、

渦巻状に粘土を貼り付け、その中心は貫通し、円孔となっている。 30は球形の胴部から頚部でく字形に

屈曲し、逆ハ字形に立ち上がる口縁部で、波状口縁である。頭部には横位の沈線文、胴部に渦巻文と横
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第 3節不mu棚遺跡の闘査成果
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第 3節不動棚遺跡の調査成果

位の沈線文を施す。

31は筒状の胴部でやや外反しながら立ち上がった後、胴上部で一旦内湾し、頚部でく 字形に強く外反

して口総に至札口縁端部は内側に屈曲するものである。頚部に横位の沈線一条、斜位の沈線文が施さ

れ、胴部下半には縄文地文が残る。 32は胴部~底部片で、外面は無紋である。底部は平底で網代痕は確

認できない。底部から逆ハ字形に聞き、 26・27・30のように胴部が球胴に近い形状であると想定する。

(大谷)

(2 )石器(第86......91図，第33表，図版60)

石鉱・石鯨未製品 19点図示した (33"-'51)。大半が脚部を有する資料であるが、そのなかでも足が

長いもの (33，，-，36)、足が短いもの (37・38・40・41)、足の付け根の肩が突き出しているもの (39・

45・46)など、 形状には複数のバリエーションが見られる。また、 40は右側縁が加工によって挟れてし

まっており、左右非対称な形状を している。

47・48は平基である。 47は裏面の加工が粗く、先端を尖らせようとしていることからドリルの可能性

も考えられたが、基部に加工を施していることから石鎌と判断した。 48は裏面の一部に素材剥片の面を

残している。 42"-'44は基部が折損しており、脚部が確認できない。

42・50は石鍬未製品である。 37・49も裏面に未加工な面を大きく残しているが、形状が整っている と

判断して、製品とした。 42は左側縁が表裏とも、ほぼ未加工の状態で、残っている。50は素材剥片の面が

ほとんど残るが、形状と加工によって縁辺を整えようとしていることから、石鍛未製品と判断した。

石材は46のみがホルンフェルスで、その他はすべて黒曜石である。黒曜石の原産地分析は行っていな

いが、信州産や神津島産が多く、それに伊豆・箱根産の黒曜石が若干伴うことが、肉眼鑑定から推定で

きる。

スクレイパー 3点 (52"-'54)図示した。 52はエンド・スクレイパーである。表面の下部に加工が確

認される。同一箇所に裏面にも加工が確認できることから石鉱未製品である可能性も考えられるが、表

面の加工は厚みがあるため刃部と判断し、スクレイパーに分類した。53は縦長剥片を素材としたラウン

ド・スクレイパーで、ある。右側縁から下部を通って左側縁まで、ほぼ途切れることなく加工が確認でき

る。加工は素材剥片の背面から施されている。右側縁が細かな加工を一定の大きさで施しているのに対

して、左側縁下部は比較的大きく加工を施している。 54は平坦な縦長剥片を素材としたサイド・スクレ

イパーである。左側縁に細かな加工が確認できる。

石材は52、53が黒曜石、 54が頁岩である。黒曜石は神津島産、もし くは信州産であるこ とが、肉眼鑑

定から推定される。

石匙 3点 (55"-'57)図示した。 55・56は横型、 57は縦型の資料である。 55は3点の中で唯一の完形

品である。素材剥片の形状を残して縁辺に細かな加工を施している。つまみ部分は大きく剥離を行って

イ乍っている。また、つまみ部分は幅が広い。 56は上部の大半が折損しており、つまみ部分は確認できな

い。下縁辺は表裏両面から しっかりと剥離を行っている。 57も上部が折損しており、つまみ部分は確認

できなし=。しかし、全体の形状から、小型の資料であることが推測される。

石材は56・57が黒曜石、 55がホルンフェルスである。黒曜石は神津島産、もしくは信州産であること

が、肉眼鑑定から推定される。

剥片 2点 (58・59)図示した。 58はやや歪んだ横長剥片である。背面には、左側面を打面に剥離し

た石核の作業面を大きく有している。また、剥片自体の厚みもあることから、石核の作業面から大きく

剥離された作業面再生剥片の可能性も考えられる。右側縁の一部と左側縁に微細な剥離痕が確認される。

石材は黒曜石であり、肉眼鑑定から神津島産であると推定される。
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第91図不動棚遺跡出土石器実測図⑥

第 3節不動棚遺跡の調査成果

76 

78 

59は幅広な剥片である。石材が細粒砂岩であること、磯面を有していることから、打製石斧を製作す

る際に剥離された剥片であることが推測される。縁辺の一部に微細な剥離痕が確認される。

磨製石斧 I点 (60)図示した。上半部は折損している。全体的にしっかりと研磨されており、光沢

が確認できる。また、研磨の際に付いたと思われる擦痕が全面に確認され、縦方向のものが多い。刃部

には使用時の衝撃痕と思われる剥離が複数確認できる。右側面上部には研磨された面を切るようにして、

潰れた面が存在しており、着柄痕である と考えられる。石材は細粒凝灰岩である。

打製石斧 8点 (61"'68)図示した。折損して全体の形状が不明な61・67・68を除いて、全て短冊形
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第8宣言 不動棚遺跡

である。 62・67・68を除いて、器体は厚みを持っている。 61、63----67は着柄痕と思われる潰れが、縁辺

に確認できる。 64・65は着柄痕が特に明確である。

62は器体の上部がすぼまった形状をしており、やや嬢形に近い形状をしている。また、他と比較して、

器体が薄い。 67・68は器体の厚さや幅から、同一個体である可能性も考えられる。 61は他の資料と比べ

て厚みがあり、磯面を広く残していることから未製品の可能性も考えられるが、着柄痕が確認できるた

め、完成品と判断した。石材は頁岩 2点、細粒砂岩 5点である。

磨蔽石・磨石 5点 (69----72・74)図示した。71・74は磨敵石である。 71は正面に平滑な面を有し、

右上・右下・左下の各面に弱い敵打痕を有している。平滑な面には若干の擦痕も確認される。 74は棒状

に近い亜円磯の両端に敵打痕が確認できる。また、表裏両面には磨面が確認される。石材は輝石安山岩

l点、玄武岩 l点である。

69・70・72は磨石である。全て円磁を素材としており、 69は球状に近い円礁の正面に弱い磨面が確認

される。 70・72は扇平な円磯の正面に磨面が確認される。 72は磨面に使用による湾曲が確認できる。石

材は輝石安山岩 l点、多孔質安山岩 l点、玄武岩 l点である。

台石・石皿・凹石 5点 (730 75----78)図示した。 73は正面中央に弱い敵打の跡と、若干のへこみが

確認された。磨敵石である可能性も考えられたが、大きさから台石とした。石材は輝石安山岩である。

76----78は石皿である。全て亜角礁を素材としており、 正面に明確なへこみを持った使用面が確認され

る。石材は全て輝石安山岩である。

75は凹石である。正面中央に大きな凹みが確認できる。石材は多孔質玄武岩であり、元々の穴を利用

して作られたと考えられる。 (柴田)

5 .古墳時代以降の遺物 (第92・93図，第32・34・35表，図版59，写真27)

不動棚遺跡(鵜無ヶ淵・間門E-第6号墳の表土出土遺物を含む)の調査では、土師器、羽釜、陶器、

銅銭、鉄砲玉が出土した。したがって、不動棚遺跡は、縄文時代だけではなく、古墳時代、中世の複合

遺跡である可能性が高い。

土師器 土師器壷頚部片2点、壷底部片が l点出土している。 81は平底で、外上方に向かつて立ち上

がる。

羽釜 2点 (82・83)が出土した。羽釜は白色系の羽釜で、 82の口縁部はほぼ水平の鍔から内上方に

向かつて立ち上がり、口縁端部内面は折り曲げられ突出する。 83は、鍔部分の破片で82とやや異なり、

直線的に外上方へ伸び、る鍔である。

北村和宏氏の羽釜編年 (北村1996)による、 II-2期、 13世紀末----14世紀前半に位置づけられる可能性

ヱ ト《
79 

/ 11与三-~
80 

¥ トーク
81 

。
(1 : 3) 10cm 

第92図不動観遺跡出土土器実測図

(古墳時代)

が高い。

84 

83 

写真27 不動棚遺跡出土遺物
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第3節不動棚遺跡の捌査成果

87 

88 

89 

第93図不動榔遺跡出土遺物実測図(古代以降)

陶器香炉、壷袈類、四耳査が出土した。

香炉 (85)は志戸呂産で、口縁端部は上面に水平な面をもち、外側に突出する。江戸時代前期(17世

紀)に位置づけられる可能性が高い。

86は壷・謹類の口縁部の可能性が高い。口縁部外面には波状文が施されている。

四耳査 (84)は肩部の破片で耳が Iつだけ残存する。詳細な時期は不明確であるが、常滑産である。

このほか図示していないが、不動棚遺跡の範囲内にある間門E-第6号墳の表土中から、中世~近世の

常滑聾片22片、知多鉢片 2片が出土している。常滑廼片は胎土の特徴などから 2個体は存在している可

能性がある。

銅銭 「紹聖元賓J (87)、「景口元貿J (88)、「永柴通費J (89)が I点ず、つ出土した。 87は2枚重ねで

あり、もう I枚は錆着しているため不明で、ある。 88は「景徳元賓」の可能性が高い。

いずれも中国大陸からの輸入銭で 「紹聖元賀J は宋銭で、 1094年が初鋳年である。 88は「景‘徳元貿」

であれば、宋銭で、 1004年が初鋳である。「永柴通費J は明銭で、 1403年が初鋳年である。

鉄砲玉 鉄砲玉 (90)は鉛製で、直径約1.1cmで、ある。赤淵川の対岸には後北条氏の「河東十二塁」

と推測される(富士市教委1986)夷城跡があることから、それに関連する遺物である可能性が高い。

(大谷)
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第 8:1程不動楓遺跡

6 .出土遺物観察表

( 1 )不動棚遺跡出土土器・陶器観察表

第32表不動棚遺跡出土土器・陶器観察表

j1fi図図版遺物 出 残存自巨締高官E径口径底径 色刷
出土位置 需号器号番p正種列 部位 (%) 1 (叩)1 (cm) 1 (田)1 (cm) 1 (外国) 1 (内面) 備考

川区出土 72 なし 同 部 112.71 - 1 - 1 8.0 明 州 ( 問6) 附 (IOYR3/2) 勝個坂人蔵式

団型 | じ服部 (22.0) 明州(5YR5/6) 灰附(lOYR5/2) 仰文

「五函 | 口縁部 一 一 一 一 ー にぷい側(lOYR5/3) にぷい附(lOYR6/4)

|鉢暫i 口総都 にぶい鈍燈(lOYR6/3) にぷい貨燈(lOYR6/3)

|鉢宵i CI縁部 ー 』 ゐ にぶい貨鐙(lOYR6/4) にぶい前総(lOYR6/4) 木島式

!鉢類 口緑部 一 一 一 一 一 lこぶい前位(lOYR6/4) にぷい賞鐙(lOYR6/4)

i同塑師E ! 仁l縁部 一 一 一 (24.0) ー 灰鈎(7.5YR5/2) 灰掲(7.5YR5/2)

仁l縁部 (38. 0)1 (38.0) ー 明演柑(lOYR6/6) 位(5YR6/6)

口u:部 (14.8)1(14.8) 瓜絢(2.5Y3/l) l倍灰質(2.5Y5/2)

l
lllIsa潔深鯵u年額勧矧偽日川j l I l I l録郎 | ー 目 明劫初(5YR5/6l-r 位(5YR6/6)本側査 ll縁部 明演褐(10YR7/6) 1にぷいms'HIOYR6/3)

仁l縁部 町 にぶい抗位(IOYR6/4)1 飴(7.5YR6/6)

本T閉rま2ま・'・f碗r飽3 酬 明州問剛) I 位(川町8)

本欄査 円緑~底部 10 1 (39. 3) 1 (30. 5)(31. 8)1 (8.6) 燈(5YR6/6) 位 (5YR6/6)

権EZTr.8 8脳ー |i 深鉢 口緑~胴部 10 ー (:IO.IJ)(30.0) ー にぶい筑燈(lOYR6/4) 灰iYi(2.5YR6/2)

本1間r2査・T・確rE3Z I 深鉢 「l縁~胸部 (31. 8)1(30. 5) 総(7.5YR6/6) 艦(7.5YR6/6)

本捌査 lu i 鉢額 鋼部 一 一 一 一 一 lこぶい前掲(lOYR5/3) にぶい鐙(7.5YR6/4)

磁本E間!!T査r・B 82 I I 17 純文上書;鉢揮i 胸部 ー ー ー 同 明赤拘(5YR5/6) 明革、拘(2.5YR5/6)

本間査 」はーーー土ーー 附 l 胴部 ー ー ー 一 ー にぷい鈎(7.5YR5/4) にぶい州(lOYR5/

確本認調T査r6 57 I 19 |I 鉢類 型1~胴部 ||| にぷい前掲(lOYR5/3)I|にぶい鐙(7.5YR6/。J 幌之内式

同正 鉢 頬 胸 部 明赤尚(5YR5/6) 燈(7.5YR6/6)
確1m'.Tr.l5 I (j厄 同12ニI1 1 .. +頼 胴部 !列亦総(5YR5/6) 明赤鈎(5YR5/6)

TF5FF V 22 深鉢 口縁~胴部 !日 一 (32.0)1(29.8) ー にぷい附(凶Y附 3) 灰州(lOYR5/2)

ト一一

徹本惚調T査r.・8 83150123 深鉢 口総~胸部 ょ5 ー (21. O)I(20.9)1 9.2 にぶい賞制(lOYR5/3) にぷい貨補(1OYR5/3)

九F 鉢頬 胴部 一 一 一 一 一 にぷい貨燈(10YR6/4) 灰貨純(lOYR5/2)

ヨτ 鉢額 l岡部 ー ー 明赤絹(5YR5/6) にぶい貨褐(1OYR5/3)

本編査 日府 日~t日五z明6 1 1 iA鉢 円総~底部 35 1 - 1(32.0)1(32.0) 燈{5YR6/6) にぷい貨位(10YR6/4)
鉢類 口緑~胴部 25 1 - 1 (30. 0)1(28. 6) ー 灰貨褐(lOYR5/2) にぷい前位(lOYR6/4f1

確認Tr.7 深鉢 円縁胴部 I15 I -1(27.6)1(27.6)(8. C) 燈(7.5YR6/6) l府灰策(2.5Y5/2)

本両査 鉢雰i Ll縁部 3 1 -ω (28.6) ー 灰ZE柑(lOYR4/2) にぶい演位(lOYR6/4)

ま!:'r~'o I _ _ I I I 30 深鉢 口縁~胸部 17 一 一 (28.9) 一 位(7.5YR6/6) 燈(7.5YR6/6)
"温品川 .1 1 7・8

繍本隠鵬T首r.沿 勝 85 いい司1|1 | |i軍鉢 口縁~胸部 10 一 一 (26.0) 一 明赤制(5YR5/6) | 総(7.5YR6/6)

繍本隠瞬T査l16 |5層 59ーいμ|ドー一一 深鉢 i阿~底部 50 - I - I - I (8. 4) 位問側 |1 にぷい鐙(7.5YR6/4)

本翻査 I 6侶 79 蛍 | 町1部 15 一 一 -一7ー1|「H7ー寸| 明赤褐(5YR5/6) I 明赤制(5YR5/6) || ー
表採 92 己L 土師縦 蛍 し里二型年一一 10 にぶい赤掲(5YH5/4) 赤褐(2.5YR4/6)

一主型主_--~I_j ，~ 遊 底都 2o 1 - | ー にぷい赤梢(5YR4/4)FI!にぷい赤褐(5YR4/4)

IlUl"]E-第6号境君主土 一一一i8一3一 羽釜 鍔部 10 戸 田 一 l ー にぶい赤札i(5YR5/4)1にぶい赤絢(5YR5/3n

町a、 59 1 841 7古滑 匹耳登 府部 20 一 一 一 一 にぷい賀鐙(lOYR7/4) にぷい賛位(1OYR7/4)

附削lr門"吋']松付近沢表司街1土l号担積究 香酔炉 仁口ゆI唱肋縁ト~底脚部 2初川0川 I (山l口12))(何刺制6削6.4)心) 褐臥w(σ山7

1m門Eー第6号績袈土 ~ 陶器し笠望星 口縁部 I 10 I ー |(16.9) 灰質掲(1OYR4/2) にぷい赤禍(5YR4/il_1__j
( )は復原他

132 



( 2 )不動棚遺跡出土石器観察表

第33表不動棚遺跡出土石器観察表

出土位協
姉図 図版 遺物

番号 番号 番号

Tr. 4 8層 33 

本調査 8廠 34 

袈採 35 

B庖 36 

10凪 37 

本翻li
9庖 38 

71f! 39 

9)(1 
86 

40 

10屈 41 

7凶 42 

43 

本調査 9kiJ 44 

45 

Tr.17 46 

Tr.12 811ii 47 

本欄査 48 

49 

本欄査 9周 50 
87 

51 

8 k'i 52 

本踊責 10M 53 

8 h':i 
54 

TI 
60 

55 

Tr. 11 151u1 56 

57 

本調査 8 h:J 88 58 

59 

Eプロッ ク 60 

本調査
61 

8 hJ 62 

Tr.4 63 

H1 64 

89 65 

本調査 66 

Tr.6 81.'i 67 

本調査
68 

69 

Tr.1 9h'i 70 

90 
71 

本湖l'i 8fel 72 

73 

TP 9 i.'i 74 

Tr.13 HI 75 

本，:ll'ct 91 
76 

8k:! 77 

( 3 )不動棚遺跡出土銅銭観察表

第34表不動棚遺跡出土銅銭観察表

担額

石銀

石銀

石飯

石鉱

石銭

石鍛

石鍍

石鍬

石録

石鉱未製品

石鍛

石鉱

石鎌

石由佳

石鎌

石鍛

石餓

石自陣未製品

石鍛

スクレイパー

スクレイパ」

スクレイパー

石!也

石見基

石匙

剥円

前l片

I.f'i&'l石持

打製石斧

打E耳石斧

打製石斧

1H"l石斧

打製干7斧

打製石斧

打~石斧

rr製fi1宇

府石

腕Ti

l円以石

ff'U:i 
fi石

偲磁石

l旧石

石川l

石阻

石皿l

( 4 )不動棚遺跡出土金属製品観察表

第35表不動棚遺跡 出土鉄砲玉観察表

Il¥土位ilt

大j自lスコリア

石材

1.1¥咽石

県珊石

鳳悶石

鳳阻石

鍋磁石

線咽石

胤随石

Il¥昭石

県陥石

県蹴石

県陥石

県磁石

期限石

ホノレンフ エノレス

!日陥石

以附石

~(\陥石

IHlI/il石
m縦石

m~出有

1.(¥1Iill石

以内イ」

ホルンアエノレス

且¥lIiilrt
J吊眼石

1!.\ß{~rt 

制l粒砂fi
却l粒凝灰岩

制車立砂!G

瓦!ft

:cr*~~ 

自IJ粒砂れ

制l粒砂岩

制l粒砂rt
和地砂科

調nt立砂利
ぷ武手i

附1;安山岩

卸石安山泊

~孔'目安山活

I!1I石'!x山れ

玄武桔

多孔T1玄武自

卸石公ILJぜi
町ITi安ILJ街

銅Irt安III*'{
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第3節 不動制遺跡の踊査成果

畏さ 組 厚さ I ~量 欠自由 備考
(岨) (cm) (阻) I (g) 

2.4 1. 55 0.28 (0.51) あり

2.3 1.5 0.25 (0.39) あり | 

2.1 1. 62 0.35 (0.73) あり

1. 55 1.8 0.38 (0.66) あり

1.9 1.7 0.35 (0.72) あり

1.2 1.7 0.5 (1. 05) あり

2.07 1.6 0.65 (1. 22) あり

2.35 1. 75 0.5 1. 24 なし

1. 65 1.4 0.5 (0.95) あり

3.0 2.1 0.65 (2.88) あり

1. 85 1. 55 0.4 (0.93) あり

3.2 1.9 7.5 (3.13) あり

2.3 J. 85 0.45 (1.11) あり

2.7 2.05 0.6 2.04 なし

2.4 1.6 0.6 (1. 62) あり

2.6 1.8 0.6 2.39 なし

2.85 2.2 0.55 (2.88) あり

3.5 2.6 1.0 7.40 なし

3.6 2.1 0.8 (3.22) あり

2.55 2.4 0.73 3.33 なし

2.9 1. 95 0.8 4.00 なし

8.8 3.25 6.5 18.79 なし

5.2 5.55 1.0 21. 07 なし

2.95 4.2 1. 05 10.51 あり

2.6 2.88 1.0 6.65 あり

3.0 1.8 1.3 6.60 なし

G.O 6.9 1.0 37.39 なし

9.8 5.2 2.4 (147.68) あり

5.25 4.45 1. 95 (46.76) あり

11.1 4.3 0.95 41. 54 なL

9.8 43 2.0 87.79 なし

10.8 4.8 2.25 149.38 なし

11. 3 4.9 1.3 (100.78) あり

10.9 5.0 1.6 (113.22) あり

5.6 4.9 1. 05 (34.28) あり

4.2 4.0 1. 05 (16.71) あり

8.5 G.3 4.6 353.00 なし

11. 65 10.00 5.90 964.00 なし

12.0 11. 6 7.9 1670.00 なし

13.35 8.4 4.7 594.00 なし

16.2 15.7 6. I 2150.00 なし

13.0 8. I 5.6 880.∞ なし

17.0 15.6 11.1 (3020.00) あり

19.2 15.7 G.2 2980.∞ なし

22.7 18.4 6.3 3065.00 なし

29.0 17.5 9.5 8∞0.00 なし

( )は残存(，Ii



第8意不動綱遺跡

第 4節不動棚遺跡の評価

遺跡の性格 不動棚遺跡の今回の調査では、包含層からの遺物の出土であり、遺構との関係や遺跡の

性格などについて明らかにする こと は難しい。縄文土器にも完形に近く復原できる個体も多く、今回の

調査地点よりも北側~西側にかけて集落が存在する可能性が高い。

第10章において古墳時代の道路(墓道)について検討するが、現在の県道元吉原・大淵・富士宮線が、

古墳時代や戦国期にも主要道であったことを想定しており、不動棚遺跡の北部には峰山遺跡、鵜無ヶ淵

遺跡が所在しており、縄文時代においても富士山麓に所在する遺跡を繋ぐ道が存在していた可能性があ

る。これらの遺跡の存続時期との関連で位置づけを行う必要があるだろう。 (大谷)

縄文土器 縄文時代早期の押型文土器、木島式土器が出土している。その後、富士山麓・愛鷹山麓で

縄文時代の遺跡が多く確認される前期、中期の土器が出土していない。調査区外では、中期の勝坂式と

想定できる土器が出土しており、今後遺跡内で前期・中期の遺構や遺物が確認される可能性が高いが、

時期ごとに中心となる地点が遺跡内でやや異なっていた可能性も想定しておくべきであろう。

また、富士山麓・愛鷹山麓(富士市側)で確認されることが少ない縄文時代後期の堀之内式土器が一

括して出土している点は興味深い。 (大谷)

石器本遺跡で確認された縄文石器は全て包含層出土であり、 時期が推定できるような検出例は確認

できなかった。 また、時期が特定できる資料も確認されなかったため、土器との対比も困難であった。

出土した遺物が、一時期の一括資料であるかどうかについても不明である。

石材は石鯨、石匙に黒曜石が多く用いられており、在地の石材はあまり見られない。黒曜石は神津島

産、もしくは信州産が多く用いられていることが、肉眼鑑定から推定される。石斧や磯石器は全て在地

の石材が使用されており、付近の川原、もしくは磯層から採取してきたと考えられる。(柴田)

註

1 縄文土器については、 沼津市教育委員会池谷信之氏、小崎普氏、原因雄紀氏、当研究所高橋岳氏に御教授賜った。

参考文献

参考文献については、第9$t末(153・154頁)に記載している。そちらを参照願いたい。
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第9章松 坂 遺 跡

第 l節松坂遺跡の概要

1.松坂遺跡の概要

松坂遺跡は富士市神戸地区に位置する。第二東名建設事業に先立つ確認調査で新たに確認された遺跡

である。今回の第二東名建設工事による確認調査箇所は撹乱が著しく、遺跡の広がりは未確定である。

松坂遺跡は、赤淵川の西岸の富士山麓の緩斜面に位置する。東側には不動棚遺跡などが所在するが、

それらよりも一段高い丘陵尾根上に立地している。

不動棚遺跡とは 1km離れておらず、有機的な関係にあった可能性が高い

2.松坂遺跡の調査歴

松坂遺跡は、第二東名建設事業に先立つ確認調査により新たに発見された遺跡であり、静岡県教育委

員会と富士市教育委員会の協議により命名された。

したがって、今回の調査が第 I次調査である。
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第 9'$: 松坂遺跡

第94図松坂遺跡の調査区の位置
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第 2節調査の体制と経過

1.確認調査および本発掘調査の体制

松坂遺跡の発掘調査は、確認調査として本発掘調査まで実施した。当研究所では、 第二東名富士工区

として調査体制を組んで実施したが、実際に現地を担当したのは下記のとおりである。

主任調査研究員鈴木良孝 調査研究員三井文洋・高野穂多果

2.確認調査および本発掘調査の経過

調査は、 NO.53地点確認調査(その 2)として

本発掘調査まで、平成13年度に実施した。

確認調査確認調査は、平成13年10月10日から

現地詰所の設定を行う とと もに試掘溝を設定し、

10月12日から重機による表土除去を開始した。表

土除去後、人力にて遺構の有無の精査を行った。

調査は10月29日まで継続的に実施し、計29箇所の

試掘溝の調査を行った。

調査の結果、遺物がやや多く確認される範囲が

4箇所確認できたことから、静岡県教育委員会、

日本道路公団静岡建設局(当時)と協議し、その

範囲を本発掘調査対象とし、確認調査に継続して

本発掘調査を実施する こととした。

本発掘調査本調査範囲が決定した10月29日か

ら重機による表土除去を開始し、遺構の検出を

行った。確認できた遺構から順次掘削した。調査

が進むにつれて遺構は少数で、あるが、縄文土器な

どの造物が複数出土したことから、遺物を残しな

がら調査を進めた。遺構の掘削が終了した段階で、

遺物の出土状況図や遺構図の作成、写真撮影を

行った。 12月11日に作業を終了し、片付けを行い、

本発掘調査を終了した。

3 .資料整理・報告書作成、保存処理の経過

写真28 確認調査の様子

写真29 本発掘調査の包含居掘削作業

資料整理・報告書作成、保存処理の経過は、第2章で記述しているためそちらを参照願いたい。
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第9耳t 松坂遺跡

第3節松坂遺跡の調査成果

1.調査区の位置と概要

調査区は、確認調査により遺構や遺物が確認された箇所のみを対象として 4つの調査区を設定した

(第94・96図)。

l区は、吉原小学校の東250m、標高160m付近に位置している。遺構面は157.8m付近で、ある。後述

する 2区の位置が最も高く、そこから緩やかに下る緩斜面に位置する。

2区は、 1区の東南東約100mの丘陵の緩斜面に位置し、南東から北西に向かつて張り 出す小尾根上

に位置する。松坂遺跡の調査区のなかでは最高所に位置し、調査区北西側で、標高約172m、最低所の南

東側で、標高約162mで、あり、遺構面は標高約170.......，159mで、ある。

3区は、 2区の南東60mの、標高約162mに位置し、 2区から下る緩斜面に立地している。遺構面は

標高約160mで、ある。

4区は、 3区の南東30mの標高約163m付近の丘陵尾根上に立地する。 2区から 3区へ向かつて徐々

に下った後、また別の尾根に至る緩斜面に位置する。

したがって、2区と 4区の東側に小尾根があ り、 1 . 3区は小谷、 4区はその斜面に位置するといえ

ようか。また、今後の調査を侯って 1.......， 4区までを同ーの松坂遺跡としてよいか、あるいは別遺跡とし

て区分したほうがよいか、再検討する必要がある。

2.基本土層

松坂遺跡の基本土層は第95図に示したとおりである。

160m 

159m 

2m 

1 表土

2 大混lスコリア層

径1~2mm の赤褐色スコリアを多く含む。

径5~ 10mmの赤褐色スコリア(発泡が進んでいる)

を大量に含む。

3 大洲スコリア庖

径1~2mm の赤偽色スコリアを全体的に含む。

径5mm前後のの赤褐色スコリア(発泡が進んでいる)

を大量に含む。

4 褐色スコリア層

径1~5mm の赤褐色スコリアを少なく含む。

径2~3mm のH音褐色スコリアをわずかに含む。

5 褐色スコリア庖

径1~5mm の赤褐色スコリアを全体的に少なく含む。

6 褐色スコリア層

径1~ 10mmの赤褐色スコリアを少なく含む。

径2~3mm の黄禍色スコリアをまばらに含む。

7 褐色スコリア層

径1~ lOmmの赤褐色スコリアを多く含む。

径2~3mm の晴褐色スコリアを少なく含む。

径2~3mm の黄褐色スコリアを少なく含む。

8 褐色スコリア膚

径1~ lOmmの赤縄色スコリアを全体的に少なく含む。

筏2~3mm の黄褐色スコリアをまばらに含む。

9 褐色スコリア膚

径2~5mm の赤褐色スコリアを全体的に含む。

径1~3mm の黄褐色スコリアをわずかに含む。

第95図松坂遺跡基本土層図
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10褐色スコリア層

径2~5mm の赤褐色スコリアを多く含む。

径1~3mm の黄褐色スコリアを少なく含む。

11褐色スコリア膚

径2~5mm の赤褐色スコリアを少なく含む。
径1~3mm の貧褐色スコリアをわずかに含む。

12褐色スコリア層

径1mm以下の赤褐色スコリアをまばらに含む。

径2~3mm の赤褐色スコリアをわずかに含む。

13褐色スコリア層

径1mm以下の赤褐色スコリアを短多に含む。

径2~3mm の赤褐色スコリアをわずかに含む。

14黒色土層

径1~3mm の赤褐色スコリアをわずかに含む。

径1cmの小石をわずかに含む。

径1mm前後の黄褐色スコリアをわずかに含む。

所々集中してスコリアが混入している。

15黒色土層

径1~3mm の赤褐色スコリアをわずかに含む。

径1cmの小石をわずかに含む。

径1mm前後の貨褐色スコリアをわずかに含む。

16黒色土居

スコリアをほとんど含まない。

17漸移層

径2~5mm の赤褐色スコリアを全体的に含む。

径2~3mm の黄褐色スコリアを少なく含む。

18貧褐色土層

径1~3mm の赤褐色スコリアを全体的に含む。

径5mm前後の赤褐色スコリアをまばらに含む。

径1cmの小石をわずかに含む。



第 3節松坂遺跡の鯛査成果
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第96図松坂遺跡調査区配置図および調査区全体図

l層が表土で、耕作が行われている。 2・3層が大淵スコリア層、 4"-13層が褐色スコリア層、 14"-

16層が黒色土層で、 18層が黄褐色土層、 17層が18層から16層への漸移層である。

遺物は 8層を中心に出土している。

3 .縄文時代の遺構

( 1 )土坑 (SK01.......03，第97図，図版62)

今回の調査では、遺構としては土坑が3基確認された。

SK01は、 4区に位置する。やや肩平な円形の掘方で、大きさは約O.5XO.5mで、検出面から約50CID掘

り込まれている。底面はほぼ平坦である。底面より 20cmほど上から被熱を受けた礁が出土した。
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第9l軍松坂遺跡

¥ 

1 表土

ム(争
SK01 

J・ -'
ームム- 4. ームムー '52.2m

2 I i 

一'ず今一::;:ti')._f 1111 

¥...7 ~7J 

" B 

2 黒色土 赤褐色スコリア多量含む

3 A¥色土 赤褐色スコリア多量含む

時褐色スコリア含む

黒色土 赤 貧-ff音掲色スコリ ア多極含む

胤色土 赤 貧・暗褐色スコリ ア含む

6 且l色土 赤・貧褐色ズコリア含む小礎含む

鳳色土 赤 貧褐色スコリア含む

黒褐色土赤褐色スコリア含む 小康含む (分層可)

。
(， : 40) 2m 

A A' A A' 

SK02 

・'
A 

1 2 ~162.71Tl ___.!..ι も ~ r --'-ムー157.2作

事 \5\.，__ 2 j_}-乙~ そうす主プ支乙/、身*←.rーグ 4正 8シ〆 ¥必il> 7、、;:....--
. :5:..3r'1ノ v ー)

袈土 表土

黒色土 赤褐色スコリア多量含む 黒色土 赤褐色スコリア多量含む

3 蝋色土 赤褐色スコリア多量含む 3 以色土 赤褐色スコリア多!ft含む

晴褐色スコリア含む 暗褐色スコリア含む

4 黒色土 赤・貧・暗褐色スコリア多量含む 4 胤色土 赤賞暗褐色スコリ ア多極含む

県色土 赤ー煎暗褐色スコリア含む 風色土 石了、・2費・暗褐色スコリア含む

6 W.色土 赤貧褐色スコリア含む小礎含む 煤色土 赤 貧褐色スコリア含む小康含む

7 黒色土 赤・黄褐色スコリア含む 風色土 赤 貧縄色スコリア含む

8 黒褐色土 赤褐色スコリア含む小康含む 1.11褐色土 赤褐色スコリア含む小康含む

第97図松坂遺跡遺構実測図

SK02は、 4区に位置する。不整形な土坑で、大きさは約1.25 x 1. 05mで、検出面から約35cm掘り込ま

れている。断面形態は椀形である。内部からは焼土とともに炭化物が出土した。

SK03は、 3区に位置する。やや不整形な円形の土坑で、大きさは約O.85xO. 9mで、検出面から約25

cm掘り込んでいる。内部からは自然礁が出土した。

4 .縄文時代の遺物の出土状況 (第98'"100図，図版61・62)

松坂遺跡では縄文時代の遺物が多数出土しているが、遺構に伴うものはなく、包含層からの出土のみ

である。第98図には調査区全体の遺物出土状況を石器と土器に区分して示すとともに、第99図に 2区の

土器と石器の出土状態の詳細図を、第100図に 1・3・4区の土器と石器の出土状況の詳細図を示した。

2区 2区では、斜面上位に当たる西側と斜面下位に当たる東側でまとまって出土している。最も多

く出土している堀之内式土器は調査区全体的に出土しているが、接合関係は斜面上位に当たる西側で接

合関係と、斜面下位に当たる東側部分でのみ確認できる。

一方、出土量が少ない諸磯式土器は西側・東側で出土している。 加曽利B式土器は2区からは出土し

ていない。

1区 l区では、堀之内式土器と打製石斧のみ出土している。 18と同一個体と考えられる破片のほか

に、 2"'6と類似する胎土をもっ土器が出土している。

3区 3区では、堀之内土器(第101・102図4・16) と加曽利B式土器(第102図14)が出土した。

4区 4区では、諸磯式土器(第102図9"'11)と、石錬 (25)、打製石斧 (32・34)が出土した。9

'"'"'11は接合関係にないが、同一個体の可能性が高い。

遺物の出土状況からみると、尾根上に近い、 2・4区での出土が多く、縄文土器も完形に近く復原で

きる個体も多いことから、 1 • 2区近くの尾根上に集落が存在する可能性が高い。一方で l・3区は谷
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第 3節松坂遺跡の闘査成果
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第98図松坂遺跡遺物出土状況図

部に当たることから、流れ込みの可能性が高く、その近くの尾根上に集落などがあり、そこから流れ込

んだと考えるのが妥当であろう。 (大谷)
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第9章松坂遺跡

5.縄文時代の遺物

( 1 )縄文土器(第101• 102図，第36表，図版63・64)

縄文土器は18点を図示した。

l群縄文時代前期後半の諸磯b式土器(9 .....， 12) 

9は口縁部片で、逆ハ字形に開いた後、口縁端部を直立させるものである。口縁部外面には斜位の沈

線文、その上位には横位の沈線文が巡らされる。10"-'12は胴部破片で、 10は横位の沈線文、 11は破片の

下部と上部に斜位の沈線文、その聞に横位の沈線文が施される。11は矢羽状の文様と想定する。 12は縦

位の沈線文である。

H群縄文時代後期の堀之内 1式土器(1 .....， 8・13・15"""19) 

lは平底の深鉢で、網代痕が明瞭に残る。底部からハ字形に開いた後、内湾しながら口縁部に至るも

ので口縁端部は丸く収められる。外面に縄文が施されている。 2"-'6は胴部片で、 !と同様、外面に縄

文が施されている。 7・8は底部片で、両者ともに網代痕が残る。 lのような器形であった可能性が高

い。 13は深鉢の口縁部破片である。逆ハ字形に開く口縁部で、口縁端部は直立する。山形突起が貼り付

けられ、渦巻状の文様が施される。16・17は胴部片で、 15は頚部片である。沈線文、縄文が施される。

19は底部片である。

18は底部から内湾しながら立ち上がり、頭部で緩やかに屈曲し直立した後やや外反して立ちあがる深

鉢で、口縁端部は丸く仕上げられる。頚部に横位の沈線文、それ以下に退化した渦巻文や縦位の沈線文

を施す。

19は深鉢の底部片である。外面は無文である。

111群縄文時代後期の加曽利B1式土器 (14)

口縁部片で、やや内湾しながら立ち上がる口縁部で、 口唇部には沈線が一条巡らされ、外傾する段に

なっている。口縁部外面には 5状の横位の沈線文を巡らせ、その聞には細かい沈線文が施されている。

非常に精搬な胎土を用いたものであり、内外面ともに文様が施きれない場所は丁寧なミガキ調整が行わ

れている。 (大谷)

(2 )石器(第103"""105図，第37表，図版64)

石鯨 6点 (20"-'25)出土している。全て脚部を持った石鍬である。ただし、 22と25は脚部を折損し

ている。 20・21・23は脚部の付け根がU字状を呈している。その中でも20・21は器体と比較して脚部が

長い。 22と25は平基に近く、直線状に近い基部にわずかに脚部が確認できる。全体的にある程度の厚さ

を有しており、21のような平坦な資料は少ない。石材は全て黒曜石であり、肉眼鑑定から信州系、も し

くは神津島産の黒曜石であると推定される。

石匙 3点 (26-""28)出土している。 27は縦長の石匙、 26・28は横長の石匙である。 27は縦長剥片を

26・28は横長剥片をそれぞれ素材としている。 27は打面が磯面であり、 26は背面が磯面である。 3点と

もつまみの部分は入念な加工を施して形を作っているが、下側縁の刃部は未加工、も しくは未加工に近

い貧弱な加工である。 3点全てにそうした特徴を有するため、未製品ではなく未加工状態、もしくは少

ない加工で完成品であると推定される。石材は全てホルンフェルスである。

打製石斧 8点 (31-""38)出土している。全て平坦な剥片を素材としており、縦長剥片 (32・36)と

横長剥片 (31)の両方が素材として用いられている。大きさは10cm以下が大半だが、中には37や38のよ

うに17cmを超える大型の資料も見られる。加工は全周に施されているが、器体の中央まで入り込んで、い

ない。そのため、多くの資料に磯面が残されている (31・33・34・37・38)。また、 32を除く全てに着

柄痕が確認でき、柄に付けて使用されたことが推定される。さら に、刃部には使用によると考えられる
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第9章松坂遺跡
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第3節松坂遺跡の踏査成果

6 .出土遺物観察表

( 1 )松坂遺跡出土土器観察表

第36表 松坂遺跡 出土土器観察表

出土位置E 抑図 図版
遺物 極5JIJ 総額 部位

残存率 穂高 得径 口径 底径 色調 色調
備考

番号 番号 (%) (cm) (crn) (叩) (cm) (外面) (内面)

深鉢 口縁~底部 60 (44.7) (44.7) 11. 3 縄(7.5YR4/4) にぷい褐(7.5YR5/4)

2区 5 R!，' 鉢曹i 胸部 10 前灰(2.5YR5/1) にぶい賞後(lOYR6/4)

|鉢頼 腕部 7 階灰質(2.5Y5/2) 浅賀(2.5Y7/3) 

日号
101 

鉢再i 胸部 5 位(7.5YR6/6) にぷい褐(7.5YR5/4)
6応

鉢軍I 胸部 5 褐灰(IOYR4/1) 暗灰貨(2.5YR5/2)
姻之内式

1'r. 2 5周 鉢揮1 胴部 5 にぷい赤禍(5YR5/4) にぷい機(7.5YR6/4)

深鉢 底部 40 12.0 燈(7.5YR6/6) 総(lOYR4/1)
2区 6届

深鉢 底部 15 11. 6 にぶい松(7.5YR6/4) 灰質褐(lOYR4/2)

鉢膏l 口縁部 7 術(7.5YR4/4) J.i¥拘(5YR3/1)

4区 縄文土器 鉢類 胸部 5 褐(7.5YR4/3) 初 (7.5YR4/3)
6届

鉢類 腕部 5 にぶい赤鰯(5YR4/4) 瓜制(10YR3/2)
踏破式

5庖 102 
鉢頬 胸部 5 にぷい賀補(lOYR5/3) にぶい1Ii褐(lOYR5/3)

2区
鉢頬 口縁部 7 にぷい賞鐙(lOYR5/4) |情灰競(2.5Y5/2) 痢之内式

34 区区
6廠

64 
鉢類 口縁部 5 灰制(7.5YR5/2) にぶい拘(7.5Y5/4) 加由利B式

鉢新 斬部 3 灰梢(7.5YR5/2) にぷい拘(7.5Y5/4)

3区 5周 鉢類 例制i 3 にぶいÍI~鐙(lOYR6/3) にぶい質鐙(lOYR6/3)

件長 6庖
鉢頬 腕部 3 鐙(7.5YR6/6) lrH5YR6/6) 堀之内式

深鉢 口縁~胴部 90 28.6 32.3 |にぷい鎚鈎(lOYR5/4) 盤(5YR6/6)

2区 5勉 19 鉢搾l 底部 5 ~ ぬ灰(lOYR4/1) にぷい質経(lOYR7/3)

( )は復liii他

( 2 )松坂遺跡出土石器観察表

第37表 松 坂遺跡出土石器観察表

出土佐fu 伸liil 図版 )ti物
組軍i 石 材

長さ 4日 ~;f.さ ffi;止
欠f口 師i考

若干J，} 司P号 番号 (叩) (cm) (叩) (邑)

51i'J 20 石自陣 m限石 1. 82 1. 44 0.32 (0.38) あり

2区
6fi 21 石鍬 1.1.1附石 1. 50 1. 27 。‘26 0.35 なし

5!2i 石鉱 /[¥阪1石 (0.75) 22 1. 59 J.:J5 0.52 あり

41l'i 幻 石鍬 :HlI1it石 2.51 1. 68 0.42 1. 07 なし

Tr.8 
6FJ 

24 石鍬 iH腕石 2.18 1. 73 0.48 (1. 50) あり

412: 103 
64 

25 イ':I鍬 IHI刷石 1.54 1.16 0.29 (0.27) あり

2区 5!D 26 石1也 ホルンフエノレス 7.57 7.47 1.86 79.02 なし

T r. 3 7庖 27 石地 ホルンアェルス 4.80 6.98 1. 46 40.60 なL

2区
6 h'.l 28 石匙 >t)レンブエノレス 6.53 4.51 1.90 38.27 なし

5 fi.i 29 JJ製石斧 蛇紋岩 3.27 4.38 0.91 (15.09) あり

l区 30 府石 創I石安山岩 8.90 5.42 3.31 2∞87 なし

トト
打製石斧 制1f1.砂岩 5.94 2.63 なし2区 8.69 116.05 

T 4I区5 
打製石斧 却It立砂岩 9.52 5.76 1. 69 97.7日 なし

6 J日 104 
33 打製石斧 細粒砂岩 10.02 5.71 2.23 128.72 なし

4区 34 打E国石斧 制t>i.砂岩 7.36 4.70 1. 62 (68.20) あり
64 

i区 35 打製石rr 制粒!ゆ岩 6.89 5.60 1. 91 (69.41) あり

4区 36 打倒石斧 中粒砂岩 5.61 3.81 1. 60 (37.85) あり

打製芋;斧 制粒砂岩 なし
212:卜- 105 

37 17.71 9.08 2.21 400.00 

5 JLi 38 打~~喧竺 l 頁岩 17.24 7.29 2.89 (397∞) あり

( )は残存他
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松坂遺跡
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静岡県埋蔵文化財調査研究所 2001 r富士川 SA関連遺跡群』

静岡県埋蔵文化財調査研究所 2004 r田頭山古墳群』

静岡県埋蔵文化財調査研究所 2008 r原分古墳』

静岡県埋蔵文化財調査研究所 2009 r矢川上C遺跡』
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静岡県埋蔵文化財調査研究所 2010c r富士山 ・愛鷹山麓の遺跡』

静岡県埋蔵文化財調査研究所 2010d r的場遺跡・的場古墳群』

長泉町教育委員会 1974 r上出口古墳』

沼津市教育委員会 1985 r平沼吹上遺跡発掘調査報告白』

沼津市教育委只会 1994a r大谷津遺跡 ・井出丸山古墳発銅調査報告暫』

沼津市教育委員会 1994b r埋蔵文化財発掘調査報告書~ (沼津市文化財調査報告岱第58集)

沼津市教育委員会 2005 r神明塚古墳 (第2次)発掘調査報告官』

沼津市教育委員会 2006 r石)11古償群』

富士市教育委員会 1976 r中里大久保団地古償』

富士市教育委員会 1983 r三新因追跡』

富士市教育委民会 1986 r岱士市の埋蔵文化財(泣跡編)j

日士市教育委員会 1987a r船津寺ノ上古墳』

日士市教育委只会 1987b w白土市指定史跡実円寺西古墳保存修理工事報告{!}J

日士市教育委貝会 1988 w富士市の埋蔵文化財 (古墳編) ~

富士市教育委員会 1991a w字東川治跡ABC地区発掘調査概報』

日士市教育委只会 1991b w舟久保追跡高山地区一高山 l号墳発腕調査報告書』

富士市教育委員会 1991c w船津L第62号墳発掘調査概要』

富士市教育委貝会 1995a r沢東A巡跡』

E土市教育委員会 1995b r花川戸第 l号墳』

富士市教育委員会 1998a r沢東B追跡』

富士市教育委員会 1998b r下前原巡跡・富士問F 第22号墳』

富士市教育委員会 1999 r船津古墳群』

富士市教育委員会 200la r字東川追跡L地区』

富士市教育委員会 200lb r東平遺跡』

富士市教育委員会 2002 r中吉原宿泊跡』

富士市教育委員会 2003 r花川戸第2・3号償発拐調査報告官』

富士市教育委員会 2005 r上ノ 山第 l号墳』

富士市教育委員会 2008 r紘宜ノ前遺跡』

富士市教育委員会 2009 r宮添遺跡 Il ~

富士市教育委員会 2010a r宮添辿跡田』

富士市教育委員会 20JOb r東平遺跡第15地区』

吉原市教育委員会 1958 r吉原市の古都』
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大谷宏治 2006 

大谷宏治 2008 

大谷宏治 2010 

岡安光彦 1984 

間安光彦 1985 
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菊池吉修 2008 
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j藤村東男 1984 r縄文土器の知識lIJ 東京美術
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第10章 富士山 ・愛鷹山麓の古墳群について

第 l節 古墳時代中期の古墳について

1.東駿河における間門松沢第 I号墳の位置

( 1 )聞門松沢第 1号墳の特徴と編年的位置

特徴 まず、間門松沢第 I号墳の特徴について確認しておきたい。

間門松沢第 l号墳は、標高126m、富士山麓の丘陵先端から 3畑、同一丘陵の南側にある東坂古墳か

ら2kmとかなり奥ま った位置に所在する。古墳は赤淵川西岸の富士山麓の緩斜面の辺縁部の溶岩ドーム

を利用した古墳で、墳形は楕円形墳、長方形墳の可能性が高く、この場合は長軸(辺)カ~20"'25mで、あ

った可能性が高い。また、古墳の北側の方形の張り 出した地形が古墳築造に伴い造り出されたとすれば、

前方後円墳や前方後方墳を意識した可能性もある。この場合は全長30m程度の墳丘規模に復原で、きる。

埋葬施設は墳頂部に木棺直葬 3基が並列して築造されている。主軸はいずれも東西方向をとり、二段

墓績に細長い割竹形木棺を納めた可能性が高い。この 3基の埋葬施設のうち第3埋葬施設から鉄剣 l点

と臼玉3点が出土したのみで、副葬造物は非常に少ない。

編年的位置 遺物が非常に少なく、編年的な位置づけを決定するのは難しいが、 第3埋葬施設から出

土した刃関双孔をもっ鉄剣と同様の特徴を有する神奈川県吾妻坂古墳や石川県下開発茶臼山9号墳例か

ら古墳時代中期前半(前葉~中葉前半)に位置づけられる可能性が高い(次項の杉山和徳氏の論参照)。

この第3埋葬施設は、3基の埋葬施設のうち最も南側に位置していることから、中央の第 l埋葬施設

が古墳築造当初の埋葬施設であるとすれば、 第3埋葬施設から想定される時期よりも古墳の築造時期は

若干遡る可能性がある。

( 2 )東駿河地域の古墳との対比からみた間門松沢第 l号墳(第38表)

墳形と規模 東駿河地域では、大型古墳に前方後円墳、前方後方墳が多く、円墳は伊勢塚古墳の54m

を例外として40m以下の中小規模である。間門松沢第 l号墳は、墳形が不明確でーあるが、楕円形墳であ

る場合は20"'25m程で、あり、東駿河地域の傾向と合致する。

墳形からみた位置づけ 東駿河地域における大・中規模の古墳のうち、弥生時代末の丸ヶ谷戸墳丘墓

第38表東駿河地域の主要古墳の概要

古tn名 所在地 墳形 規模 埋葬施設
向山16号積 二島市 前方後円 70 竪穴式石榔
向山3号墳 二島市 前方後円 25.4 (未調査)
辻畑古墳 沼在者市 1百方後方 70 木棺底王手?
長塚古墳 沼津市 前方後円 54 石棺直葬?
子ノ神古境 沼津市 前方後円 64 (未調査)
神明潔古漬 沼iお市 前方後円 54 際幹事?
山/事11古担~ 日士市 前方後円 41. 5 (未調査)
庚申塚古墳 笛士市 双方中方 40 (未調査)
ふくぺ塚古境 富士市 前方後円? 60つ|堅穴系つ
語句師塚古君主 富士市 門 24 I 粘土床

湖沼古fw '凶士市 前方後方 90 ! (未調査)
琴平古年i u士市 円 30 1 (未調査)
天神嫁古~l 白土市 前方後円 51. 5 (未翻査)
東坂古Jt! 臼士市 前方後円 60 粘土床

間門松沢第 l号立i 笛士市 相円?長方つ 25つ 木杯Ji直葬
伊勢塚古J:l'j 富士市 円 54 竪穴系つ
丸ヶ谷戸出丘息 日士宮市u両方後方 26.2 不明
※埋葬施設 竪穴系=!;V¥系組苦手施設と惣定されているもの

主ilih方位

東西

南北?

東西

南北
東西

は前方後方形で、辻畑

主な回j葬品
(未前査)
(未調査)
鋭・鉄剣・鉄槍・鉄鍬
鉾

(未調査)
(g平細不明)
(未調査)
(未調査)
鋭・勾玉・大万
興l・斧・万子・玉類
(未調査)
(未調査)
(未翻査)
鋭・塁手柱形石製品・石釧・玉類・鉄剣・大刀

古墳、浅間古墳は前方

後方墳で、 前期までに

採用される墳形である。

一方、神明塚古墳、長

塚古墳、東坂古墳など

が前方後円墳で、中期

前半を除いて前期から

後期前半まで築造され

る。間門松沢第 l号墳

と同時期の中期前半の
鉄剣・玉類
(未調査)

単位(m) 古墳は様相が不明確な
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ふくべ塚古墳を除いて円墳である。同時期の古墳に円墳が多いこと、前方後円墳の築造が停滞する時期

であるとすれば、関門松沢第 l号墳は円墳(楕円形墳)である可能性が最も高い。一方で、前方後円墳

や前方後方墳を意識した古墳であるとすれば、東駿河地域の中では前方後円墳や前方後方墳が築造され

ない時期にあたり、特に前方後円墳を意識した古墳であるとすれば、畿内王権と新たな関係を取り結ん

だ新興の首長であった可能性も高い。

埋葬施設東駿河地域における古墳の埋葬施設が明確なものは少ない。竪穴式石榔は向山16号墳のみ

で、磯榔や磯床の可能性のある神明塚古墳、粘土榔の可能性が高い東坂古墳、薬師塚古墳は粘土床、辻

畑古墳は木棺直葬あるいは全く別の木榔のような埋葬施設、間門松沢第 l号墳は木棺直葬である。調査

事例が少ないため地域的な特徴は抽出できないが、大型古墳の埋葬施設が中規模の古墳よりも大型で、豪

華であることは間違いない。

間門松沢第 l号墳のように

幅が狭い墓墳に長い割竹形木

棺を入れる特徴は遠江・駿河

の中小規模の古墳で、多く確認

されるものであり、その傾向

第10車富士山・愛鷹山11の古墳I障について

と合致している。

埋葬施設の頭位間門松沢

第 I号墳は、 3基の埋葬施設

が東西に主軸を向ける。東駿

河において埋葬施設まで調査

された事例が少ないが、埋葬

施設が調査された沼津市辻畑

古墳は東西主軸、神明塚古墳

は東北 南西主軸、東坂古墳

は南北主軸、薬師塚古墳は東

西主軸、長塚古墳は箱形石棺

直葬の可能性が高いが主軸は

不明である。

前方後円墳である東坂古墳

は南北主軸であり、前方後方

墳の辻畑古墳、 30m以下の古

墳である薬師塚古墳、間門松

沢第 l号墳は東西主軸である。

東駿河地域では伝統的に東西

主軸で、あった可能性があ り、

大型の前方後円墳は南北主軸

であった可能性がある。

埋葬施設と墳形に対応関係

がある可能性があり、注目で

きる。
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第 lj新 古噴時代中期の古績について

( 3 )東駿河地区の古墳築造の動向からみた間門松沢第1号墳の意義(第106・107図)

ここでは、東駿河地域の古墳の動向からみた場合の、間門松沢第 l号墳の意義について考えたい。

東駿河地域では、 古墳時代前期~中期に築造された古墳は少ない。近年、箱根山麓の伊豆地域に当た

る三島市向山16号墳や、愛鷹山麓の沼津市辻畑古墳が発見されたことで、古墳時代前期に遡る古墳が増

加しつつあるが、その数は遠江や駿河中央部(静岡清水平野)と比較した場合少ない。

東駿河地域の大型古墳の動向を分析した滝沢誠氏は、当地域の古墳の動向を 3段階に区分した。第 I

段階を愛鷹山麓西部と千本洲浜に大型古墳が造営される段階で、前期中葉から末葉、第2段階を前方後

円墳の造営が途絶もしくは限定的になる段階で中期前半、第3段階を再び東駿河前域で前方後円墳を中

心として大型古墳が築造される段階で、中期後半~後期とした(滝沢2005a，註 1)。

間門松沢第 l号墳は、古墳時代中期前半に位置づけられる可能性が高く、この時期は滝沢氏の 2段階

で東駿河地域において前方後円墳の築造が停滞あるいは途絶する時期に当たる。この時期は遠江・駿河

を通してみても、前方後円墳の築造数は非常に少なく(中|鳴1995)、畿内王権の政治変動に伴う、列島

規模での前方後円墳の築造の減少があった(滝沢2005a，中嶋1995)。遠江の大・中規模の古墳のあり方

を検討した中嶋郁夫氏は、この時期に畿内王権による築造の規制があったと想定している。

一方で、古墳時代中期後半になると、富士市天神塚古墳、沼津市子ノ神古墳が、後期になると沼津市

長塚古墳、山ノ神古墳、三島市向山3号墳などの前方後円墳が築造され、古墳の築造数も増加する。

このように間門松沢第 I号墳は前方後円(方)墳の造営が停滞する時期に築造された古墳といえ、古

墳造営のあり方、社会のあり方を探る上で非常に重要な古墳であるといえる。

このような東駿河地域における前方後円墳が築造されない時期に、小規模で、ありながら古墳が築造さ

れた意味は大きい。同時期に中里古墳群で琴平古墳、船津古墳群で薬子塚古墳、ふくべ塚古墳(註 2) 

が築造されたと想定でき、間門松沢第 l号墳を含めて、それまでに大型前方後円墳が築造されていた箇

所とは異なる場所に築造されている。したがって、 前期の大型古墳とは直接的に系譜関係のない集団が

新たに古墳を築造した可能性が高い。古墳の造営は畿内王権との関係の強弱により行われたと想定でき

ることから、前期に築造された古墳とは異なる集団が、新たな関係を畿内王権と取り結んで、築造した可

能性が高いだろう 。

同時期に営まれた集落の動向が不明確であることから、社会全体の動向の中での位置づけは今後の発

掘調査の進展を倹たなければならないが、間門松沢第 l号墳が、大規模古墳の築造が停滞する中期前半

に、それまでに古墳が築造されなかった地域に、それも富士山麓のかなり奥まった地域に築造されたこ

とは、富士山麓の開発を想定できる とともに、東駿河社会における政治的な変化を知実に表す指標と な

ろう。

註
l 遠江の大・中型古墳の動向を中心に検討した中UI!;J郁夫氏も、滝沢氏と向様の画期を認めている(中嶋1995)。

2 ふくべ塚古墳については未調査のため詳細不明である。前方後円墳の可能性も想定されているが、否定的な見解もある(滝沢

2005a)。また、 本墳から出土したとされる鋭などにより古墳時代中期前半の古境と考えられる(滝沢2005a)。
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第lO章 富士山・愛鷹山飽の古績群について

第107図 東駿河地域における主要古墳の時期的分布(古演時代初頭~後期前半)
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2.間門松沢第 l号墳出土刃関双孔鉄剣について

( 1 )はじめに

第 1I邪 古演時代中期の古墳について

間門松沢第 l号墳第 3埋葬施設から出土した鉄剣は、刃関部に双孔を穿つ特徴的な目釘孔をもっ。刃

関双孔をもっ鉄剣は、弥生時代後期を中心に方形周溝墓や磯床墓、壷棺墓といった墓域から数多く出土

しているが、古墳時代にまで時期が下るものは極端に少なくなる。 さらに、古墳時代中期以降の出土例

となると、管見に触れる限り、神奈川県厚木市の吾妻坂古墳出土例(西川編2004)、石川県能美市の下

開発茶臼山 9号墳出土例(三浦編2004)以外に類例を見出すことができない。

前期古墳から出土する刃関双孔鉄剣の中には、装具への固定に際して目釘孔を使用 しないヤリ(註

1 )に転用される資料が含まれている。これらの剣は刃関双孔をもちながらも、把装具への装着に際し

て、目釘を用いた固定がなされなかった事例である。豊島直博氏は、 古墳時代の刃関双孔をもっヤリに

関して、弥生時代から長く使われ続けた伝世品である可能性を指摘している(豊島2008b)。古墳時代の

刃関双孔鉄剣の出土事例が少ないため、その意義については評価が難しい。今後の類例の増加を侠ちた

いとこ ろであるが、こ こでは豊島氏の論考に導かれ、弥生時代以来の伝世品である刃関双孔鉄剣が古墳

時代にも残存するという観点から、若干の検討を試みたい。

( 2 )刃関双孔鉄剣の類例(第108図，第39表)

①弥生時代の刃関双孔鉄剣

弥生時代の刃関双孔鉄剣は 第39表刃関双孔鉄剣出土地一質表

管見に触れる限り、全国54遺

跡より87点が出土 してい る

(註 2)。弥生時代後期のもの

がほとんどであるが、福岡県

福岡市の吉武遺跡群出土例

(力武・横山編1996)のよう

に、北部九州でおは弥生時代中

期にまで遡る資料も数多く認

められる。また、東日本にお

いても弥生時代中期後葉に比

定される資料として、神奈川

県秦野市の砂田台遺跡では住

居祉より刃関双孔鉄剣を分割

再加工した鉄斧や万子が出土

している(宍戸ほか編1989・

1991)ほか、 長野県佐久市の

五里田遺跡でもやはり住居祉

辺跡名

新保問中村UIj治跡

石山辺fil<
干lH~迎跡

則前方辺跡

観音寺ii'l跡

岡地図台通ii'l跡

丸山lITii'l跡

王子/台ii'l跡

真由・北金目ii'l跡1作
砂田台i立跡

草刈辿跡

凪1無A兄1跡
篠ノ!I追跡!l'l

浅川hl状I也江I跡ltf.
五盟田J11跡

商一旦域辿跡

根塚治跡

古1.lt八船山追跡

b;im田;ufiド
文殊';;:':lU跡

近l湖沼跡

小羽11130号基

伊瀬巣地追跡

古天王5J;子磁

大風呂悶 l 号 ~，:~

大竹西}i]跡

妙楽寺j立跡

半田山 14f怠
mヶ谷i立跡

摘出i立跡

古式j立跡m‘

*人部冶跡!惇

所イf地 制考

Irr馬県

3点出土

地:t~~;~

~!J;(I~ 

神奈川県

i ilJ)J1I工品・3点出土

千必リI~ 2 ，I~~~出土

山烈M
長野~I，~

3点1-1¥土
新潟~t~

iW(i"fiJ~，~ 

岡京1瓦:l::
行川県

官，\~H，!.

岐J;L県

J;{冊目下f 2点H1上
12点山土

大阪府

兵blll!，¥ 4点出土

}ζ !;~~尽

記n~ý，\

術f;i';J~111 3点出土

立I跡名 所在地 備考

~::ï};~J.U跡 拓1附県

立岩ill跡
限西小間ii'l跡fJ
I"J出)u跡 2 ，1A~出士

須玖|凋本ii'l跡 2点出土

19引f卦ii'l跡
まど従{台i立跡i洋
東小田栄江i跡 21.，;.出土

徳永111ノ上辿跡

中原J11跡 佐1'1県 3 ，'~.uJLl‘ 
みやこ追跡

制問泣跡

シゲノグンJ11跡 民自由UA
経限j立跡

西弥混免泣跡 熊本県

下山凶J11跡

it!llll.古l到)u跡
部野原岡}i]跡 大分以 2点出土

小峨}J;iii'l跡 2点出士

111部JU跡
川床ii'l跡 五f崎県 2 )，~，山土
付ilflヶ浜辺跡 胤児!;J~;;

古脱名 所在地 制考

新羽岡古墳 神奈川県
前中期問i古噴

者婆坂古墳 古償

111JI吐絵沢郊 l号墳 的問~I~ 中期古墳 一一→
下IJ自発茶臼1119号償 石川県 中IUJ古噴

北谷 l号筑 京都府 前期古明

西求女塚古憤 兵.u!!:¥ 1両}回古羽
メス リ山古償 奈良県 前I回古境.3点出土

向野田古Jfl 熊本県 前知l古牢I
免ヶ平古樹 大分県 前IUJ古境

から刃関双孔鉄剣が出土している (三石編1999)。日本列島に鉄剣が出現し始めた弥生時代中期には、

既に刃関双孔鉄剣は存在していたと言えよう 。

弥生時代の鉄剣の把の研究をおこなった豊島直博氏の分類(豊島2004)に従えば、弥生時代の刃関双

孔鉄剣の内、 茎部に有機質の付着が確認できるもののほ とんどには、二枚合わせ式やー木造り式、鹿角

Y字式といった木製把や鹿角製把が装着されていた痕跡が認められる。 一方で、ヤリとされる四枚合わ

せ式に該当するものは皆無である。
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謹まれるところでめるが、そんな中にあって、開門松沢鶏 i号噴出土棚は、古墳時代におげる克j関 斌 北

鉄鎖の性格を考えるうえで、費量なー伊jになると雷えよう。

註

1 f槍j という字は茎式のヤリ以外に、袋部をもっホコを表現する際にも用いられることがある。滋乱を避けるために茎式のも

のを fヤリJ と表環する提案{菅谷1975・寺沢1990)に従うこととする。

2 京都熔京丹後市の浅後谷薦遺跡境基第2主体部出土例{伊野‘竹原・河野l宮98)や長鯖県佐役探索の門前遺跡 1号箱式石棺3露
出土例(鱒島ほか緩2∞粉、大分県呂田市の棄場第2遺跡的考土壌募出土傍(高橋編1989)は、薬着替の潤端4こ臼釘を愛し込み、

熊身と招を臨笈ずることで、刃関双弘と凋様の役観を来たしている事例であるが、熊本体に刃関双孔が穿たれていないため、

検討の対象から外した。一方、静樋熊掛川市の濠新EEl遺跡 I号方形廃溝墓主体部出土傍{平野1987)や長崎染対潟市のシゲノダ

ン遺跡石豊富土壌出こと傍(小限ほか編1974)、大分県竹田市の小減摩遺跡4号墓出土傍(箆内編2∞2)や宮鋳猿!A湯君事務官謀略のHl

161 



第10:1巨 富士山・愛m山鹿の古噴併について

床遺跡B区13号基出土例(有田ほか編1986)は、茎部に双孔が穿たれ、正確には刃関双子しとは言い難い。 ただし、 3例ともほぼ

無関で、身部と茎部の境界が陵昧であることから、刃関双孔同様の役割を果たした目釘孔と考え、検討の対象に加えた。

3 刃関双孔鉄剣の中にも、目釘孔を利用して茎部を裁断した痕跡が認められるものが存在する(上田編1998)。

4 盤烏直博氏の御教示による。豊島氏による古墳時代の把の分類(重量島2008a)で言うC類あるいはD類に該当すると考えられる。

引用文献

有国辰美ほか編 1986 r川床遺跡』新富町文化財調査報告哲第 5集 新宮町教育委員会

伊野近富・竹原一彦・河野一隆 1998 r浅後谷南城跡・浅後谷南境基Jr京都府遺跡調査概報』第84冊 (財)京都府埋蔵文化

財調査研究センタ ー

上田 真編 1998 r浅川扇状地遺跡群・三才遺跡』長野県埋蔵文化財センタ一発掘調査報告密34 (財)長野県埋蔵文化財セン

ター

小田富士雄ほか編 1974 r対馬浅茅湾とその周辺の考古学調査』長崎県文化財調査報告脅第17集 長崎県教育委員会
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ター

菅谷文則 1975 r前期古績の鉄製ヤリとその社会J r橿原考古学研究所論集』 吉川弘文館

副島和明ほか編 2006 r門前遺跡J II 長崎県文化財調査報告哲第190集 長崎県教育委員会

高橋微編 1989 r草場第二遺跡』九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告白 (1) 大分県教育委員会

田村隆太郎編 2006 r森町円回丘陵の遺跡』静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告第167集 (財)静岡県埋蔵文化財調査研究

所

寺沢知子 1990 r鉄製ヤ リJ W園部垣内古墳』同志社大学文学部考古学調査報告第6冊 同志社大学文学部文化学科

栃木英道編 1986 r近岡遺跡』 石川県立埋蔵文化財センター

豊島直博 2004 r弥生時代における鉄剣の流通と把の地域性Jr考古学雑誌』第88巻第2号 日本考古学会

豊島直博 2008a r古墳時代前期の剣装具Jr王権と武穏と信仰』 同成社

盟島直博 2008b r古漬時代前期におけるヤリの編年と流通Jr東国史論』第22号 群馬考古学研究会

西川修一編 2004 r吾妻坂古墳一出土資料調査報告一』 厚木市教育委員会

野島 永・高野陽子 2002 r近畿地方北部における古墳成立期の墳墓 (3)J W京都府埋蔵文化財情報』第83号 (財)京都府埋

蔵文化財調査研究センター

平野吾郎 1987 r川合遺跡出土の鉄斧・鉄鎌ならびに鋤先の出土状態についてJ W研究紀要J 1I (財)静岡県埋蔵文化財調査

研究所

三浦俊明編 2004 r下開発茶臼山古境群II一第3次発掘調査報告密一』 辰口町教育委員会

三石宗一編 1999 r鳴沢遺跡群五里回遺跡』佐久市埋蔵文化財調査報告哲第74集佐久市教育委貝会

宮内克己編 2002 r小城原遺跡 ・中原遺跡』大分県文化財調査報告哲第125集・久住町文化財調査報告官第9集 大分県教育委

員会・久住町教育委員会

力武卓治・横山邦継編 1996 r吉武遺跡群』 咽福岡 市埋蔵文化財調査報告第461集福岡市教育委員会
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第 2節 古墳時代後期~終末期の古墳について

1.船津古墳群、須津古墳群、鵜無ヶ淵・間門古墳群における墓道の復原

( 1 )墓道の復原について

第二東名高速道路に伴う発掘調査により、 3古墳群で 5基の横穴式石室を発掘調査した。これらと既

往調査の古墳の開口方位や墓道の方向を勘案し、それぞれの古墳へ至る墓道 (幹道)について復原した

い。復原に当たっては、墓道が存在するものは墓道の方向を意識していたものと想定し、墓道が確認で

きないものは開口方向を意識していたもの と考え、それらが収赦する場所を古墳へ至る道と考えた。

( 2 )鵜無ヶ淵 ・間門古墳群の墓道について(第109図)

鵜無ヶ淵・間門E-第6号墳(以下，関門E-第6号墳)は富士山南麓と愛鷹山南西麓の聞を流れる赤淵

川の西岸、富士山南麓に位置する。間門古墳群は、上ノ 山第 I号墳を含めて 9基の古墳が確認され、時

期の異なる間門松沢第 l号墳が近在する。

きて、上ノ 山第 l号墳の調査報告のなかで、報告者の前田勝己氏はその開口方向が斜面上位側に向い

て、異質である点を指摘し、斜面下位に向かない点に疑問を抱いている(富士市教委2005)。この疑問

点については間門松沢第 l号墳の立地状況、間門E-第6号墳の開口方位を合わせて考えることで、 解決

第109図 鵜無ヶ淵・問門古墳群における想定される古墳ヘ至る道

163 



第IO'li'i 富士山・愛嵐山国の古墳群について

の糸口がある。

第 6章で、間門松沢第 l号墳の立地状況からみると、古墳の南側、東側に古墳と同程度の高さをもっ

自然の高まりがあり、その丘陵に遮られて東の赤淵川や南側からは、本墳はほとんど見えないと考えた。

一方で、、古墳の北側から北西側は一段低くなっており、さらに古墳の北側部分を方形に張り出すように

地形を成形していた可能性を想定できることから、一段下がる北側~北西側を意識した古墳であること

を推定した。

つづいて、間門E-第 6号墳の開口方位は通常の古墳のように、等高線にほぼ直交する方向に墓墳を掘

削し、斜面下位の南東に向かつて開口する。したがって、古墳へは斜面下位から登っていた、またその

方向へ意識が向いていた と考えられる。さらに本墳の南東にある間門E-第5号墳は露出した石室から南

東方向へ向けて開口していることが想定されている(富士市教委1988)。

この 4者の墓道や意識する方向を結ぶと、間門松沢第 I号墳の西側から北西を通り、間門E-第 5・6

号墳と上ノ 山第 I号墳の問、河岸段丘の平坦面を通る道の存在が想定でき る(第109図)。つまり 、上ノ

山第 l号墳はこの道を意識して墓道を伸ばしていたのである。現在ここには県道元吉原大淵富士宮線が

敷設されており、その道路とほぼ一致することから、古墳時代から現代まで赤淵川西岸を南北に繋ぐ道

路として機能していたと考える。さらに、この道を南下すると、古墳時代後期~終末期の富士岡古墳群、

南西に向かえば古墳時代前期の東坂古墳が位置しており、重要な交通路であった可能性が高い。

(3 )須津古墳群の墓道について(第110図)

須津古墳群では、これまでに大塚団地第 1. 2 (須津J-第139・140)号墳およびJ第6・118・159号

墳が調査され、 J-10号墳(千人塚古墳)の主軸方位などが判明している。

須津J-第 6・118号墳の墓道はほぼ南に向かっていたと考えられることから、須津川を意識せず、古

墳群の東側の尾根縁辺部や現在埋没谷となっている東側を意識していた可能性が高い。また、 J-第159

号墳の築造箇所は須津川に面する尾根縁辺部から50mの位置にあるにもかかわらず、石室はや南南東方

向に開口している。浜松市半田山古墳群(浜松市教委1988)のように、墓道が急激に L字形に折れて須

津川方向に向かっていた可能性も完全に排除できないが、開口方向に意識が向いていたとする方が妥当

であろう。また、須津J-第10号墳(千人塚古墳)は、ほぼ南を向いていると想定できる。

この 4古墳の開口方位や須津古墳群の立地状況を考慮すると、須津川方向ではなく古墳群が築造され

た尾根の東側の浅い谷を意識していたと考えることができ、そこに古墳へ至る道が存在したと考える。

一方、これらよりもやや南にある大塚団地第 I・2号墳は近接する古墳であるが関口方位が第 l号墳

は南方向、第2号墳は南西方向に向いており、第 l号墳から南に延びる墓道に第2号墳の墓道が接続す

る状況が確認できる。また、大塚団地第 l・2号墳の南にはいくつかの古墳が存在しているが、大塚団

地 I・2号墳の報告時の旧地図 (富士市教委1976)での谷地形をみると須津川が東名高速を通るあたり

に向かい浅い谷があることからその谷方向に向かい墓道が伸び、それに今回調査した古墳から想定され

る墓道が合流していたと想定する。また、この合流地点より南側で須津川は大きく東側に流れを変える

ことから、それに沿って道(墓道)は東側に向かっていた と考えられる。

この際問題となるのが、古墳時代前期に築造された浅間古墳との関係である。第3章や本章第 l節で、

上述したように東駿河地域において首長墓が継続的に築造された地域はなく、浅間古墳周辺でも同様の

状況にあるため、浅間古墳と須津古墳群の直接的な系譜を導くことはできないが、古墳群の占地にあた

り、浅間古墳との擬制的な関係を意識していた可能性を想定しておく必要があろう(註 1)。

なお、ここで推測した道と現代の須津古墳群の中央を貫く道はほぼ一致しており、間門古墳群同様、

この道が古墳時代まで遡る可能性が高いこ とが想定できる。
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第110図 須津古墳群における想定される古壌ヘ至る道
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(4 )船津古墳群における墓道について(第111図)

船津古墳群は富士市の古墳群の中では調査された古墳数が多く、今回調査した第171号墳のほか、第

62号墳、第202号墳、第206'"'-'217号墳が調査されている。このうち横穴式石室を埋葬施設とする第62号

墳、第208'"'-'216号墳は春山川方向ではなく、南~東側の浅い谷地形に向けて墓道を伸ばす。一方、第

171号墳は、南西側に向かい開口 しており、西側にある谷地形に向かつて墓道を伸ばしていた と考え ら

れる。

第171号墳と第62、208'"'-'216号墳の聞にも多くの古墳が築造されており、今後それらの調査を倹って

再検討する必要があるが、現状で第111図のように一段高い尾根の下にある谷地形を登る道の存在が想

定できる。さらに、第111図ではこれより南側は図示していないが、この地図のやや南の尾根先端部に

存在する第202号墳は西側に向かつて開口する。ここで想定した道が南下し、第202号墳が所在する尾根

の裾を通過していたため、それを意識した開口方位であったと想定できる (註 2)。

なお、この墓道は現在の第73号墳 (稲荷塚古墳)の南側を通過し北上する道路とほぼ一致しており、

この道路も古墳時代まで遡る可能性が想定できる。

( 5 )墓道について

今回調査した 3古墳群5基の古墳と既往調査の古墳の墓道や開口方位を合わせて考えた場合、それぞ

れの古墳群近くを赤淵川、須津川、春山川lが流れるが、各河川の河岸段丘の縁辺を道が通っていたわけ

ではなく、河川に面していない尾根の縁辺部や谷筋を道として利用し、そこから各古墳へ向かつて墓道

を伸ばしていた可能性が高いと考えることができる。また、これらの道を南にいけば、浮島沼や低地部

に至る。つまり、富士山 ・愛鷹山南麓には何本もの河川が尾根の合聞を縫って南流するが、これらの河

岸段丘縁辺部をさけた尾根緩斜面や谷筋に道が形成され、浮島沼から富士山 ・愛鷹山の尾根の合聞を北

上する道が想定でき、その道を利用 (意識)して古墳が築造されたと考える。

なお、今回の分析からは、ここで導き出した道 (墓道)は少なく とも鵜無ヶ淵・間門古墳群、須津古

墳群、船津古墳群では古墳時代まで遡る可能性が高いこ とが判明するが、ここで推測する道とほぼ平行

する形で、現在もそれぞれに主要道路が敷設されている。つまり、現在の尾根裾を通る主要な道路は、

古墳時代から既に存在していたこ とが想定できる。このことから推定すれば富士山・愛鷹山麓の古 くか

らある南北方向の道路で、その道路沿いに古墳が築造されている道路については、古墳時代まで遡る道

であることが推測できる。

註
l 一方で、、中里古域群は一段高い尾根上に琴平古境が築造され、後期の古墳も築造されている。古墳が密集する地域も須津川

からはやや雌れた箇所に存在しており、須津川|に平行する方向に道が存在した可能性が高いが、狭義の須津古墳群とは別方向

を意識していたと考えられ、広重量に須津古墳群をま とめるのは適切ではない。今後、調査や詳細な検討を行った上で古墳群の

再認定を行うべきであろう。

2 船津古墳群のうち、埋葬施設が横穴式石室ではないと想定される、ふくべ塚古墳、船津L-第13・14号墳、 L-第217号墳は、横

穴式石室を埋葬施設とする古墳が立地する場所よ りも一段高い尾根上に築造されている。このうちふくべ塚古債は中期古墳で

あると考えられていることから、一段高い位置には横穴式石室が導入される以前の中期から後期前半の古墳が築造されていた

可能性が高い。船湾古墳群においても横穴式石室を狸葬施設とする古墳と、竪穴系埋葬施設の可能性が高い古墳を築造場所が

異なるにもかかわらず、同一古墳群として一括しており、古墳群の単位群の認定については再検討すべきであろ う。

参考文献
静岡県埋蔵文化財調査研究所 2009 r矢111上C遺跡』

浜松市教育委員会 1988 r半田山古墳群』

富士市教育委員会 1976 r中里大塚団地古墳』

富士市教育委員会 1988 r富士市の文化財 (古墳編b
富士市教育委貝会 1991 r船津L-第62号墳発掘調査概報』

富士市教育委員会 1999 r船津古墳群』

富士市教育委員会 2005 r上ノ 山第 l号墳』
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第111図 船津古墳群における想定される古墳ヘ至る道
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2.富士山・愛鷹山麓における横穴式石室の位置づけ

ここでは、船津L-第171号墳、須津J-第6・118・159号墳、鵜無ヶ淵・間門E-第6号墳の横穴式石室

について、残存状況の良好で、あった須津J-第6・159号墳を中心に富士山・愛鷹山麓の横穴式石室との

比較検討からその位置づけを考えておきたい。

( 1 )造付箱形石棺と屍床仕切石について(第112図)

東駿河地域を特徴づけるものに無袖形横穴式石室とともに、石室内に設けられた造付の組合式箱形石

棺と床面を仕切る屍床仕切石の存在がある(菊池2005)。以下、その分布の傾向から、今回調査した 5

基の古墳の位置づけをみておきたい。

箱形石棺の採用 箱形石棺を採用する地域は東駿河地域でも黄瀬川流域や愛鷹山東南麓などの東の地

域に多く、現状で愛鷹山西南麓の群集墳での採用は少なく、富士山麓の古墳ではほとんど確認されない

ようである(註 1，井鍋2003・2004・2005)。

屍床仕切石の採用 石室床面を区切る屍床仕切石は、富士山麓、愛鷹山西南麓に多いが、箱形石棺が

多い箱根山西麓や愛鷹山東南麓にはほとんど存在しないといえる。また、屍床仕切石を採用した古墳と

箱形石棺の両方を採用した古墳は、須津J-第139(大塚団地第 1)号墳のみであり(註 2)、箱形石棺の

採用と屍床仕切石の採用は排他的であった可能性が高い。

箱形石棺と屍床仕切石の分布からみた地域色 屍床仕切石、箱形石棺の分布から東駿河地域をみる と、

①箱形石棺が多く、一部に割抜式石棺が用いられ、屍床仕切石の採用がほとんど確認できない、箱根山

西麓、愛鷹山東南麓地域、②箱形石棺と屍床仕切石の両者が採用される愛鷹山西南麓、③屍床仕切石が

採用きれ、箱形石棺が用いられることは稀な富士山南麓~富士川西岸の 3地域に大きく区分できる可能

性が高い。②と③の地域区分が難しいが、沼津市石川古墳群(沼津市教委2006)で箱形石棺と屍床仕切

石が混在すること、その西側の船津古墳群以西では箱形石棺が少なくなること を考慮すると、この石川

古墳群とその東の東原古墳群・的場古墳群あたりで区分できる可能性が高い。

今回調査した 5基の古墳は、箱形石棺が須津J-第6号墳、屍床仕切石が須津J-第118・159号墳、両者

ともに確認されない船津L-第171号墳、間門E-第 6号墳である。須津古墳群、船津古墳群は上記の②の

地域、間門古墳群は上記③の地域にあたり、地域的特徴を反映しているといえる。

- 屍床仕切石

企箱形石結

箱形石棺客体的分布範囲

ム箱形石棺の可能性のあるもの

。 (1 : 200，000) 10km 

/ 

/ 
富士圃 (F)・花川戸古墳群

r 須i・(J)古墳群

駿河湾

第112図箱形石橋と屍床仕切石の分布

168 



てuニ

千 戸!っ

』こっ十

〆{戸

'~ 
レル/

壊、商士市横沢市境、出揮rp的場百墳で櫨認でを雪る帯植で、 J一期む号墳のよつな段構壇よりも少ない'tJ'、

富士山麓・愛離山麓で広域的に確認できる構築方法である。

須薄J同第159帯墳の段構造基繍を竪穴状に深く掘り込み、その慕墳擦に離を積み上げる構造は、富

士市中原第4号壊、片倉 l号墳などで確認できる構瀧である。この方法については、木ノ内氏によれば

醤土JII西岸の山王古墳群や妙見古墳群など比較的築造時期が新しい古墳群に多くみられる傾向にある

(木ノ内1998)。この構造も東駿河地域で広域的に確認できる。

段構瀧の擁用 このように一書で段構造といっても木ノ内氏の分類にあるように、いくつかの鑑類に

区分することができる。こうした段構瀧(樫石)の採用については、上記したように問一群集境内でも

輿なる一方で、異なる群集壌に所在する古墳と共溜ずることから、岩重構築にあたって東駿河地域内で

頻繁な情報交換・共有が行われた可能性が潤い。
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(3 )須津J-第6号墳と須津J-第159号墳の差異からみた東駿河地域の無袖形石室

須津J-第6号墳とJ-第159号墳は同一古墳群にあって近接する古墳で石室に使用される石材や石室の

形状などに共通性があるが、墓壌の形状、段構造の造りが大きく異なる(第40表)。また、この両者は

第40表須津J-第 6号境とJ-第159号墳の比較

項目 須津Jー第6号墳 須津Jー第159号墳

埋葬施設 無袖形石室 無袖形石室

段構造 あり? あり

段の高さ O.4m O.8m前後

五~~1 盟主穴状 深い竪穴状

箱形石棺の有無 あり なし

屍床仕切石の有無 なし あり

鉄線 尖根式のみ 平根式+尖根式

山民目間 大型短形円環轡 大型矩形円環轡

特徴的な1i¥IJ葬品 量| 刀子が多い

後述するように鉄鉱の平根式の採用にも違いがあり、 J-

第6号墳が尖根式のみ、 J-第159号墳は尖根式と平根式

の両者を副葬している。上述したようにJ第6号墳の箱

形石棺は愛鷹山東南麓以東との関係が想定できる一方で、

J-第159号墳の屍床仕切石は愛鷹山西南麓の特徴的な構

造である。同一古墳群にあっても、このように石室の造

り、副葬品が異なる点は、両者は交流範囲や性格が異な

る集団により築造された古墳であった と考えることがで

きる。

(4 )東駿河地域の古墳時代後期~終末期の墓制の展開

東駿河地域は、横穴式石室はすべて無袖形石室とし寸全国的にみても非常に地域色の強い地域と いえ

る。こうした類似性が高い東駿河地域は横穴式石室の構造分析からは、富士川西岸~富士山麓、愛鷹山

西南麓、富士山東南麓~箱根山西麓の 3小地域に区分できる(井鍋2003)。この区分は今回の調査した

古墳の分析から導き出した箱形石棺や屍床仕切石の採用状況からも追認できる。

一方、それぞ、れの小地域内にある古墳すべてが同一構造というわけではない。須津J-第6・118・159

七コ盛主主レ

で亀睡蓮と

ト 一
四 期

4民込島~

須津J-第 118号墳

造語

船津 L-第 171号墳

-哩~
須津J-第6号墳

」心島:町

j 0 

閉門 E-第6号墳

第113図 今回調査した横穴式石室の出較図
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首12節 古墳時代後期~終末期の古績について

号墳の調査結果と既往調査の成果を勘案すると、箱形石棺や屍床仕切石の情報、段構造の構築方法など、

①同一古墳群内の隣接する古墳間でも相違が確認できる、一方、②別地域・古墳群にある古墳の構造と

共通するこ とが確認できる。

つまり、 ①からは同一古墳群にあっても情報を共有せず、異なる石室構造を築く集団があり、また須

津J-第 6・118号墳の比較とも併せて考えると、別の集団により築造された古墳が隣接していることが

判明する。また②からは、石室は古墳築造集団それぞれが全く独自に構築していたわけではなく、東駿

河地域の中で情報共有を行う集団があった ことが判明する。①・②から石室構築に当たっての情報共有

や同一の性格を有する集団は近接する古墳間である場合もあれば、別の古墳群の古墳築造集団の場合も

あったことが想定できる。

東駿河地域は同一古墳群に所在しながら隣接古墳聞で石室の構造が異なる点は古墳群を築造した集団

内で石室構築に当たっての規制の弱さを示していると考えられる。一方で他の古墳群や別の小地域の古

墳との共通する方法を採用する点は東駿河内部で交流が活発に行われていた証拠となる。

さらに、石室情報の共有が同じような性格をもっ集団により共有されたとする仮定が正しければ、須

津古墳群のように同一古墳群を構成する集団内に複数の性格(職掌など)を有する集団が含まれていた

といえるとともに、同ーの性格を有する集団が東駿河地域内に散在していたとも考えられよう。

註

l 確実に箱形石棺が確認されているのは須津J-第 6・139号墳で、それよりも西側の東駿河地域では、伝法A-第2号墳や中里

K-80号墳など数基で想定されるにすぎない。

2 報告哲(富士市教委1976)の第5・6図をみると奥壁側に設置した箱形石棺の益石と同じ高さで箱形石棺の南側に板石の断面

が確認できる。この石材が、遂の一部だとすれば、屍床仕切石とされる部分と箱形石棺の聞にも議石が存在したことになり、

この部分に奥壁側の箱形石棺と直交する箱形石棺が存在した可能性もある。

また、沼津市石川23号墳(沼津市教委2006)に板石を用いた屍床仕切石の奥壁側に板石が3枚確認されており、この古蹟も屍

床仕切石と箱形石格が組合わされている可能性がある。
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井鍋営之 2004 rまと めJ f[J頭山古墳群』 静岡県埋蔵文化財調査研究所

井鍋誉之 2005 r組合式箱形石棺をもっ横穴式石室J r研究紀要J II 静岡県埋版文化財調査研究所

植松章八 1976 r組合せ式箱形石棺についてJ W中里大塚団地古蹟』 富士市教育委員会

橿原考古学研究所 1988 r寺口忍海古墳群』

樹原考古学研究所 1990 r寺口千塚古墳群』
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静岡県考古学会 2003 r静岡県の横穴式石室』

志村 博 1981 r終末期の竪穴状石室についてJ r東富士臨港線埋蔵文化財発掘調査報告書』

志村 博 1987 r後期古墳に於ける特異な石室構造についてー笛士市域を中心としてJ r静岡県博物館協会研究紀要J 11 

静岡県博物館協会

鈴木一有 2001 r東海地方における後期古墳の特質J r東海の後期古墳を考える』 三河古墳研究会

鈴木ー有 2003 r東海東部の横穴式石室にみる地域翻の形成J r静岡県の横穴式石室』 静岡県考古学会

鈴木一有 2010 r駿河東部における無袖石室の史的意義!r東日本の無袖石室』 雄山陰l
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3 .須津J-第 6号墳出土の鉄針について

( 1 )針について

分析対象としての針 須津J-第 6号墳から鉄針が最少4本 (最多で 6本)出土 した。金属製針は全国

的にも古墳から出土することが少なく、 形態が単純で、あるため研究の対象ともなりにく いことから集成

も行われておらず、針副葬の意味を考える上で現状では情報が欠如していると言わざるを得ない。ここ

では、本墳の評価を行う上で欠かすことができない針の集成を行った上で若干の検討を加えたい。

針の認定 金属製の細長い棒状で、先端が尖るものを 「針状金属製品J とし、そのうち針孔が確認さ

れるものを「針」とする。針孔は非常に小さく、錆化が進行した場合確認できなくなることが想定され

るため、奈良文化財研究所遺跡データベース (註 1)などを参考に、 「針状金属製品」を集成・提示す

る (第41表，註 2)。

(2 )針出土古墳の分布

針ある いは針の可能性のある 「針状金属製品J (註 3)については、現状で第41表に示したように約

100遺跡が確認できる。この他に集落な どから多数が出土している と想定できる。針状金属製品は、北

第41表 針状金属製品出土遺跡 ・古墳一覧表(古墳時代)

No 追跡名 所在地 境形 規紋 l!f!劃4施政 針孔 No i出跡名 所在地 r.:tJ惇 創m 耳E邦施般 創孔

l 森北 l号l!t 術品~';1会ìl版下11可 後方 41.4 木拍車務 未 49 タニグチ3勾噴 奈良県高取町 |司 12 木棺白番~ × 

2 腕内側穴誕群 1r.i1JY;¥白河市 縦穴~ 未 50 風吹山古墳 大阪府ti!和岡市 帆立 71 粘土割高 × 

3 中島笹塚 l号境 栃木県宇都宮市 円 17.8 不明 A 51 心合寺山古境 大阪府八尾市 後円 130 粘土m 未

4 11iiJ橋天神山古噴 n宇，I.~県前僑市 後円 129 粘土榔 未 52 カチヤ古墳 兵Jill県盛岡市 円 19 木紺厄苦p 。
5 城山 i号墳 千葉県替取市 後阿 68 繍穴式石室 来 53 中ノ郷 ・深谷 l号積 兵hll県坐悶市 方 21 木枯白書IIつ × 

6 山王山古前 千業保市原市 後円 69 粘土柳 × 54 茶すり山古羽 兵五il県朝来市 円 86 粘土槻 未

7 水神山古明 千葉県我孫子市 後円 69 粘土問 来 55 勝目 I号噴 兵員11県朝来市 円 28 木lI'na抑 。
8 上出品2号境 千葉県坂東市 後円 56 粘土鱗 来 56 梅田3号境 兵庫県朝来市 円 10 水紺砥重~ × 

9 原 l号潰 茨城県稲敷市 後円 29.5 木縮m事 未 57 若水古墳鮮 兵服県刷楽市 古績 来

10 商r.L19J，}噴 石川県能英市 古草1 制穴式石室 x 58 大寺山古噴r.下 兵b官県型H/~町 古墳 未

II 回liii山 1qt-'l 静岡以ニ励ln |吋 10.8 制穴式石室 。59 鮒山14号境 和歌山県印南町 円 14 1- 来

12 穿lWJ6'，j駁 飾阿県岱士市 円 10 縦穴式石室 。60 宮内2号.t;t 鳥取県湯梨浜町 後円 23 箱形石棺 .1  
13 中原4号墳 静I!lJ県13士市 円 11 初穴式石室 。61 古都家 l号墳 鳥取県鳥取市 後円 90 事~土m 未 |

14 岩匝i山幻号墳 静岡mi書紋市 円 木枯ill割i 来 62 桂見2号積 鳥取県鳥取市 方 28 木棺臨界 来 l
15 容林院古噴 静岡県掛川市 円 30 粘土棚 × 63 糸谷3号境 鳥取県鳥取市 古墳 石棺 未

16 東之官.1i噴 愛知県犬山市 後方 72 竪穴式石室 × 64 浜坂縦穴墓群 品取県鳥取市 制穴m 未

17 船来山古噴併 岐阜県本巣市 円 米 65 日下古墳群 ).~:;取県米子市 円 未

18111飯大原古境 岐阜県大鹿市 後円 150 ~穴式石室 × 66 上島古墳 fib棋県出雲市 円 15 竪穴式石室 未

19 1 ffUl"j寺 l号古t.i( 岐Iλ県岐阜市 門 10.7 ~穴式石室 X 67 小丸子山積穴基 山根県安楽市 制穴u 未

20 石山古l!lJi!WJ =:m県伊賀山 後円 120 粘土判事 米 68 松本 l号墳 島根県安閑市 後方 50 粘土柳 未

21 省野山古境 滋賀県東近江市 後円 70 竪穴式石室 × 69 事l'原神社古漬 島根県雲南市 方 29 竪穴式石室 X 

22 湧出山C古墳 滋賀県高月町 長}j 16 木縮砲弾 未 70 七つグロ古墳 附山県問IU市 後方 45.1 竪穴式石室 「王一

23 芝ヶ町、11号邸 京都府械脇市 後円 56.4 粘土曜事 未 71 金蔵山古噴 岡山県岡山市 後円 165 iil2穴式石室 × 

24 岡山 I号境 京都府城陥市 後方 80 粘土柳 未 72 月の輪古JJl 岡山県~I英町 円 60 粘土併 未

25 寺}-，大療古}賞 京都府向日市 後円 95 懸穴式石室 × 73 井尻野 l号車E 岡山県総社市 方 25 箱形石結 未

26 井ノ内稲j'~j~軍古i良 京都府向日市 後円 46 制穴式石室 × 74 西山26号境 岡山県総社市 方 20 粘土棚 企

27 盟ヶ谷3号繍穴 京都府Jil丹後市 制穴是正 × 75 山の神古墳 広助~;~沼山市 円 14 横穴式石室 未

28 園都庖内古~ 京都府間丹市 後円 82 木柑砲弾 来 76 山ノ事l'第 l号墳 広島県府中市 円 12 箱形石佑 未

29 平山古墳 京都府南丹市 円 17 木相官葬 × 77 赤要古漬 山口県山口市 後円 40+ 舟形石柏 × 

30 瓦谷 I号噴 京都府木津川市 後円 51 粘土偶 × 78 臼田遺跡 山U~~山口市 米

31 入谷西DI号墳 京都府与謝野町 方 盟主穴式石室 未 79 国森古境 山口県閏布施町 方 40 箱形木-ll'!liI割i 来

32 上人ヶ平16号境 京都府木i'1l川市 方 E型敷 未 80 際啄横穴群 山口県長門市 横穴纂 未

33 寺口千摩16号墳 奈良県道減市 楠円 18 航穴式石室 。81 雑之尾 l号境 愛媛県今治市 後方 30.5 I箱形木箱 未 1
34 寺口忍海E12号tJ:f 奈良県1);械市 円 11 続穴式石室 。82 若草町遺跡4号績 震媛県松山市 円 7::t 1縦穴式石室 A 

35 寺口?!i(#liH34号績 奈良県お城市 円 15 樹穴式石室 企 83 者司古漬 福岡県福岡市 後円 75 ~穴式石室 × 

36 寺円忍海H39号tJ:f 奈良県tt;減市 償穴式石室 & 84 鋤崎古噴 福岡県相岡市 後円 62 被穴式石~ 島

37 桜チJ茶臼山古墳 奈良県叡井市 後円 207 竪穴式石室 未 85 有l'領2号墳 稲岡県字策目j 円 30 粘土廓 未

38 藤ノ木古境 奈良県斑崎町 円 48 横穴式石室 。86 欠爆古境 稲岡県筑後市 後円 45 続穴式石室 未

39 ベンショ爆古墳 奈良県奈良市 後円 70 粘土榔 未 87 沖ノ島19号遺跡 稲岡県宗像市 祭記遺跡 未

40 双築古tJ:f 奈良県桜井市 円 30 粘土概 来 88 li湘浦 l号境 術岡県太宰府市 円つ 粘土概 未

41 大谷今池2号明 奈良県大和高田市 円 24 木粧直葬 。89 柿原 12号漬 稲岡県甘木市 円 16 横穴式石室 島

42 火野谷山第2号墳 奈良県葛械市 円 14 木絡む葬 未 90 萱葉古漬群 l号墳 相岡県志免町 円 20 木棺直邦 来

43 大和一塚古積 奈良県葛械市 後円 60 樹穴式石室 × 91 七夕池古境 捌届l出志免町 円 竪穴式石室 • 
44 奥ノ芝第2号明 奈良県宇陀市 古噴 縦穴式石室 × 92 惣社古績 網岡県みやこ町 円 28 箱形石桔 未

45 見回大沢 l号墳 Z芦品t県宇陀市 後円 22 木箱ill郵 × 93 熊本山古境 佐賀県佐賀市 円 舟形石結 島

46 後出6号噴 奈良県宇陀市 円 10 木枯直郷 A 
94 

市ノ瀬10号
宮崎県国包町 地下式欄穴墓 来

47 北原西 l号境 奈良県宇陀市 後方 31. 5 木箱直葬 地下式繍穴基× 

48 タニグチ l号境 奈良県高取町 円 20 粘土概 × 

※ I 横形後円=前方後円墳後方=前方後方噴 長方=長方形積 柄円=栴円形 墳 円=円積方=方墳帆立z 帆立貝形古墳 古境=墳形不明 f-J =縦穴al;

※2 針孔 0=針孔あり .=針孔は報告されないが出土状況から針の可能性が高いもの x=報告暫では記載なし 未=未磁~
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第114図 古墳出土の針(一部針と想定するものを含む)

は福島の森北 l号墳から南は宮崎の市ノ瀬10号地下式横穴墓まで全国的に確認されている。同一地域に

集中することは少なく、奈良の葛城市周辺と宇陀市周辺、東駿河地域など数地域である。

このうち針孔が確認されたものは、須津J-第6号墳、三島市田頭山 l号墳(静岡埋文研2004)、富士

市中原第4号墳 (前田2008)、奈良県寺口忍海E12号墳 (橿考研1988)、同寺口千塚16号墳 (植考研1991)、

同藤ノ木古墳 (橿考研1990)など約10例に過ぎない (第41表，第114図)。この中では、東駿河にほぼ同

時期に 3古墳が集中することは、奈良県葛城市の寺口千塚古墳群、寺口忍海古墳群など葛城に集中する

こと と同様、特筆すべきであろう。

( 3 )金属製針の分類

針は用途により長さや断面形

状が異なることが想定されるた

め、それが分類において重要な

要素となる。現代では大きさや

形状により布用、皮革用、網用

などに分類されているが、この

分類を古墳時代に援用できるか

どうか現状では判断できないた

め、ここでは分類を行うにとど

め、現代の針の分類との比較は

行わない。

長さ 金属製針をまず長さに

より分類する。現在では一寸針

など尺度に合わせて針の長さが

決まっているが、針は非常に細

J
A
U
ハJ
礼
よ

1 " 
合 2 東駿河

3，、

4大J九和~ 8 

5.6 

1 力チヤ古横 2 梅田1号墳 3 藤ノ木古寝
4 大谷今，世2号績 5・6 寺口干塚16号墳・寺口忍海E12号噴
7 中原票4号噴 B 須，*J-第6号墳 9 国頭山1号墳

第115図 針出土古積分布図(針状金属製品出土古境は除く )
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須薄J-第8号噴出土の針は布・木材の嬢跡の両者が確認できないことから断定できないが、須曹J-第

6号噴出土万子などには木質が残存じているが、針にはそれカ瀧認できないことから、針簡には入れら

れず寺口忍海H39号墳の針状鉄製品のように紐を巻きつけて(布袋に入れて)麗葬していた可能性がある。

(6)針の撞韓

①針と被葬者。性問

古壊被葬者と針の間報 上述した針を繭葬する古墳で、人骨が残存し性部が明確なのは、奈良県藤ノ

木古墳と兵賭県カチヤ古墳である。人骨鑑定の結果、前者は男性、後者は女性であることが判明してい

る。このほか人骨が出土し性別まで判明レどいることはほとんどなく、現状ではどちらの性別に対して
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の副葬が多いのか述べることはできない。針が副葬された被葬者に女性、男性のどちらが多いかについ

て、 今後類例が増加するのを倹って検討する必要がある。

『万葉集』にみる針保有者 『万葉集」には、防人として旅立つ橘樹郡の上丁物部真根が詠んだ、歌に対

する妻椋椅部弟女の反歌「草枕旅の丸寝の紐絶えば我が手と付けろ これの針もしJ (4420)が

ある。これは、防人として旅立つ夫が旅路にあたり針を保持して出かけたこと、 穴があいた場合には自

ら補修したことがわかる。

また、大伴宿祢池主と下吏のやり取りの歌、「草枕旅の翁と思ほして針ぞ、賜へる縫はむ物もが」

(4128)、「針袋取り上げ前に置き返さへばおの ともおのや裏も継ぎたり J (4129)、「針袋帯び続けながら

里ごとに照らさひ歩けど人もとがめずJ (4130)などからも男性が旅路に際し針を携帯し、男性も針を

使用していたことがわかる。藤ノ木古墳の被葬者が実際に針仕事をしたかどうかは明確で、はないが、男

性にも副葬きれていることから、『万葉集』の記事は古墳時代にも遡らせて考えることができるだろう。

針と性別 針が副葬された古墳被葬者と、文献から想定される針保有者を分析すると、針は必ずしも

女性のみが保有するものではなく、文献、出土例の双方から男性も保有・使用していたことが判明する。

つまり針の副葬=女性の被葬者とするのは早計であろう。

須津J-第6号墳と性別 須津J-第6号墳からは、人骨が出土し、一人以上の成人が埋葬されていた可

能性が高いが、残念ながら性別は特定できない。

②針保有の意義

ここでは現状で、針から想定できる被葬者像について考えられるイメージを挙げて今後の検討に当

たっての基礎資料としたい。

裁縫技術との関係 正倉院御物(南倉)の針は、「七孔針」と称され、乞巧黛(七夕)の際に裁縫技

術の向上を願う儀式に使用されたと考えられている。つまり、針副葬の意義は、裁縫・服飾生産に関わ

る技能保持集団やそれを管掌していた集団を表徴するものであろう。

また、東駿河地域の横穴式石室とその副葬品を検討した鈴木ー有氏は、奈良県葛城地域の石室と東駿

河地域の石室の共通性とともに、この地域の寺口忍海古墳群や寺口千塚古墳群で針が出土しているこ と

との関連性も指摘し、東駿河地域にはこれまで注目されていた鍛冶技術、馬匹生産だけではなく裁縫技

術を含めた手工業生産に長けた集団があったことを想定している(鈴木2010)。

したがって、鈴木氏が指摘するように針副葬が表徴する被葬者像は、針を用いた手工業(裁縫)生産

に携わった、あるいは管掌した人物(集団)であることが想定できる。

鉄器生産との関係 富士市中原第4号墳では鍛冶具とともに出土しており、自ら生産したものを副葬

した可能性もあり、鍛治工具などとともに出土した場合は鍛冶生産との関連も想定できる。

玉造との関係 丸玉・小玉などの玉類を紐・糸を通して一連の首飾りや足飾りなどとして製品佑して

いく上で、糸通しとして利用されていたことも想定できる。この場合は、副葬された古墳の近くで玉造

の工房などが確認されていることが条件となろう。また、 b類以上の長い針で、行っていたとは考えにく

いため、 a類であることも条件となろう 。

旅支度 上記した『万葉集』にあるように、針は遠出の旅と関係し、男性でも破けた布を縫っていた

可能性が高い。遠出の旅を長距離の移動とすれば、交易等の長距離の輸送などを象徴する可能性も考え

られるだろう。

さらに戦国時代には武士が携行し、足にできた水豆の水を抜くのに使用したという。藤ノ木古墳など

では男性に副葬されていたこと、須津J-第 6号墳のように針以外では手工業生産に携わっていたことを

示す副葬品がないことなどから、服飾生産を管掌するだけではなく、長距離輸送や軍事的な遠征の象徴
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であった可能性も考慮、しておくべきかもしれない。

(7)須津J-第 6号墳出土針から想定される被葬者像

以上、簡単ではあるが、針状金属製品出土古墳・遺跡の一覧表を示し、針の分類をおこなった上で針

の分布傾向や針の保有状況、文献等から想定される針保有の意義について考えた。

須津J-第6号墳では、少なく とも4本の a類の針が纏まって出土した。一人以上の埋葬があった可能

性が高いが、女性が埋葬された確証はない。今後さらなる針出土古墳の分析を進めなければ、早計結論

は出せないが、須津J-第6号墳の被葬者像はまず第 Iには服飾裁縫の手工業生産を実際に行っていたあ

るいはそれを管掌した集団が築造した古墳の可能性を想定できる。

一方で、、想像を還しくすれば、旅路で針の携帯が想定できることから、針が交易や軍事的な役割を

担っていた集団に象徴的に副葬された可能性も想定でき、それを頭の片隅に留めておく必要があろう。

(8 )針出土古墳から見た東駿河

繰り返しになるが、東駿河地域では須津J-第6号墳、田頭山 l号墳、中原第4号墳の 3基で針が確認

されている。東駿河といっても30krnはなれた箇所に散在しており、局所的に集中するわけではないが、

裁縫技術と深くかかわりがある可能性が高い針が複数の古墳から出土する点は、裁縫技術を有する集団

が複数地域に存在し、活動を行っていた可能性が高いことがわかる。想像の域を出ないが、針の副葬が、

自らの職掌や地位を表示するものであると仮定すれば、 一般的な服飾裁縫技術ではなく、やや特殊な裁

縫技術をもっ手工業技術者集団を表示している可能性も高い。

註
l 奈良文化財研究所遺跡データベース (奈文研HP 公開データベース・遺跡データベース)

アドレス http://www.nabunken.gp.jp/database/index.html 

2 なお、「針状金属製品」として集成したもののなかに、玉類などを穿孔するための錐が存在する可能性が高い。錐は弥生時代

中期から存在しており、形状も類似することから厳密に区分することは難しい。 今回は、先端が尖る細身の金属製品を集成する。

3 針状鉄製品のうち、副葬位置や方法により、針状金属製品の近在に農工具や鉄鍬がなく束ねられた状態で副葬されたもの、

あるいは容器に数本が納められた状態で副葬されたと想定されるものについては針孔がなくとも針と認定できる可能性が高い。

4 正倉院南倉には儀式用の銀・銅・鉄製針が7本納められており 、30cmの大型のものが存在する。古墳時代のものでは確実に

20cmを超えるものが確認できないが、この事例から20cmを超えるものが存在する可能性を想定して、 d類20cm以上を設ける。

5 この他、先端が三角形のものが想定できる。先端三角形の針は現代では 「三角針J と呼ばれ、皮革製品に用いられる針である。

古漬時代中期以降馬具生産には皮革用の針が必要だったと考えられるこ とから、今後は針の先端の形状を十分観察する必要があ

る。
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橿原考古学研究所 1991 r寺口千塚古墳群」
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鈴木ー有 2010 r駿河東部における無袖石室の史的意義j r東日本の無袖横穴式石室』 雄山閣

鳥取県教育文化財団 1996 r宮内第 l 遺跡宮内第 4遺跡宮内第 5遺跡宮内 2 ・ 63~65号積』
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兵庫県教育委員会 1983 r半坂峠古墳群・辻遺跡』

兵庫県教育委員会 2002 r梅田古墳群 1J 

前田勝己 2008 r中原第4号墳j r東国に伝う横穴式石室』 静岡県考古学会

渡辺貞之 1979 r針j r世界考古学辞典』

図の出典
第114図 中原第4号墳(前田2007)、田頭山 l号墳(静文研2004)、寺口忍海EI2. H39号墳(橿考研1988)、寺口千塚16号墳(桓

考研1991)、藤ノ木古墳(極考研1990)、大谷今池2号墳(極考研2003)、梅田 l号墳(兵庫県教委2002)、カチヤ古境(兵庫県教委

1983)、宮内 2号墳(鳥取県1996)
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4 .船津古墳群、須津古墳群、鵜無ヶ淵・間門古墳群の馬具と武器について

( 1 )馬具

今回報告した5基の後期~終末期の古墳および『富士山 ・愛鷹山麓の遺跡.n (静岡埋文研2010)で報

告した平椎第2号墳の 6基中4基から馬具が出土した。 平椎第2号墳は鐙金具であるが、 須津J-第 60 

159号墳、間門E-第6号墳は、いずれも鉄製轡で、それも大型矩形立聞をもっ環状鏡板付轡 (以下， 円

環轡)である。

東駿河地域に限らず、東日本には大型矩形立聞円環轡と鮫具造立聞円環轡が多く確認される。この向‘

形式は規格性が高い と考えられていること(岡安1985)、板状の矩形立聞や鮫具を環に鍛接する技術が

必要であることから畿内王権により生産・技術管理され、地方に配布された轡であると考えられている

(尾上1998，栗林2005)。

この2種の轡が、東駿河地域には今回出土した 3事例を含めて、大型矩形立聞12例、銃具造立聞9例

出土しており、東駿河地域で出土した円環轡24例中21例(約9割)がこの 2種類で占められる。これは

東海地方の中でも非常に多く、東遠江地域とほぼ同数が副葬されている(大谷2006)。調査された古墳

数からすれば非常に多くの古墳に馬具が副葬されていることが予想でき、この出土馬具数量とのちに牧

が設置されること、東駿河地域に「金刺舎人J や「他国舎人」という中央に出仕し王宮の周囲を警護し

たと想定される舎人が存在したと想定されることから、岡安光彦氏は駿河地域に騎馬軍団 「東国舎人騎

兵Jが存在したことを想定している(岡安1986)。

東駿河地域は上述したように古墳時代後期前半までの古墳は多く はないが、後期後半、それも後期末

(遠江田期後葉)に近い時期から急激に古墳築造数が増加する。後期前半までは荒久城山古墳の f字形

鏡板付轡だけであったが、古墳の急増に伴って後期後半以降中原第4号墳などでの副葬を皮切りに馬具

副葬数も急増し、軍事色を強めている。また、花川戸第 l号墳と横沢古墳で馬骨が出土した点から馬匹

生産を行っていたことも想定されている(鈴木2003・2010)。

このように畿内王権と関係する馬具が多くの古墳から出土している点、馬匹生産が行なわれた可能性

が高い点は、岡安氏が想定するような軍事的な集団が存在した可能性を想定してお く必要があると とも

に、畿内王権との軍事的な深い関係があったと推測できる。

( 2 )鉄鉱

尖根式鉄鉱と平根式鉄鉱の保有の差異 保有形態における須津J-第6号墳と第159号墳について一

須津古墳群では、 J-第6号墳・ 159号墳で鉄鉱が出土しているが、前者は平根式を含まず尖根式のみ、

一方後者は平根式・尖根式を保有するという、鉄鍬の保有形態の差異が確認できる。両者は前者の石室

規模が6.5m以上、後者が4.75mと石室に 2m近くの差があるが、副葬されている遺物はほとんど変わ

らないことから階層的には

それほど大きな差はなく、

また時期的に も大きな隔た

りはない。

では、副葬された鍛の種

類の違いが何故あらわれて

くるのか。

東駿河の古墳での副葬の

あり方にも両者が確認でき

る。平根式・尖根式の両方

須j章J-第6号境

i小
品

b 須j章J-第159号境。 (1 : 4) 

第116図須津J-第6・159号墳劃葬鉄鍍の相違
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第IOiii 富士山・愛鷹山腐の古墳群について

を副葬する古墳が多いが、沼津市東原 1・2・5号墳、清水柳北 I・2号墳などでは尖根式のみを多量

に副葬している。今後詳細な検討を加えなければならないが、箱形石棺を採用する古墳に尖根式鉄鎖の

みを副葬する古墳が目立っため、関連性に注目すべきである。箱形石棺を採用する集団の中で平根鍛を

用いない規範のようなものが共有されていたのだ、ろうか。箱形石棺と屍床仕切石、墓墳の形状の差異が

確認できる両古墳が鉄錬の保有状況まで異なる点は、繰り返しになるが単に石室構造の違いだけではな

し 古墳築造者集団の性格差があったことを想定しておくべきだろう。

特殊な五角形鎌について 須津J-第159号墳から、五角形鍛で、銀身の幅よりも鍛身関幅の狭い五角

形鍛が出土している。通常五角形鍬は鍛身関部分が最も広いか、鍛身幅と関幅が同程度のものが多い中

で、 特殊な形態である。五角形鍬自体は東日本、特に遠江・信濃以東~関東に多くみられるものである

が、こうした幅が狭いものは東駿河でもいくつかしか確認できないものである。事例を挙げれば沼津市

石川119号墳、伊豆の国市平石4号墳(静岡埋文研2003)など数例が確認できるだけである。類例が少

ないが、こうした特徴的な鉄鉱が存在する点は、地域内部で鉄鉱生産が行われていた証拠ともなろう。

五角形鯨の副葬 東駿河の平根五角形簸出土古墳を分析した菊池吉修氏によれば、本形式を保有する

古墳は階層的に上位の古墳が多いときれている(菊池2008)。須津J第159号墳では鉄製馬具が出土し、

鉄装倭系大万(頭椎大万か)を副葬していたことから、菊池氏の想定通り、やや階層的には上位にある

古墳といえる。

片刃箭式鉄鉱 今回調査した古墳は、古墳時代後期に遡る可能性が高い古墳は柳葉式と片刃箭式、や

や新しい古墳は撃箭式と片刃箭式の組み合わせが確認できる。片刃箭式鉄鉱は、銀身が長く、直角関で

@ 

ー=コー曹 圃ー

2 

1 須i寧J-第6号寝

2 船津Lー第 210号墳

3 石11128号墳

あるものが多い点で注目できる。片刃箭式鉄鉱は 6世紀末以降、闘

が失われる、あるいは撫関となって闘があいまいになる方向へと変

化していく中で、 6世紀末以降でも須津J-第6・159号墳のように

鯨身が長く、直角関である形状を保持し続けている点は、東駿河地

域の特徴であり、継続的に地域内部で鉄鉱生産を続けている証拠に

もなろう。

( 3 )大万

大万からみた東駿河での大万生産の可能性 須津J-第 6号墳から

出土した大万 (57)の茎は非常に細いうえ、先端が尖る という特徴

を有する。東駿河地域で出土する大万の中でもこのように細いもの

は少ない。同じように茎が細いもの(想定される)に、沼津市石川

28号墳出土大万が挙げられる(第117図)。こ うした茎が非常に細い

大万は、全国的な大万の集成・分類を行った臼杵勲氏の大万茎の分

o 類 (臼杵1984)の中には確認できず、特殊な茎を有する大万といえ

1 

8 

る。このような特異な特徴をもっ大万については地方生産が想定で

きる可能性がある。

これに関連して、 静岡県内出土の大万に伴う鉄製鍔の分析を行っ

20cm た西津正晴氏は、無窓鍔の一部に在地生産の可能性を推測している

が、氏が在地生産の可能性があるとした鍔が東駿河地域でも船津L-

第210号墳(註 1，第117図)などで数例出土 している (西津2002)。

なお、船津L-第209号墳では短い鍛身の無茎五角形鯨が出土して

第117図茎が非常に細い大万 おり、これは他地域では見出すことができない特徴的な鉄鍛である
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ことから東駿河地域での生産を想定 した (大谷2004)。東駿河地域では大万鍔と鉄鍛は在地生産された

可能性が高い。

したがって、 今後さらに詳細な分析を行わなければ早計に結論は出せないが、須津J-第 6号墳例や石

川28号墳例の茎が非常に細い大万や船津L-第210号墳の無窓鍔の事例から、 東駿河地域で鉄鍛だけでな

く大万の生産を行った可能性も考慮してお く必要がある。

(4)万子

須津J-第159号墳からは、切先で数えて11点 (関・茎尻で数えて 8本)もの万子が出土 した。埋葬人

数は 3"'4人 と想定されることから一人に対して l本以上の万子が副葬されていることになる。万子の

ほかには農工具は出土 していないため、工具としての扱いなのか武器としての扱いなのか明確ではなく 、

万子の用途やその意義については特定できないが、 I古墳から多量の万子が出土している点は注目 して

おく 必要がある。

註

l 船津L-第210号墳から出土したこの無窓鍔付大万の茎も茎尻が非常に先細る可能性が高いものであり、 鍔と大万がこの東駿河

地域で生産されていた可能性がある。
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第11章結語

最後に、本書で報告した 6遺跡の調査成果を簡略にまとめて、結語としたい。

1.船津L-第171号墳

船津L-第171号墳は、愛鷹山南麓の丘陵、春山川東岸の緩斜面に築造された、約10mの円墳である。

埋葬施設は南西に向かつて開口する無袖形横穴式石室で、石室の残存長は3.2mで、ある。床面は 2面確

認できる。副葬品は鉄鍬と万子が出土した。遺物が少な く時期を特定することは困難であるが、副葬さ

れた鉄鍛から判断して 7世紀前半に築造された可能性が高い。

また、古墳に伴わない古代以降の遺物からみると、中世の遺跡(経塚や墳墓)が近在に所在する(し

た)可能性が高いことも判明した。

ム 須津古墳群

須津古墳群では、須津J-第 6・118・159号墳を調査した。

須津J-第6号墳 須津川東岸の愛鷹山麓の丘陵緩斜面に築造された、約13mの円墳で、ある。埋葬施設

はほぼ南に向かつて開口する無袖形横穴式石室で、 開口部に段構造を有する。石室残存長は6.5mで

あった。床面は 2面確認でき、出土した人骨からは l人以上の埋葬があったことがわかった。副葬品は、

鉄製馬具のほか、玉類、耳環、大万、鉄銀、針、須恵器が出土した。 6世紀末まで遡る可能性もあるが、

7世紀前半に築造され、 7世紀後半まで追葬が行われた可能性が高い。針の出土から裁縫技術に通じた

被葬者像を描くことができる。

須津J-第118号墳 J-第 6号墳のすぐ西側に築造された古墳であるが、墳丘および周溝は破壊されて

いるため、古墳の規模は不明である。埋葬施設は、ほぼ南に向かつて開口する無袖形横穴式石室で、開

口部に段構造をもっ可能性が高い。石室残存長は5.3mで、ある。床面は l面が確認でき、万子が出土し

た。 遺物が少ないため築造時期を特定できないが、 7世紀前半以降に築造された可能性が高い。

被葬者の性格を想定するのは難しいが、第10章第2節で検討したように、 J-第 6号墳とは横穴式石室

内部の構造が異なることから、交流範囲や性格が異なる集団であった可能性が高い。

須津J-第159号墳 J-第118号墳から北西50mのところに築造された、約10mの円墳である。埋葬施設

は、ほぼ南に向かつて開口する、無袖形横穴式石室で開口部に段構造をもっ。石室全長は4.75mで、床

面は 2面確認できる。上面から遺物・人骨が出土している。人骨は少なくとも 3'"'-'4人分が確認でき る。

副葬品は、鉄製馬具のほか、玉類、耳環、大万、鉄鍛、万子、弓両頭金具、須恵器が出土した。これら

の遺物からは 6世紀末葉に遡る可能性があるが、 7世紀前半に築造された可能性が高く、 7世紀後半ま

で追葬が行われた。

3 .間門松沢第 l号墳

間門松沢第 I号墳は、富士山南麓の、赤淵川西岸の丘陵上に位置する古墳である。墳丘に溶岩ドーム

を利用している。盛土が失われているこ とから古墳の墳形や規模について不明確で、あるが、利用された

溶岩ドームにより、長方形墳あるいは楕円形墳であった可能性が高い。この場合は長軸20'"'-'25mの古墳

であったと考えられる。埋葬施設は、墳頂部で3基確認され、すべて木棺直葬であった。 3基ともに二

段の掘り込みをもっ墓墳で、下段に木棺を設置している。墓壊は細長い特徴を有し、墓墳底の形状から

は割竹形木棺が埋葬された可能性が高い。副葬品は第3埋葬施設から滑石製臼玉3点、鉄剣 l点が出土
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船津古墳群 須津古墳群 関門古墳群 関門松沢第 1号墳 不動棚遺跡
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平
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中
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.陶器

近
- 包T 煙曹

世

第118図 船津古墳群、須津古墳群ほか今回調査した 6遺跡の時期的位置

した。鉄剣は剣身に刃関双孔を穿つ珍しいものであった。

第11章結館

松坂遺跡

ーーーーーーーーーー一一一一一ー

.1a • m・式

ー ー一一一一一ーー一一一一ー

ー一一一ー一一一一一一一一一一ー

122L二

ト 一 一 一一一一一一一一
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一一一一ー一一一一一一一一一一ー

一一一一一一一一一一一

出土した鉄剣から、古墳時代中期前半に位置づけられる可能性が高い。 東駿河では古墳の築造が停滞

する時期であり、その中で小規模ながらも古墳が築造されたことがわかった点が重要である。被葬者と

しては古墳時代中期後半に畿内王権と新たに関係を取り結んだ新興の小首長像を思い描くこ とができる。

4 .鵜無ヶ淵・間門E-第 6号墳

鵜無ヶ淵・間門E-第6号墳は、間門松沢第 I号墳北西の富士山麓の丘陵緩斜面に位置する。古墳の周

囲の改変が著しく、墳丘・周溝ともに失われ墳形は不明であった。埋葬施設は無袖形横穴式石室で、残

存長4.4mで、ある。石室は大きく破壊されていたが、鉄製馬具をはじめとして玉類、鉄鍬が出土した。

築造時期については副葬された鉄製馬具からみると 6世紀後半まで遡る可能性が高い。

副葬遺物が少ないため、被葬者の性格を考えることは難しいが、馬具を副葬していることから階層的

にやや上位であり、軍事的な性格を有する被葬者集団であった可能性を想定しておこう。

5 .不動棚遺跡

不動棚遺跡は赤淵川西岸の、丘陵緩斜面に位置する縄文時代、古墳時代前半、中世以降の複合遺跡で

ある。遺構は磯群や土坑のみであったが、遺物は縄文土器 ・石器が出土した。

縄文土器は、早期の押型文、木島式土器のほかに、後期の堀之内式土器が多く 出土した点が注目でき

る。富士市内では縄文時代後期の遺跡が少なく、様相が不明確であったが、多くの土器が出土したこと

で、関門地区に縄文時代の集落が所在する可能性が高まった。
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第11草 結語

6 .松坂遺跡

松坂遺跡は、赤淵川西岸の富士山麓の、不動棚遺跡の所在箇所よりも一段高い尾根の緩斜面や谷部に

位置している。確認調査で遺物が多く出土した 4箇所を調査し、不動棚遺跡と同様、縄文時代後期の堀

之内式土器が多く出土した。両遺跡で同時期の堀之内式土器が出土しているこ とは、 この間門地区、神

戸地区に大規模な縄文時代後期の集落遺跡が所在する可能性が高いことが判明した。

以上、それぞれの遺跡で、さまざまな知見を得るとともに、今後、富士市の地域史を再構築していく

上で重要な資料を提供することとなったと考える。
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写 宣〈 図版

船津古墳群 図版 1

1 レ第171号煩全景(南から)

2. L第171号墳全景(西から)



図版2 船津古墳群

1. L-第171号墳全景(西から)

2. L第171号墳石室上面検出状況(西から)



船津古墳群 図版3

1. L-第171号墳石室下面検出状況(酉から)

2. L-第171号墳石室基底石(西から)



図版4 船津古墳群

1. L-第171号墳 石室上面(南から) 2. L-第171号墳石室上面 (西から)

3 L-第171号墳石室北側壁(南から) 4. L-第171号墳 石室南側壁(北から)

5. L-第171号墳石室下面検出状況(西から)



船津古墳群 図版5

1. L-第171号墳石室奥壁(西から) 2. L-第171号墳石室奥笠の裏側 (東から)

石室奥壁の北側下部(南西から) 4. L-第171号墳鉄製品出土状況(北西から)
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5. L-第171号墳および周辺の出土遺物



図版6 須津古墳群

1.北からの遠景(1区:J-第 6・118号墳)

2 北東からの遠景(2区:J-第159号墳)



須津古墳群 図版7

1. 1区全景(西から)

2. J-第 6号墳(北から)



図版8 須津古墳群

1. J-第 6号墳石室検出状況(商から)

2. J-第6号墳石室上面検出状況(南から)



須津古墳群 図版9

1. J-第 6号墳 石室上菌検出状況(南から)

2. J-第 6号墳石室上菌検出状況(北西から)



図版10 須津古墳群

1. J-第 6号墳石室下面検出状況(南から)

2. J-第 6号墳石室下菌検出状況(北西から)



須津古墳群 図版11

1. J-第 6号境石室東側壁(南西から)

2. J-第 6号墳石室西側壁(東から)

3. J-第 6号墳石室段構造(恒石)残存状況(南から) 4 J-第 6号墳石室段構造(権石)残存状況(東から)



図版12 須津古墳群

1. J-第 6号潰石室基底石(南から)

2. J-第 6号墳石棺検出状況(東から) 3. J-第 6号墳石棺検出状況(南から)

4. J-第 6号境石棺完掘状況(東から) 5 J第 6号墳石棺完掘状況(南から)



須津古墳群 図版13

1. J-第 6号墳石棺残存状況はじから) 2. J-第 6号墳石棺周囲北側上面(北から)

3. J-第 6号墳石棺周囲北側下面(北から) 4. J-第 6号漬石棺周囲北側下面(南から)

5 J-第 6号墳石室南半下面(東から) 6. J-第6号墳石室北半下面(東から)



図版14 須津古墳群

1. J第6号境石室南半遺物出土状況 (北西から)

3. J-第 6号墳石室南西部勾玉出土状況 (東から) 4. Jー第 6号墳 石室南東部玉類等出土状況 (北から)



須津古墳群 図版15

1. Jー第6号墳 石室北東部鉄万等出土状況(西から)

2. Jー第6号墳 石室北西部鉄量産出土状況(東から) 3. J-第 6号墳 石室北東部万子等出土状況(西から)

4. J-第 6号墳石室南東部轡出土状況(南東から) 5. J-第 6号墳石室南東部絞具出土状況(北から)



図版16 須津古墳群
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須津古墳群 図版17
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図版18 須津古墳群
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須津古墳群 図版19
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図版20 須津古墳群



須津古墳群 図版21



図版22 須津古墳群

1. J-第118号墳(南から)

2. J-第118号境 石室検出状況 (北から)



須津古墳群 図版23

1. J-第118号噴 石室完鋸状況(南から)

2. J-第118号墳石室完沼状況(北から)



図版24 須津古墳群

1. J-第118号墳石室段構造(権石)除去後開口部の状況(南西から)

2. J第118号墳石室西側壁(東から)



須津古墳群 図版25

1. J-第118号墳石室段構造(権石)残存状況(北から) 2. J-第118号境石室段構造(恒石)残存状況(北西から)

3. J-第118号墳 石室南半床面(東から) 4. J-第118号墳石室北半床面(東から)

5 J-第118号墳 石室基底石(南から) 6. Jー第118号墳出土造物



図版26 須津古墳群

1. 2区全景(北から)

2. J-第159号墳(南から)



須津古墳群 図版27

1. J-第159号墳石室検出状況(南から)

2. Jー第159号墳 石室上面検出状況(南から)



図版28 須津古墳群

1. J-第159号墳石室下面検出状況(南から)

2. J-第159号墳石室下面検出状況(北から)



須津古墳群 図版29

1. J-第159号噴石室東側壁(南西から)

2 J-第159号墳石室西側壁(南東から)



図版30 須津古墳群

1. J-第159号墳石室下面と基底石(南から)

2. J第159号墳石室基底石(南から)



須津古墳群 図版31

1. j-第159号墳石室墓域(北から) 2. J-第159号墳石室屍床仕切石(西から)

3. J-第159号墳石室奥壁(南から) 4. J第159号墳石室奥壁の裏込め①(北から)

5. J-第159号墳石室奥壁の裏込め② (東から) 6. J-第159号墳石室奥壁下部(西から)



図版32 須津古墳群

1. J-第159号墳石室段構造(桂石)と閉塞石(北から) 2. J-第159号墳石室段構造(権石)と閉塞石(東から)

3. J-第159号墳石室段構造(桂石)の上部裏込め(東から) 4. J-第159号墳石室段構造(桂石)残存状況(北から)

5 Jー第159号墳 石室段構造(拒石)下部の上面と墓道 6. J-第159号墳石室段構造(桂石)の基底石・墓模と墓道

(南から) (西から)



須津古墳群 図版33

1. J-第159号墳石室北半人骨等出土状況 (南から)

2. J-第159号墳 石室北半南西部人骨等出土状況(東から) 3. Jー第159号墳 石室北半南縁部耳環出土状況(北から)



図版34 須津古墳群

1. J-第159号墳 石室奥壁・屍床仕切石と南半人骨および遺物出土状況(南から)

2. J-第159号墳 石室北半北西部土器出土状況(北から) 3. J-第159号墳石室南半北西部玉類・力子出土状況

(北から)



須津古墳群 図版35

1. J-第159号績石室南半北西部人骨出土状況(南から)

2. J-第159号境石室南半東部副葬品出土状況(西から)



図版36 須津古墳群

ト J-第159号墳石室南半北東部土器出土状況(西から) 2. J-第159号墳石室南半南西部土器出土状況(東から)

3. Jー第159号墳 石室内副葬品出土状況(南から)



須津古墳群 図版37
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図版38 須津古墳群
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須津古墳群 図版39
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J-第159号墳出土遺物③



図版40 須津古墳群
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須津古墳群 図版41
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図版42 須津古墳群
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J-第159号墳出土遺物⑦

須津古墳群 図版43
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図版44 須津古墳群

J-第159号墳出土遺物③



1. J-第159号墳出土遺物⑨
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図版46 間門松沢第 1号墳
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1.調査前の古墳(北西から)
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2.墳丘検出状況 (調査区全景) (南東から)



間門松沢第 1号墳 図版47

1.墳丘検出状況(東から)

2 . 第 1 ~3 埋葬施設(北東から)



図版48 間門松沢第 1号墳

1.第 1埋葬施設(南西から) 3 第2埋葬施設(南西から)

4 第 2埋葬施設(北東から)



間門松沢第 1号墳 図版49

第 3埋葬施設 (南西から)

'':-''，... 

2.第 3埋葬施設(東から) 3 第3埋葬施設鉄剣・臼玉出土状況(北西から)



図版50 間門松沢第 1号墳

1.第 3埋葬施設(南西から)

4 

2. 出土遺物



鵜無ヶ淵・間門古墳群 図版51

1. E-第 6号墳 石室検出状況(南東から)

2. E-第 6号墳石室北隅の裏込め(北西から) 3. E-第 6号墳石室北閣の裏込め

(上部石材除去後，北東から)



図版52 鵜無ヶ淵・間門古墳群

1. E-第 6号墳石室内遺物出土状況(南東から)

2. E-第 6号境石室基底石および裏込め残存状況(南東から)

2 3 

4 ~1 2 

3. E第 6号境石室基底石(南東から) 4 E第 6号墳出土遺物①



鵜無ヶ淵・間門古墳群 図版53
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E第 6号墳出土遺物②



図版54 不動棚遺跡

1 調査区東半部(南西から)

2 調査区西半部(南から)



不動棚遺跡 図版55

1. 調査区西部 (K28・29グリッド付近)遺物集中(南から)

2. 調査区東部 (L31グリッド付近)遺物集中(南東から)



図版56 不動棚遺跡

1 楳群01(南から) 2. SK02・03(南から)

3.調査以前の発見遺物(個人所蔵)

5 

4.出土濯物① (縄文土器)



不動棚遺跡 図版57

14 13 

19 

15 

出土遺物②(縄文土器)



図版58 不動棚遺跡

22 28 

29 

23 

23 23 

出土遺物③(縄文土器)



不動棚遺跡 図版59

26 26 

26 31 

30 32 
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出土遺物④(縄文土器，古墳時代以降の遺物)



図版60 不動棚遺跡

33 
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43 

46 57 

75 

出土遺物⑤(石器)



松坂遺跡図版61

1 2区北西半部(南東から)

2. 2区北西部(北東から)



図版62 松坂遺跡

1.縄文土器出土状況(遺物番号 1の下半) 2.縄文土器出土状況(遺物番号8) 

3. SK01炭化材検出状況(北から) 4. SK01 (北から)

6. SK03 (南から)



松坂遺sJli 図版63
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出土遺物①(縄文土器)



図版64 松坂遺跡
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出土遺物②(縄文土器，石器)
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古墳
古蹟 横穴式石室を

鉄鍛 ・刀子
7世紀前半~中頃の横穴式石室をもっ古

終末期 もつ古墳 I基 Jn。 無袖形石室である可能性が高い。
船告書L-

第171号墳 縄文土器 ・石器 (石 縄文土器・石器は丘陵上の矢川上C遺跡

散布地
縄文 ・古代 ・

なし 匙 ・打製石斧)・ 駿東 と関連する造物である。古瀬戸は瓶類の
中世

型型 ・古瀬戸 胸l部片である。

6 位紀末~7世紀後半の段構造を有する

馬具 (鉄製環状鏡板付
無袖形横穴式石室。

J第6号墳は箱形石棺を内蔵し、馬
轡 ・帯金具)・ 鉄万 ・

古墳後期~終 横穴式石室を 鉄鉱 ・弓両頭金具 ・
異 ・大万 ・鉄鍬 ・須窓器のほか全国的に

古墳 出土が少ない鉄針が出土した。J第118号
末期 もつ古墳3基 刀装具 ・針 ・玉類(勾

墳からは万子 ・須恵鰐が出土した。 J-第 |須津古墳群 玉 ・管玉 ・丸玉 ・小

玉)・ 耳澱 ・須恵穏
159号墳は深い纂墳をもっ横穴式石室で、 |

関口部に磯積みの段桝造を有し、馬具 ・

大刀・ 鉄鍬など坐7A;な遺物が出土した。

散布地
縄文 ・古墳 ・

なし
縄文土音量 ・石器 ・須恵

縄文土橋は前期の諸i磯式土得。
近世 器 ・煙管 ・包丁

次頁へ統〈。



所収遺跡名

間門松沢

第 1号墳

鵜無ヶ淵・関門E

第6号墳

不動棚遺跡

松坂遺跡

要 約

種別 主な年代 主な遺構 主な遺物 特記事項

溶岩ドームを利用した古墳で、楕円形墳

あるいは長方形墳の可能性が高い。この

木棺直葬3基 場合は長辺(取l!) が20~25m程度と想定

古墳 古墳中期前半 をもっ古墳 I 鉄剣 ・臼玉 できる。

基 木棺直葬が3基並列する。第3埋葬施

設のみ遺物が出土した。 鉄剣は刃関双孔

を穿つ鉄剣(長剣)である。

馬具 (環 状鏡板 付

6世紀後半に築造された無袖形横穴式石 |
古墳 古墳後期

横穴式石室を 轡)・鉄鍬・万子 ・玉

もつ古墳 l基 類 (管玉 町 丸!室。大型矩形立脚状鋭板船出土

玉)・須恵器

縄文土器 ・石器(石 I縄文時代早期の押型文、木島式、縄文時
鍬・ 石匙 ・スク レイ

散布地
縄文、古墳~ 土坑 ・ ノ号一 ・打製石斧・磨製 代後期の堀之内式が出土。

江戸 磯群 石斧 ・磨敵石)・土師 中世の常滑四耳壷や羽釜、銅銭などと

器 ・常滑・ 志戸呂 ・羽 ともに、中世の夷城をめぐる攻防で使用

釜。 銅銭・ 鉄砲玉 されたと想定される鉄砲玉などが出土。

縄文土器 ・石器 (石
縄文時代前期の諸磯式、後期の堀之内式、

散布地|縄文 鍬・石匙・スクレイ
後期の加曽利B式土器が出土。

ノ号ー ・打製石斧)

関門松沢第 I号墳は、古墳時代前期末~中期前半の古墳の可能性が高い。自然地形を利用して築造した古墳

で、 長方形墳か楕円形墳の可能性が高いが、 前方後円(方)墳の可能性も残る。墳頂に木棺直葬を3基並列さ

せており、 このうち第3埋葬施設から滑石製臼玉とともに刃関双孔を有する鉄剣が出土した。

船津Lー第171号墳、須津J-第6・118・159号墳、鵜無ヶ淵・間門E第6号墳は東駿河に特徴的な無袖形石室

を埋葬施設とする古墳で、須津J-第6・118・159号境は段構造を有する横穴式石室 (あるいはその可能性が高

い)である。 5基すべてが小規模の古墳であるが、 鉄製馬具が3基で確認され、 鉄鍛も多く出土する点や、針

が副葬されるこ となど注目すべき特徴である。

不動棚遺跡、松坂遺跡は近接する遺跡で、両者とも今回の調査で新たに発見された縄文時代の遺跡である。

遺構は土坑や礁群のみであったが、富土山麓では様相が不明確である縄文時代後期の遺跡であることが判明し

た点は重要である。両遺跡ともに多く が堀之内式土器であるが、松坂遺跡では加曽利B式の精製土器が出土す

るなど、注目すべき遺物が出土した。

静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第231集

富士山・愛鷹山麓の古墳群
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